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一、私の前に現れた外交官




　ターコイズブルーの穏やかなペルシャ湾沿いに建つ、まるでアラビアンナイトのお城のようなドバイの五つ星ホテル。そこのフロント係として勤めている私、浅あさ丘おか真ま佳か奈な。

　一昨日おとといの九月一日に二十六歳になった。年々、年を取るのが早く感じる。それは毎日が充実しているからだろうか。恋人などいなくて、家と職場の往復だけの生活なんだけど。

　現在、太陽は真上。

　ランチを終えた私は海の色よりもさらに明るいブルーの制服を着て、楽しそうな宿泊客を見ながらフロントに戻る。

　髪形に関して就労規定はとくにないが、普段はブラウンの髪をうしろでひとつにまとめている。室内はエアコンで涼しい。でも一歩外へ出ると真夏のアラブ首しゅ長ちょう国こく連れん邦ぽうは体力を奪われるほどに暑い。

　ここは砂漠気候で六月から九月は真夏。観光シーズンはカラッとしている十月から四月がいいといわれている。それでも年間を通して、たくさんの日に本ほん人がドバイを訪れる。

　髪をひとつにまとめているのは、外に出た際に汗で髪の毛が首にまとわりつかないようにするため。それともうひとつの理由が。二十六歳なのに、ホテルの制服を着ないと学生に見られてしまうのもあって、大人っぽく見えるように気をつけているのだ。

　身長は百五十七センチと日本人女性としては平均的。若く見られるのは、くっきり二重の大きな目のせいもあるみたい。

「マカナ！　ちょうどよかった。日本語がわからなくて。頼むよ。困っているらしい」

　ロビーのチェックインカウンターへ戻ったところへ、コンシェルジュのフランス人男性マルセルが私の前へ日本人の男女を連れてきた。

「わかりました」

　マルセルに英語で答える。

「私がお伺いいたします」

　日本語へ切り替え、私と年が変わらないくらいの男女に笑みを浮かべてみせた。

　ふたりは私の胸にある〝MS. MAKANA ASAOKA〟のネームプレートを見て、安堵した顔になる。

「よかった！　日本人スタッフがいて」

　白いＴシャツにジーンズ姿の男性は胸の前でボディーバッグを斜めかけしている。女性の方も同じようなスタイルだ。

　ふたりの左の薬指に視線を走らせると、結婚指輪がはめられていた。新婚旅行かもしれない。

「カードキーをビーチでなくしてしまったんです」

「かしこまりました」

　私は電子メモをお客様に差し出す。

「こちらにお名前と電話番号をお願いいたします」

　男性が電子メモに名前と電話番号を記入し、受け取った私は端末画面前に立ち、キーボードで操作する。ふたりの部屋利用が確認でき、目の前で電子メモの文字を消す。

「今までのカードキーは無効にしました」

　新しいカードキーを二枚取り出し、使えるように作成して手渡す。カードキーには部屋番号が入っていないので、番号が書かれた紙ケースごと落としていなければ入室されず盗みなどはないだろう。

「カードキーの入っていた紙ケースは一緒に落とされたのでしょうか？」

「いいえ。ケースは部屋に置いてあります。ありがとうございます！　話が通じなくて困っていたんです。僕たち英語はからきしで」

「お役に立ててよかったです。ほかにお困りになってはいませんか？」

「みっくん、夕食は大きな水槽のレストランに行きたいわ」

　隣にいた彼女は男性の腕に手を置き、思い出したように言う。

「『オーシャンズ』ですね」

　テーブルの横に巨大水槽があり、水族館のようにサメや大きな魚、熱帯魚が泳いでいるのを眺めながらおいしい食事ができる、我がホテル人気のレストランだ。

　友人の誕生日を祝いに一度だけ行ったことがあり、こんな素敵なところに恋人と来られたら幸せいっぱいだろうなと思った。

「すみません。今夜予約できますか？　新婚旅行なんですが、食事のオプションをつけていなくて、今のままだとファストフードばかりに」

「ご結婚おめでとうございます。確認させていただきますね」

　運よく十八時に空きがあり、すぐに予約を完了させた。

「ありがとうございます。助かりました」

　ふたりはあきらかに海外旅行に慣れていない様子だ。

「マカナさんありがとうございました。こんな素敵なところでお仕事ができるなんて素敵ですね」

　女性は私の胸のネームプレートを再度見て、微笑みを浮かべる。

「またなにかありましたら、いつでもお声をかけてください」

　新婚のカップルが仲よく去っていくのを見ながら、うらやましく思ってしまった。

　ふたりは私よりも若そうだった。

　私も、相思相愛での結婚願望はあるけれど、今はまだ好きな人すらいない。

　あと二時間ほどすれば、本日滞在する観光客やビジネスマンのチェックインで忙しくなる。

　掃除が終わっている部屋を顧客予約のオーダーとともに確認しようとしたとき、カウンター越しに白い民族衣装姿の男性が立った。

「マカナ、今日もかわいい。いつになったら私とデートしてくれる？」

　彼は流暢な英語で声をかけてくる。

　身にまとうゆったりとした白いカンドゥーラに頭には白い布、グトゥラ。黒い輪っかのアガル。口周りと顎にひげをたくわえた男性はアフマド・ワキール・ハーキム氏。

　彼は私の悩みの種だった。二カ月ほど前に友人のパーティーで初めて会ってから毎日のように現れて、ありえないことに私にプロポーズしてくるのだ。

「ハーキム様、仕事中ですので」

　無表情で断り、端末画面へ視線を向ける。

「仕事なんて辞めて私と出かけよう。素敵な場所へ連れていってあげるよ」

「申し訳ありませんが、辞める気はありません」

「私が辞めさせることもできるんだよ？」

「ご勘弁ください。私には日本に婚約者がいますので、ハーキム様のプロポーズはお受けできません」

　内心では苛立っている私がこんなにも丁寧に話すのは、彼はこの国の王族の親戚だからだ。

　ハーキム氏にはふたりの妻がいる。アラブ首長国連邦は一夫多妻制のため、彼は私を第三夫人にしようとしていた。

　毎日のように私の仕事が終わるのを待つ彼だけど、今日はとくに早い。会社役員という役職を持っているハーキム氏だが、それは名目上でほとんど仕事をしていないのはあきらかだ。

　ハーキム氏をあきらめさせるために架空の婚約者がいる話をしているが、彼は気にも留めていない様子だった。

　彼との会話はいつも堂々巡りで、拒絶反応からか毎度のごとく頭痛がしてきた。

「マカナ、婚約者に会わせてもらわない限り君をあきらめるなんてできない。こんなにも愛しているのに。私の妻になれば毎日贅沢に遊んで暮らせるんだ」

　この二カ月間、こんな会話しかしていないのに、どうして愛しているんだなんて言えるの？

　込み上げてくる腹立たしさをのみ込み、静かに口を開いた。

「彼は日本にいるんです。それに贅沢にも興味はないですし、働くのが楽しいので」

　誰か助けて……。

　そう思っても、ハーキム氏に強く物申せる者がここにはいない。

　王族関係者というのはもちろんのこと、頻繁にスイートルームを利用するような太い顧客だからだ。

「仕事中ですので失礼します」

　つんとすまして、きっぱり断りを入れてからバックヤードへ歩を進めた。

　ドアを閉めて、ホッと胸をなで下ろす。

　フロントの仕事は好きだけれど、こう毎日押しかけてこられるのはたまらないしホテルにも迷惑になる。いっそ客前に出ない仕事に異動させてもらおうか……。

「ミズ・アサオカ！」

　焦った顔で間髪をいれずにやって来たのは五十代のフロントマネージャーだ。黒いスーツを着た彼は現地の人で、浅黒い顔に汗の粒を浮かべて私の前へ立った。

「困るよ。ハーキム氏が憤慨している」

「私の方が困ります」

「本当にどうしたものか……その、婚約者とはいつ頃結婚するんだね？　そのときは日本へ戻るのかね？」

　架空の人物なのでそこまで考えていなかった。しかし、このままハーキム氏があきらめてくれないとしたら、帰国も視野に入れなくてはならないと思っている。

「おそらく……」

「とりあえずここで業務をしていてくれ」

　フロントマネージャーは重いため息をつきながら、部屋を出ていった。




　十八時になり退勤時刻になった。フロントマネージャーによれば、ハーキム氏は十分ほど待っていたが帰ったと教えられた。とはいえ、あれから五時間以上が経っているから、再び待ち伏せしている可能性もある。

　そこで、通勤に使っている私の車はホテルのパーキングへ置いておき、同僚のミランダの車で自宅へ送ってもらうことにした。

　さりげなく辺りを見回しながらハーキム氏や側近の姿がないかを確認して、ミランダの運転する助手席に乗り込む。

　あと少しで日没になり、辺りは暗くなる。

　ミランダは同じフロントで働くひとつ年上のアメリカ人だ。彼女は既婚者で旦那様もアメリカ人。彼が電気技師でこちらに駐在している関係で、子どもがいないミランダは時間に余裕があるため働き始めたという。

　私がホテルに勤めて一年ほど経った頃ミランダが加わり、すぐに意気投合した。退勤後も会ったり、休日には旦那様も一緒にバーベキューをしたりして、ドバイでは一番の友人だ。

　そんなミランダは私の一大事に協力してくれている。

「本当にハーキム氏はどうかしているわね」

　ミランダは隣で体を沈めて座る用心深い私に同情している。

　ホテルのパーキングを出て海沿いの道路を走り始めると、私は体を起こした。

「いくら断ってもあきらめないのは、断られた経験がないからよね。王族の親戚だからって、気持ち悪いわ。どうにかできないかしら……」

　真面目そうに見えるミランダは意外と口が悪いが、ハーキム氏に関しては私も同じ意見だ。

「本当に……ここには父が異動になるまでいたいと思っているし……」

　私の父は在ドバイ領事館の総領事。たいがい五年任期で異動するパターンになっている。現在はこちらの領事館に勤めて五年目になったばかりで、一年以内には日本へ帰国か諸外国の領事館か大使館へ行くはずだ。

　そうなれば私も今のホテルを辞めて、父についていく。

　母が七年前に病気で他界していることもあって、きょうだいのいない私は父の身の回りの世話をしている。まあ、世話というよりも父が大好きなので一緒にいたいし、ひとりにするのが心配なのだ。

　食事や掃除に関してはメイドを雇っており、私がいなくてはならないというわけではないのだけれど。

「マカナは相当なファザコンよね」

「はいはい、自他ともに認めるファザコンよ。でも、父に素敵な女性ができたとしたら反対はしないわよ」

　父は五十五歳。ダンディというわけではないけれど、娘から見てまだまだ男盛りに見える。だけど根が真面目で仕事人間なので、社交性はいまいちなのだ。

　ミランダは高級住宅地にある白い塀に囲まれた一軒家の前に車を止める。私と父、メイドがふたり住み込んでいても大きすぎる家だ。

　白く塗られた鉄柵の両脇にボディガードがふたり立っている。彼らは外務省が手配している現地の警備会社の人間だ。

「ミランダ、ありがとう。助かったわ」

「明日の朝も迎えにくるわね」

「感謝しているわ」

　私は彼女の車から降りて、走り去ってから通用門へと歩を進める。

　ハーキム氏が自宅まで来た事実はないが、門を入ればより安心だった。

　玄関から室内へ入ると、父は戻っており、広々としたリビングのソファで本を読んでいた。

　私の姿に父は老眼鏡をはずして、「おかえり」と笑顔になる。

「ただいま」

「車の音がしなかったな」

「うん。ミランダに送ってもらったの」

　父にはまだハーキム氏の件は話していない。余計なことで頭を悩ませたくなかった。

「わざわざ。明日困るだろう？　私の車で送っていこう」

　総領事専用車で送るつもりの父に、私は頭を左右に振る。

「なかなか話ができないから一緒に帰ってきたの。明日迎えにきてくれるから大丈夫よ。手を洗ってくるわ」

　一階に三十畳くらいの広いリビングとそれより半分ほどのスペースの来客用リビング。父の書斎、ダイニングルーム、キッチン、メイド用の部屋がふた部屋。運動ルームや家事ルームなどがあり、二階に私と父のベッドルームとそれぞれにバスルームがある。空いている部屋もふた部屋と、無駄に広い家である。

　裏庭には横五メートル、縦二十メートルのプールがあり、休日には泳いだり、プールサイドで冷たい飲み物を飲みながら読書をしたりしてくつろぐ。




　メイドが作った料理を食べながら、父が思い出したようにナイフとフォークをお皿の上に置いた。

「真佳奈、来週の火曜日から外務省の男性が出向してくるんだが、彼を泊めたいと思っている。どうだろうか？」

「泊めるなんて珍しいのね。私はかまわないわ」

　父が領事館員を家に招待して食事をすることはたまにあるけれど、宿泊というのはなかった。部屋はあまっているしとくに問題はなさそうだ。

「真佳奈の火曜日の予定はどうだね？」

「ふふっ、お料理を作ってほしいのね？　年はいくつくらい？　料理の好き嫌いはあるかしら？　火曜日は一時間早く帰宅するようにするわ。十九時なら大丈夫よ」

　月曜日に下準備をしておけば帰宅後すぐに取りかかれるから問題ないだろう。

　父はお客様に対してはメイドよりも私に作ってもらいたいのだ。私は父の異動のたびにその国の料理を習っていて、振る舞うとなかなかの腕前だと褒められている。

「お前に作ってもらえると安心だ。たしか、年は三十二歳だったか」

　本音を隠そうとする父に笑みを浮かべる。

「意外と若いのね。ホステスとして張りきってお料理するわ。どんな料理がいいかしら？」

「お前に任せるよ。凝りすぎないでいいからな」

「はい。わかりました」

　今日は金曜日。次の日曜日と月曜日は仕事が休みだから、新鮮な食材探しに市場やスーパーを巡ろう。




　翌朝、ミランダは時間通りにやって来て私たちは勤務先のホテルへ向かった。

　駐車場に入ったところで、ひときわ目立つ黒の大型ＳＵＶ車に心臓が嫌な音を立てた。

「あれはハーキム氏のじゃない？」

　ミランダも気づいたようで、少し手前で車を止めた。

　彼の車は置いていった私の車のそばにあり、ボディガードがふたりうろついている。

　朝からハーキム氏にわずらわされるのかと思うと、重いため息が漏れる。

「どうする？」

　ミランダはエンジンを切って尋ねる。

「うーん……ここにいるわけにもいかないから、行くわ」

　エンジンを切った瞬時、車内の気温が上がってくる。

「わかったわ。行きましょう」

　私は能面のように無表情を作って車から降りた。

　従業員専用入口へ向かう私の前に、ハーキム氏が車から降りて立ち塞がる。

「おはよう。今日も美しい。出勤などやめて、クルーザーで海へ出よう」

「ハーキム様、ここは従業員のパーキングです。車をどかしてください」

　私たちは立ち止まらざるを得なく、ハーキム氏を見ないまま頼む。

「マカナをつかまえるにはこうしなければならないんだ」

『つかまえる』の言葉に背筋がゾクリとする。

「何度も言うように、私には仕事があります。お引き取りください」

　頭を下げてハーキム氏の横を通り過ぎようとしたとき、腕をガシッと強い力で掴つかまれた。

　度が過ぎる彼の行為に体が硬直する。しかしここで怯んではハーキム氏の思い通りになってしまう。

　掴まれた腕をたどり、ハーキム氏へ視線を向けた。

「付き合ってくれてもいいだろう？」

「……ハーキム様、なぜ私のようなものを誘うのですか？」

「私は髪の長い日本人女性が好きでね」

　彼は浅黒い指で私の髪を梳くようになでてから、ひと房を自分の鼻へと持っていく。その行為に吐き気を覚える。

　初めて会ったパーティーのときに、ヒールが絨毯に引っかかってつまずきよろけた私をハーキム氏が支えてくれたのを思い出した。

　あのとき彼は『素晴らしい髪だ。そしてとてもいい匂いがする』と言ったのだ。

「ハーキム様なら、誘うよりも誘われるのではないでしょうか」

「私への誘惑はよくあるが、気に入った女性をものにしたいと思うのは男ゆえのものではないか？」

　男だから狩猟本能にかられていると言いたいの？

「私は日本人です。婚約者もおりますから、重婚はできません。ハーキム様のお誘いはありえません。仕事に遅れますので失礼します」

　ハーキム氏の手をやんわりと振りきるようにして歩き出した。

「君が私のものになるまであきらめない。覚悟しておくんだな」

　背後から聞こえてくる捨てゼリフに反応しないように、ミランダが開けたドアを通り抜けた。

「なんてひどい男なの！」

　ドアが閉まって更衣室へ向かい廊下を進みながら、ミランダがあきれた声を出す。

「思ったより腕を強く掴まれて怖かった」

「どうにかしないと、このぶんでは連れ去られてしまいそうよ」

「う……ん……」

　今になって、脚が震えている。

　ミランダの言う通り、どうにかしなくては……。




　ハーキム氏を避けるには、仕事を辞めるかしばらく休職して日本へ帰るしかないのか。思案しながら休日を過ごし、市場やショッピングセンターで買い物するにも周辺に注意しながらだった。

　父に話さなければならない瀬戸際で、次にハーキム氏の接触があるまでは黙っていようかと悩んでいた。

　火曜日、通勤やフロントでの仕事中もビクビクしてばかり。

　このままではいけないと思いながらも、断られ続けたハーキム氏があきらめてくれていたらと一いち縷るの望みも捨てられない。彼のような王族の親戚でお金持ちならば、妻になりたい女性は大勢いるだろう。その中の誰かに目を向けてくれるかもしれない。




　早々に仕事を終わらせ、ハーキム氏がいませんようにと祈りながら駐車場へ向かい、愛車までたどり着いた。

　よかった……。

　彼の姿はなく、安堵しながら車に乗り込みエンジンをかけた。

　自宅に向かいながら、お客様をもてなす料理の段取りを考える。

　メニューは〝バミヤ〟といわれる現地の牛すじの煮込み、十種類の野菜サラダ、魚介類のカルパッチョとライスコロッケ、豆のスープを作る予定だ。

　バミヤと豆のスープはメイドに頼んでいる。ほかの料理は一時間もあれば作り終わるはずだ。

　二十分後、自宅のある高級住宅地へ車を進ませ、角を曲がったところで家の前に大きなＳＵＶ車が止まっているのが目に入った。

　あれはハーキム氏の車!?

　門の前に止まっているので、私の車が中へ入れない。

　ボディガードたちもハーキム氏の身分がわかっているのか、そのままでいる。

　こんなところまで……。

　ハーキム氏の行動に呆気に取られるばかりだ。

　私は怒りに任せて車をすぐそばまで進ませた。エンジンを切って車から降りたところで、ＳＵＶ車からハーキム氏が降りてくる。

「やあ、マカナ。デートに誘いにきた」

　浅黒い顔で口ひげをたくわえたハーキム氏は笑みを浮かべて、真紅のバラの花束を差し出す。

「家の前に車を止められては困ります。今すぐどかしてください」

「それはすまなかった。おい、車を移動させろ」

　そばにいたボディガードに指示を出したハーキム氏は、バラの花束を受け取ろうとしない私の顔の前にそれを持ってくる。

「君のように美しいバラだ。受け取ってほしい。これからレストランへ行こう」

「いいえ。ご期待に沿えないのでいただくわけにはいきません」

　私は子どもがやるように両手をうしろに回した。

「もう仕事は終わっている。家に戻ってきたのなら、この後はフリーではないか」

「いいえ。お帰りください」

　今父が戻ってきたらと思うと、内心ひやひやものだ。

「マカナ、そんなつれなくしないでくれ。寂しいじゃないか」

　あきらめないハーキム氏にギュッと口もとを引き結ぶ。

「マカナ！」

　ハーキム氏が数歩後退した私ににじり寄ったその瞬間、ヘッドライトのまぶしさに目を瞬かせる。続いてバタンと車の開閉音が聞こえた。父が帰ってきてしまった。

　音のした方へ顔を向けた私は目を見張った。

　こちらへ近づいてくるのは父ではなく、体にフィットしたスーツを着こなした若い東洋人の男性だった。彼のうしろに止まっている車は白の高級セダンで父の専用車だ。

　ということは、彼は父が話していたお客様？

　鋭い視線を私たちに向けたまま、颯爽と近づいてくる彼は驚くほど整った顔立ちをしている。

「こんなところでなにをしている？」

　日本語で問いかけられ、瞬時私は躊躇する間もなく行動を起こした。

「待っていたのよ！　会いたかったわ」

　ハーキム氏にわかるように英語で言うと、突如その日本人と思しき男性に抱きついた。この恐ろしく美麗な人は、無礼な私の奇行にまったく驚かず私の腰に腕を回す。

　どうやら彼は私の調子に合わせてくれるみたいだ。

　長身の男性から体を離して、ハーキム氏へ向き直る。

「婚約者が日本から来ました。どうぞお引き取りください」

　ハーキム氏はムッとした様子で、口ひげから覗のぞく口をへの字に曲げ、白いカンドゥーラをひるがえしてＳＵＶ車へ戻っていく。

　車に乗り込んだ彼らにホッと安堵して、思わず「はぁ」と声を漏らした。

「熱烈な求婚者か？」

　おもしろがるような声が降ってきた。

　男性の方へ振り返ろうとしたが、目の端に父を捉えて息をのんだ。

　そうだ、彼はひとりではなかったのだ。

「真佳奈、いったい何事だったんだ？　あの男性は？」

「お父さん……」

「今にも飛び出しそうな浅丘領事を説得して、車に残ってもらったんだ。万が一を考えて」

　私は男性の説明にうなずく。

　見知らぬアラブ人がいたら領事である父の身の安全を考えるのがあたりまえだ。

「ご迷惑をおかけしました」

　イケメンすぎる彼に頭を下げる。

「真佳奈、早く家に入りなさい。車の鍵を。月つき城しろくんをリビングへ案内してくれ」

「はい……」

　手を差し出す父に車の鍵を渡し、〝月城〟と呼ばれた彼へ視線を向ける。やはり日本人で、今日のお客様だったんだ。

「どうぞこちらです」

　通用門から敷地内へ足を運ぶ。

　気まずい雰囲気が流れている気がするのは私だけ？

　先ほど抱きついてしまったし、それを父も見ていたはず……。咄嗟の機転のつもりだったけれど、今は決まりが悪い。

　月城さんはゆったりとした足取りで家の中へ入った。

　明るいライトの下で見る彼の顔はさらにイケメンすぎて、迫力のある美男子だった。

「リビングのソファで待っていてください」

　十人は並んで座れる白いソファを手のひらで指す。

「礼もないのか？」

　月城さんの声は冷たく聞こえた。

　そうだった。父がすぐにやって来たからちゃんとお礼も口にしていない。

「助けていただきありがとうございました。それと、急にあんなことをしてすみません」

　お辞儀をして顔を上げると、彼はなにも言わずにソファの端に腰を下ろした。

　真摯にお礼とお詫びを伝えたつもりだったのに、無視？

　私が今まで会った仕事関係の男性の誰とも違って接しづらく感じる。

「ただいまメイドがお茶を運んできますので、お待ちください」

　そっけなく告げ、キッチンへ向かう。落ち着き払ったように見せかけているが、内心心臓がバクバク暴れていた。

　その原因は、危うくハーキム氏に連れ去られそうだったから？　それとも突然現れた月城さんのせい？　まさか。

　否定するように首を横に振って、キッチンの入口にあるチェストにバッグを置く。

「おかえりなさいませ」

　三十代のメイドがふたりいて、彼女たちはそれぞれ料理する手を止める。カマラとサナーという。

「ただいま。お客様がリビングにいるので、お茶とおしぼりを運んでください。あ、父の分もお願いします」

「はい。ただいま」

　カマラが父のためにストックしている冷たい緑茶を冷蔵庫から出してグラスに注ぎ、冷やしていたおしぼりをトレイに置いてキッチンを出た。

　その間に手を洗って、料理の進み具合を確認し、サラダのドレッシングを三種類作り始める。

　戻ってきたカマラが、ライスコロッケの衣の用意をしていたサナーに興奮気味に近づく。

「年配のおじさんかと思ったら、信じられないくらいかっこいい男性よ！」

「本当に!?　見たいわ」

　彼女たちはドバイの中流家庭で育ち、ふたりとも独身だ。英語教育もされているので意思疎通ができる。

　この約四年間で私のアラビア語も少しは上達したけれど、たいてい英語で会話している。

　私たち親子以外あまり東洋人とは接触のない彼女らにも、月城さんはかっこよく見えるのね。

　盛り上がっていた彼女たちだが、ハッとした様子で遠慮気味に私をちらりと見て、叱られると思ったのか仕事を始める。

　レモンをギュッと手で搾り、その汁が目に飛んだ。レモン汁が染みて、ポロポロ涙が出てくる。でもレモンだけのせいではない。

　ハーキム氏が自宅に現れたショックが今になって襲ってきたようだ。

「ミズ・マカナ？　大丈夫ですか？」

　サナーが冷蔵庫からおしぼりを持ってきて差し出す。

「あ、ありがとう」

　父は先ほどのことを知りたいと思っているだろう。

　しっかりしなきゃ。

「これを混ぜてください」

　サナーにレモンやオリーブオイル、黒コショウ、ハーブを入れた液体を委ね、そのほかの料理の仕上げにかかった。




　八人が座れるダイニングテーブルの端に三人分のカトラリーとカマラたちが作ったパンがそれぞれに置かれ、まずはサナーが運んできた豆のスープから食事が始まった。

　私の斜め右手に父が座り、対面に月城さんがいる。

「真佳奈、先ほどのことを説明してくれるかね？」

「お父さん、お客様はそんな話聞きたくないと思うわ」

「真佳奈さん、領事は聞かなければ食事も喉を通らなそうですよ。私にかまわずに話をしてください」

　さっきと言葉遣いが違うんですけど……。

「月城くん、申し訳ないね。食事を続けてほしい」

「はい。問題は早く解決した方がいいでしょう」

　彼はそう言って、丸パンを手にしてちぎり口へ運ぶ。

　私たちの話を傍観する態度だ。

「あの人はアフマド・ワキール・ハーキム氏といって、二カ月ほど前からプロポーズされているの」

「お付き合いをしているのかね？」

「ううん。友人のパーティーで初めて会ったんだけど、ひと言ふた言話をしただけよ。それなのに突然、仕事中に現れて誘われたの。二日に一回のペースで。ずっと断り続けているわ。でも仕事帰りに待ち伏せをするようになって」

　サナーとカマラがサラダを私たちの前に置き、ドレッシングも三種類並べる。

　食事の進み具合でお料理を出すようにと伝えてあるので、彼女たちは黙々と給仕をしているが、月城さんから目を離せない様子だ。

「真佳奈も食事をしながら話しなさい。二カ月も前からか。ストーカーのような存在なのかね？」

　父の問いかけに私はコクッとうなずく。

「あの人はふたりも奥さんがいて」

「そんな男が……。なぜ話してくれなかったんだ？」

「ハーキム氏は王族の親戚なの。第八王子の妻の弟で、ホテルの総支配人でさえ物申せない人よ。だからお父さんを巻き込みたくなくて」

　月城さんは父に食べるようにと言われた手前、料理を口に運んでいる。でも、まったく我関せずと言ったふうではなく、黙ってはいるけれど、時折鋭い視線を私に向けてくる。

「王族の親戚か……厄介だな」

「日本に婚約者がいると偽って断り続けていたの。今日はたまたま月城さんが現れて、つい婚約者だと……」

　父は月城さんへ顔を向ける。

「月城くん、すまなかったね。君のおかげで助かったよ。これでハーキム氏があきらめてくれるだろう」

「だといいですね」

　サラッと同意する月城さんは父に笑みを浮かべた。

「真佳奈、これからはひとりで抱え込まずにちゃんと話してほしい」

「はい。わかりました」

　これでハーキム氏にわずらわされないで済むと思うと、気持ちが軽い。

「月城さん、本当にありがとうございました」

　もう一度お礼を口にし、キッチンの様子を確認しに席を立った。

　キッチンではカマラとサナーがアラビア語で弾丸のように話をしている。私がアーチ形の戸口に立ったのにも気づかない。

「あの人、独身かしら？　何歳に見える？」

「んー。日本人は若く見えるから、プラスして三十代前半？　指輪はなかったわよ。私、チェックしたもの」

「二週間滞在するのよね？　毎日が楽しくなっちゃうわ」

　すっかり月城さんはふたりに気に入られたようだ。たしかに外国人の血が入っているのではないかと思うほど、鼻梁は高いし、彫りが深くてイケメンだ。

「んんっ」

　咳ばらいをすると、彼女たちは肩をビクッと跳ねさせた。

　自分が恋バナに花を咲かせている女子高校生を窘たしなめる教師みたいだ。

「ミズ・マカナ！」

「毎日が楽しくなるのはいいけど、彼は仕事で来ているの。話しかけられたとき以外は遠慮してね」

　彼女たちの背後からアラビア語でやんわり忠告する。

「怒っているわけじゃないわ。バミヤとカルパッチョを出してね。私はライスコロッケを揚げるから」

　ガスコンロの前へ行き油の入った鍋を火にかけて、隣のコンロに入っているトマトソースも一緒に温めた。




　まん丸いフォルムのライスコロッケをトマトソースの上にのせたお皿を運び、父たちのもとへ戻る。

　父と月城さんは話をしていたが、私の姿に言葉を切った。

「真佳奈、悪いな」

「ううん。月城さん、お口に合っているといいのですが」

「十分堪能していますよ。真佳奈さんは料理が上手なんですね」

　バミヤや魚介類のカルパッチョも食べてくれていたようだ。

「ほとんどは彼女たちが作ったので……。アレルギーや嫌いなものがあったら教えてください」

　思いがけず褒められて、頬に熱が集まってくる。

「ありませんが、二週間の滞在は迷惑では？」

「月城くん、なにを言うんだ。今日は娘が手伝ったが普段はメイドたちに任せっきりなんだ。迷惑などではないから安心してほしい」

　父は彼を気に入っている様子だ。

「ありがとうございます」

「運動ルームもプールも遠慮せずに自由に使ってくれ」

　月城さんの鍛えられた体躯はスーツの上からでもわかる。

　今までまったく使っていない運動ルームが初めて使われそうだ。




　客人のもてなしがちゃんとできた満足感からか、その日のバスタイムはゆったりした気分で、クラシックの音楽を聴きながら一時間ほど楽しんだ。

　サテン地のベビーピンク色のタンクトップとショートパンツのパジャマ姿で、髪にタオルを巻いたままテラスへ出る。

　日中うだるような暑さで、今もムワッと肌にまとわりつく熱だけど、エアコンの効いた室内からだとその感覚は気持ちいい。

「ふぅ～」

　ペットボトルの炭酸水をゴクッと喉に通して、手すりにだらっと両腕をかける。

　明日は仕事帰りに映画を観てこようかな。

　月城さんが滞在しているが、すべての夕食を一緒にとは父も言わないだろう。

　見下ろすプールには誰もいない。

　初日早々には使わないよね。

　両手を突き上げて伸びをし、もう一度炭酸水を口にしたとき、押し殺したような笑い声が聞こえてきた。

　えっ……？

　声のした方へ顔を向けると、月城さんが五メートルほどのところにあるベッド式のソファに上体を起こした状態で座っていた。

　小さなテーブルの上には缶ビールが置いてある。

　ここドバイはイスラム圏だが、アルコールは問題なく飲めるのだ。

　父が飲まないため、月城さんは夕食ではお酒を断ったと聞いている。なので、部屋の冷蔵庫に各種のアルコール飲料をストックしておいた。

　彼もバスタイムを終わらせたようで、スーツからＴシャツと綿の緩めのズボンに着替えていた。

　上下とも黒で闇夜になじんでいたのか、不覚にも気づかなかった。

　サテンのタンクトップの下はノーブラなので、一瞬体をこわばらせる。

　室内からの明かりで察知されませんようにと、ペットボトルを持った手を胸の前に移動させた。

「こ、こんばんは」

　ここのテラスは続いていて、月城さんの部屋は並びだった。父の部屋は反対側。

「クッ」

　月城さんはおかしそうに喉の奥で笑うと、優雅な所作で立ち上がり、ゆっくりと近づいてくる。

　距離を縮められてびっくりするが、その場に留まった。

「いつもその格好でテラスに？」

「は、はい。暑いですから」

「ストーカーされていたのに危機感がないんじゃないか？」

　月城さんは口もとをゆがめ、私にあきれている様子。

　危機感……？

「ちゃんとありました。帰宅するまでずっと神経を張り巡らしていたんですよ？」

「俺が言っているのは今のその格好だ」

「だって、まさかあなたがテラスに出ているとは思ってもみなくて。私は部屋に戻りますから、どうぞゆっくりなさってください」

　やっぱり私の薄着を忠告しているようだ。

　月城さんに背を向けて部屋に戻ろうと一歩踏み出したとき、背後から腕を掴まれ引き戻される。

「きゃっ！」

　クルッと体が回転させられて、月城さんと対面する形に。

「どういうつもりですかっ!?」

　声が響かないように小さな声で、それでいて厳しい声色で言い放つ。

　彼は自由な手で私が持っていたペットボトルをテーブルの上に置く。

　まだ月城さんの手は私の腕を掴んでいるので、私たちの間には人ひとりが入れないくらい近い。

「別に襲おうとしているんじゃない。今まで盗撮されていたかもしれないと示唆しているんだ」

「え？　と、盗撮……？」

「いいから従え」

　距離が詰められた。抱きしめられると、月城さんの清潔なソープの香りを思いっきり吸い込んで、胸がドキドキしてくる。

　彼のせいじゃない。彼が〝盗撮〟なんて信じられない話をしたからよ。

「ボディガードを雇えるくらいの金持ちなんだろう？　盗撮なんてわけない。ここは住宅地だが、例えばあの高い建物から」

　月城さんは、ここからかなり離れた商業施設とホテルの入った高層タワーを言っている。

「で、でも離れすぎて……」

「高性能カメラなら夜でも明確に、はっきりと映るだろうな」

　ぞわっと背筋に得体の知れないものが走り、脚が小刻みに震え始める。きっと顔も血の気が引いているかもしれない。

　ハーキム氏ならやりかねないと、今さら後悔する。

「盗聴もされているかもな」

「そんな……」

　考えれば考えるほど可能性は高まる。

「でも、私と父の会話は日本語だから」

「本当に危機感がないな」

　抱きしめていた体勢から一度体を離した月城さんは、鋭い視線で私を射抜くように見つめる。

「日本語を話せる者を雇えばいいだろう？」

　もう私はぼうぜんとなるばかりだった。月城さんが腕を掴んでいなければくず折れてしまいそうだ。

　一瞬の沈黙が走ったのち、腕を掴んでいない方の手が私の顎を持ち上げ、ふいに月城さんの顔が近づいてきた。

「つ、月城さん？」

　キスされる！

　ギュッと体を固くする私に、目の前の彼は「目を閉じろ。真似だけだ」と告げた。

　月城さんの唇が触れるか触れないかのところで止まる。

　角度的に高層タワーからはキスしているように見えるだろう。

　それでも恥ずかしくて、脚の力が失われる前に後退しようとする私の腰に腕が回った。

「俺は婚約者なんだろう？」

　このままでは暴れる鼓動が月城さんに伝わるのではないかと思うほど、長く感じられる。

「そ、そうですけど……」

「腕を俺の首に回せ」

「月城……さん……」

「そんなんじゃ愛し合っているふたりに見えないぞ」

　そんなことを言っても私には経験がないからわからない。二十六歳になるが、今まで心を奪われた人はいなく、甘い時間を過ごした経験なんてないからだ。

　以前ミランダに未経験だと話したら、呆気に取られていた。

「早くしろ。本当にキスするぞ」

　脅しが入って、困惑しながら背伸びをして月城さんの首へ腕を回した。

「やればできるじゃないか」

　月城さんは楽しんでいるみたいに見える。

「こ、これはいつまでやっていればいいんですか？」

　彼に体重をかけないようにしている腕と、背伸びした足がつりそう。

「この辺でいいか」

　ようやく終わりだと思ったとき、月城さんは私をお姫様抱っこした。

「ええっ!?　お、下ろしてくださいっ！」

「静かにしろ。久しぶりに会えた恋人同士がキスの後なにをすると思う？」

　未経験だけど、その問いはわかる。

　彼から甘い雰囲気が漂っている気がしてうろたえる一方だ。

「で、でも……」

　私を抱き上げた彼はすぐうしろの開いていた窓から室内へ歩を進めた。

「窓を閉めてカーテンを引け」

　部屋の中はベッドサイドのライトしかつけられていない。

　お姫様抱っこをしたまま向きを窓の方へ変えられ、言われた通りに閉めた。そして、月城さんはつかつかと私のセミダブルベッドの横に歩み寄った。

　視線が絡み合ったその瞬間、ドクンと心臓が跳ねる。

「月城さん……？」

　そこで彼の腕が私を離し、ドサッとベッドの上に落とされた。

　絶句している私に、月城さんは先ほどとは打って変わった冷たい視線を向ける。

「演技はここまでだ。そのおっとりした考えを直した方がいいな」

　ささやきに近い声で叱咤され、言い返す間もなく彼はドアから出ていった。

　バタンと閉められた音で息をひそめていたのに気づき、「っ、はぁ～」と深呼吸をする。

「な、なんなのっ？　あの人っ」

　私をドキドキさせるだけさせて、いえ、どうこうなるなんてこれっぽっちも思っていないけれど、言いたいことだけ言って立ち去っていくなんて。

　でも彼の言う通り、たしかに私は危機感がなかったのには反省だ。

　あの高層タワーから盗撮されていたと想像したら思わず身震いした。もしかしたら盗聴もありうるのだ。

　業者に頼んで確認してもらわなきゃ。










二、ドＳな外交官は救世主？




　翌日、ノースリーブのワンピースを着て支度を終えた私はダイニングルームへ足を運ぶと、すでにスーツ姿の父と月城さんがいた。

　ふたりの表情は険しい。不思議に思って視線をテーブルの上に向けると、五個のプラスチック製の黒いものが目に入った。指先ほどの大きさのそれらはすべて叩き割ったようにつぶれている。

「お父さん、おはよう。月城さん、おはようございます」

　昨晩を思い出し気まずいが、小さく笑みを浮かべて挨拶をする。

「おはよう」

「おはようございます」

　こちらに顔を向けたふたりが応えるが、父の顔は困惑している。

「……それはなに？」

「盗聴器ですよ」

　首をかしげる私に答えたのは月城さんだった。父がいるとき彼は敬語を使う。

「ええっ!?」

　私は言葉を失った。

　月城さんがほのめかした推測が実際に行われていたのだ。

「これらはキッチンとここ、リビングに仕掛けられていたものです」

　彼の説明に、父は両手を頭にあてて深いため息をつく。

「真佳奈、領事宅に仕掛けるとは由々しき問題だよ」

「家に侵入されていたってこと……？」

「警備員に確認した際、二カ月前にエアコン業者が入っていたので、おそらくそのときにやられたんでしょう」

　月城さんは仕掛けられた時期まで突き止めていた。

「探知機を使っていないのでまだあるかもしれません」

「お父さん、ごめんなさい。きっとハーキム氏だわ。こんな犯罪行為までされているとは思っていなかった」

「真佳奈が悪いんじゃない。幸い、家で職務内容に関しては話していないからよかったよ」

　父は家ではそういった話はしないから、日本領事館についての情報漏洩はないだろう。それには安堵するが、勝手に日常会話を聞いていたなんて、本当にひどい行いだ。

「食事後、君の部屋を確認させてください」

「エアコン業者が入った日、私は終わるまで部屋にいたので大丈夫かと……」

「真佳奈、月城くんに確認してもらいなさい」

「はい……お願いします」

　そこでサナーとカマラが朝食を運んできて、話は一時中断となった。

　食事をしていても、ハーキム氏への怒りが込み上げてくる。

　なんて男なのっ！

　そこで、昨晩の夕食時の会話を思い出す。

　私たちの話は婚約者に対するものではなかった。アレルギーがあったらとか、滞在に関して話していた。

　もしあの会話を録音されて日本語に訳されていたとしたら、月城さんが婚約者ではないと知られる……。それに昨夜のカマラとサナーとの会話を聞いていたら……。

　思わずため息を漏らす。

「真佳奈、今はなにも考えずに食事をしなさい」

　父はこわばった顔を向けてくる。そんな表情になるのは、私が心配だからだろう。

　重苦しい雰囲気が漂う中、食事を終わらせて月城さんが私の部屋へやって来た。

　彼はグレーのスーツのジャケットを脱ぎ、無造作にソファの上に放り、ありとあらゆる場所を探し始めた。

　その動作に心臓がドクッと跳ねた。

　男性がジャケットを脱ぐところなんて父以外に間近で見たことがないから、動揺しただけ。

　しかし揺れるネクタイを邪魔そうに肩にかける姿も、私の鼓動を暴れさせる。

　気持ちを落ち着けなきゃ。

　彼が室内を動き回るのをただ黙って見ていた。

　万が一、ここにも盗聴器がつけられていたらと考えるとなにも言えない。

　昨晩、私を抱き上げてベッドに連れ込むシチュエーションをしても、会話が筒抜けだったらあれは意味がなかったことになる。

　寝そべってベッドの下を覗き込んでいた月城さんが体を起こす。

「コンセントにもなかったし、ここは大丈夫そうだ」

　なかったとわかり、ホッと胸をなで下ろす。

「ありがとうございます」

　綺麗に掃除をしているし、この家は土足厳禁なので服を汚よごさずに済んだと思うが、それでも月城さんのワイシャツを払ってあげたい気持ちになった。

「車の鍵を出して」

　かけられた言葉にキョトンとなる。

「俺が送迎をするから」

「えっ？　それでは月城さんの仕事に支障が……」

「アポを入れているのはだいたい昼過ぎだ。お前の送迎くらいどうってことない」

　お、お前……？

「ついでに車を使わせてもらう」

「父が月城さん用に運転手付きの車を手配するはずです。それに左ハンドル、右側通行ですよ？」

「婚約者がせっかくドバイを訪れているんだ。恋人同士なら、少しでも一緒にいたいと思うんじゃないか？　左ハンドル、右側通行も問題ない」

　月城さんは恋愛経験と外国での運転経験が豊富みたいだ。

「ロビーまで迎えにいく。そのときに俺を婚約者だと紹介しろ。大げさにな」

「大げさに……？」

「お前は気づかなかったかもしれないが、盗聴器まで仕掛けるようなやつは常に誰かに見張らせているはずだ」

　仕事中、誰かに監視されていたと想像すると、恐怖に襲われてくる。

「それからホテルのレストランに予約を入れてくれ」

「どなたかと会食ですか？　何名様で？」

「は？　俺とお前だ。今日、十八時半から十九時ってところか？　送迎を買って出たのに、俺は誰と食事をするんだよ。そんなことだからヤツの策略にハマるんだ」

　もうっ、いちいち癪しゃくに障る。

「そろそろ行くぞ」

　腕時計で時間を確かめた月城さんは、ソファの上のジャケットを掴むと部屋を出た。




　自信を持って公言した通り、月城さんの運転はこの国にずっと住んでいたみたいに上手だった。

　もしや車にも盗聴器が仕掛けられているかもと思い、乗り込んでから十分間ほど無言を貫く。

「音楽を流せよ。いや、ラジオでもいい。音量は大きめで」

「え？　あ、はい」

　タッチパネルでラジオを設定し、車内で大きすぎると思われるほどの音量にする。

　赤信号で車を止めた月城さんがふいに顔を寄せた。あまりにも顔が近くて、私の心臓がドクッと跳ねる。

「これなら話をしていても聞き取れないだろう」

「そ、そうですね」

　月城さんは私から顔を離して軽くアクセルを踏んだ。そして前を見すえたまま、真剣な声色で忠告する。

「とにかく周りに気をつけろよ」

「盗聴器はともかく、昨日であきらめたと思うんです」

「あの目はあきらめた目じゃなかった」

「えっ？」

　前を見ていた私はギョッとなって、運転席の彼へ顔を向ける。私のあぜんとした様子を、月城さんはちらりと見やる。

「とりあえず、なにかされそうになったら大声をあげるんだ」

「……わかりました。気をつけます」

　ハーキム氏があきらめたとわかるまで、今までと同じく疲弊しそうだ。




　更衣室で制服に着替えていると、ミランダがやって来た。

「ハーイ。マカナ、車が見あたらなかったからまだ来ていないと思ったわ」

「送ってもらったの」

　あと十分でスタンバイしなければならなくて、今はそれだけを言ってロッカーを閉める。

「先に行ってるわ」

「ＯＫ！」

　ミランダはロッカーからひょっこり顔を出してにっこり笑った。

　私はいつもよりも辺りを気にしながらフロントへ歩を進める。

『お前は気づかなかったかもしれないが、盗聴器まで仕掛けるようなやつは常に誰かに見張らせているはずだ』

　月城さんの低音がまだ耳に残っている。

　そんなことを言われても、ロビーなんて常時人が行き交っているんだからわからないわよね……。

　フロントに立った瞬間から、お客様が次から次へとやって来る。

　昨日から日本人の団体客の宿泊があり、プールの際のタオルの説明やレストランの予約、オプショナルツアーに参加したいとなれば扱っている会社を勧めたりと、対応に追われる。

　合間に今夜のレストランを探し、十八時半からぽっかり空いていたオーシャンズに予約を入れた。




　就業時間が残り五分ほどのとき、パソコンに打ち込んでいた私の目の前に人が立つ。

　顔を上げた先に月城さんが立っていた。

「あ……」

　魅力的な笑みを浮かべた月城さんが、ふいに真紅のバラの花束を差し出した。昨晩のハーキム氏のバラとほぼ同じように見える。

　わざとやってるの……？

「受け取ってくれないのか？」

　陽気なフロントスタッフから口笛やはやし立てる声が聞こえてくる。端にいた私はカウンターから出て彼の前に立つ。

「……びっくりしました。ありがとうございます」

　花束を受け取った瞬時、周りからパチパチと拍手が送られた。

「マカナ！　彼を紹介して」

　私から一番遠い端にいたミランダが、いつの間にか隣に来ている。

　月城さんから〝大げさに紹介しろ〟と言われたのを思い出した。

「フィアンセの月城――」

　そういえば下の名前を知らなかった。彼に助けを求めるように仰ぎ見る。

「はじめまして。フィアンセのナオヤ・ツキシロです」

　月城さんは流暢な英語で自己紹介をする。

　機転をきかせることに慣れているのだろう。彼の頭の回転に舌を巻く。

「ミランダ・アンドリュースです。マカナ、素敵な人ね。ハンサムだわ。驚いちゃった」

　ミランダにもハーキム氏についている嘘がバレないように婚約者がいると伝えていたから、すんなり信じている様子だ。

「真佳奈、レストランの予約は？」

　周りにわかるように月城さんはわざと英語で話しているみたいだ。

「あ、三十分後にオーシャンズを」

「ＯＫ。仕事はもう終わりだろう？　着替えてきて」

　魅力的な笑顔を作る彼に、私もわざとらしくにっこりする。

「はい。着替えてきますね」

　花束を抱えてバラの花びらに顔を近づけながら、月城さんへ背を向けた。

「真佳奈」

　肘を掴まれて振り向かされる。

「花は俺が持とう。急がないで行ってきて」

　麗しい笑みを浮かべ、周りに聞かせるためにすべて英語なのに、私の心臓はドクンと高鳴る。

　ハーキム氏の依頼した誰かが見ているといいのに。

　そんなことを考えていると、もっと引き寄せられて顔がグッと近づけられた。

　えっ？

　月城さんの唇が頬に触れて離れる。ぼうっと呆けているうちに、私の持っていた花束を引き取られた。




　テーブルの横一面の巨大な水槽では、サメや色とりどりの魚たちが優雅に泳ぐ姿が目を楽しませてくれるのだが、月城さんはそちらよりも私を見つめている。

　まるで本当の婚約者みたいに〝愛しているオーラ〟が出ていて、この演技なら俳優にすらなれそうだ。

　スマートにオーダーを済ませた月城さんは、ノンアルコールのシャンパンが運ばれてくると、ポケットから小さな箱を出した。

「君に素敵な指輪を贈りたいと思っていたから、こっちで選んだよ」

　彼は箱を開けてダイヤモンドのエンゲージリングを指先で取り出し、持っていない手を私に向かって差し出す。

「月――」

「尚なお哉やだ」

　小声で窘める月城さんは早く手を出せと言いたげだ。

「尚哉さん、なんて綺麗なリングなの」

　なんだか私のセリフが大根役者みたいに棒読みに聞こえる。

　出した左手の薬指に、ひと粒の大きなラウンドカットのダイヤモンドがはめられた。ラウンドカットの周りにも小さなダイヤモンドが取り巻いている美しいエンゲージリングだ。

　とても豪華で、自分の薬指のエンゲージリングに目を見張る。視線を小さな箱に向けてみれば、それはハイブランドのものだった。

「な、尚哉さん？」

「感動しているのか？　なにも言わないでいい。グラスを持って。乾杯しよう」

　彼がそう言うからには、今は口を閉ざすしかない。

　グラスを手にして、私たちは乾杯した。

　フルコースを堪能しているが、結局のところ彼は巨大な水槽の魚たちをほとんど見ずに、私ばかりだ。

　視線が絡み合い、傍から見たら私たちは熱烈な恋人同士としか思えないだろう。

　でも、食べづらいったらない。

　私は月城さんの方へ顔を近づけた。

「あの、そんなに見ないでください。せっかくなので、魚を見てください」

　ひそひそ小声で頼む私に、彼は口もとを緩ませる。

　食べづらいロブスターも優雅に食べる月城さんは、見るからに育ちがよさそうだ。

「思ったよりもおいしいな」

「思ったよりって……ホテルで一番人気のレストランなんですよ」

　私は小さくため息をついて肩をすくめた。

　デザートに、数種類の小さめにカットされたケーキとコーヒーが運ばれてくる。最後に一輪の白いバラとメモ用紙が置かれた。半分に折られたメモ用紙を手にする。

「これも尚哉さんが？」

　セレモニーの演出なのかと思ったが、一瞬で月城さんの表情が険しくなりメモを引ったくるようにして奪われた。

「くそっ」

　舌打ちをする月城さんの様子に、私は悟った。

　心臓が嫌な音を立てる。

「見せてください」

　彼は一瞬ためらってから私にメモ用紙を渡す。

〝愛している〟

　その下にハーキム氏のサインがあった。

「あきらめていないんですね……」

　ショックだった。それと同時に恐怖感に襲われる。

「そのようだ」

　苦々しい表情の月城さんは食欲がうせてしまったようで、ケーキには手をつけずにコーヒーを飲んだ。




　二十一時過ぎ、自宅に戻った月城さんはどこかで手に入れた盗聴器発見器を持って一階から二階、そしてもう一度私の部屋を探す。車にはなかった。性能がいいので忍び込めなかったようだ。

　キッチンでまたひとつ盗聴器が見つかり、あとは出てこなかった。

　これで安堵できるが、先ほどのメモ用紙の〝愛している〟が気になって、それが重くのしかかっている。

「月城くん、ありがとう。助かったよ」

　愁眉を開いた父が彼にお礼を言う。

「いいえ」

　端的に返事をする月城さんは、先ほどの件を父には知らせないつもりのようだ。私も心配をかけたくないので黙っている。

　月城さんの提案でエンゲージリングは家でははずしていた。エンゲージリングをつけていたら、父は彼に申し訳ないと恐縮するからだろう。

　俺様でドＳなのに目上の人には気遣いを怠らない彼を、私は尊敬し始めていた。

　外交官として厳しい社会経験を積んでいるからなのかもしれない。




　お風呂から上がって寝る支度をしていると、ドアが静かにノックされた。

　父がドアを叩いたのかと思って開けた瞬間、動きが止まる。

　目の前に立っていたのは、昨晩と似たようなルームウエアを着た月城さんだった。

　私も昨日と同じようなスタイルの色違いだったので、我に返るとドアに体を隠し顔だけひょっこり出す。

「どうしたんですか？」

「クッ、その格好は昨日すでに見ているんだが？」

「さ、昨晩は薄暗かったじゃないですか。ちょっと待ってくださいね」

　顔を引っ込め、サテン地のサマーガウンを羽織る。

「お待たせしました」

「テラスへ出るぞ」

「え？　テラス？」

　月城さんは私の手首を掴むと、つかつかと部屋を突っきり、窓を開けた。

　テラスにはひとつのソファベッドとワインクーラーに入った白ワインの瓶、グラスが二脚用意されていた。

「月城さん……？」

「目には目を歯には歯を、だ」

「意味が？」

　七十度ほどに曲げられたソファベッドに座らされる。テーブル側の隣のスペースに月城さんが来て、慣れた動きで白ワインをグラスに注ぎ、ひとつを私に手渡す。

「俺はやつに苛立っているんだ。やり返さなければ気が済まない」

「やり返すってどういうふうに？」

　キョトンと首をかしげると、不敵な笑みを浮かべた月城さんに、まだ手つかずのグラスを取り上げられた。

「まだ飲んでない――」

　グラスをテーブルに戻した彼に不意打ちで抱き寄せられ、唇を塞がれた。

「んんっ！」

　驚いて目が大きくなり、体が硬直する。

「もう少し協力しろ」

「きょ、協力って――んっ……」

　再び寄せられた唇に当惑しながらも、巧みなキスに舌を許していた。

　キスぐらいはしたことがあるけど、以前の恋人にされても早く終わってほしいと思っていただけだった。だけど月城さんのキスは脳内を真っ白にさせ、気づけば夢中で彼の舌を追っていた。

　情熱的なキスの証拠に、唇が離れたとき飲み込みきれなかった銀色の唾液がこぼれた。

「っ！」

　夢中になってしまい、どんな顔をすればいいのかわからない。

「俺たちの相性は意外とよさそうだな」

　ミルクをなめて満足した猫みたいに見える。ううん。猫じゃなくてヒョウだわ。

「グラスを取ってください」

　手をグッと差し出してグラスを持たされる。

　白ワインをゴクゴク飲み干して、一気に胃の中が熱くなった。

「お代わりください」

「おい、ゆっくり飲めよ」

「飲まないとやってられません」

　月城さんは楽しそうに笑い声をあげ、グラスに白ワインを注ぐ。そして自分もワイングラスを口へ運んだ。

「そうだわ。指輪の金額を教えてください。お返しします」

「俺の一存でしたことだ。払ってもらおうと思っていない」

「でもっ」

　もともと関係のない月城さんを巻き込んだ上に、散財させたのだ。今日の夕食も払わせてしまった。

「真佳奈、黙れ」

　彼は私を引き寄せ再び唇を重ねた。熱い舌が侵入してきて、私の頭がソファの背に押しつけられた。




　三十分ほどテラスにいた私たちは、昨晩のように月城さんに抱き上げられて部屋へ戻った。昨日と違うのは、抱き上げられた私は彼の首に腕を回してキスをしているということ。

　私をベッドに下ろし、月城さんは自室へ戻っていった。

「はぁ……」

　白ワインを二杯しか飲んでいないのに、酔ってしまったみたいだ。枕に頭をつけるとクラクラして、ギュッと目を閉じた。

　私、月城さんに迷惑をかけている。日本に恋人がいるかもしれないのに……。

　そこでため息がこぼれる。

　キスってあんなに夢中になるものだったの……？

　まだ月城さんの感触が残っている唇にそっと指で触れた。




　翌日も職場へは月城さんの送迎で向かった。

「休みはいつ？」

　彼はステアリングを握り、ホテルへと続く海沿いの道路を走らせている。

「次は今週の土曜日と日曜日です」

「わかった。とりあえず空けといてくれ」

「空けといてって……？」

　予定なんてまったくないけれど、月城さんがなにを考えているのか知りたくて聞いてみる。

「ああ。俺のスケジュールをもう一度精査してから決めるから」

「……月城さんはお仕事でこっちに来ているんです。迷惑をかけたくありません」

「もうずいぶんと迷惑はかけられている」

　きっぱり口に出されると、助手席で身を縮こませるしかなくなる。

　彼はちらりと私の方へ視線を向け、すぐに前を見すえた。

「だから、気にしなくていい」

「気にしなくていいと言われても……」

「お前の言葉は聞き飽きている。着いたぞ」

　窓の外はホテルの従業員入口の駐車場だった。

「ありがとうございました」

　頭を下げる私の首のうしろへ月城さんの手が突然回って、彼の方へ引き寄せられる。

　顔を傾けた月城さんの魅力に抗いきれずに唇が重なった。

　啄ついばむようなキスをして離れる。不意打ちのキスのせいで心臓の高鳴りが痛いくらいだ。

　視線の先の彼の唇にローズ色のリップがついている。

「く、唇拭いてくださいね」

　さっさと車から降りてドアを閉める。クルッと従業員入口の方へ向いた先に、ミランダがニヤニヤして立っていた。

「もー、朝からホットね。ま、あたり前よね。ずっと会えなかったフィアンセだもの」

「ミランダ、おはよう」

　キスシーンを見られて、顔が熱くなってくる。照れ隠しにミランダを通り越して通路を進む。

「そんな恥ずかしがらなくても。マカナはシャイね」

「日本人は慣れていないの」

「彼は慣れていたようだったわ。とってもさりげなかったし」

　ということは、引き寄せられるところから離れるところまでミランダに見られていたのだ。それをわかっていて、月城さんはキスをした？

　ミランダのその言葉は、私の気持ちを落ち込ませる。

　そりゃね……月城さんのような人ならば、女性が次から次へと来るでしょうよ。慣れているのは至極当然なのよ。

　え？　私の気持ちを落ち込ませる……？

　そんな……私は月城さんに惹かれているの……？

「マカナ？　どうしたの？　さっそく寂しくなったのかしら？」

　隣を歩くミランダに覗き込まれ、考えにふけっていたことに気づく。

「かも……」

　無難な答えを口にした。

「彼って、なにをしている人？　マカナが仕事をしている間、暇じゃないの？」

「あ、外交官なの。こちらには仕事で」

「わお！　外交官。マカナのお父さんは領事だし、縁があるのね」

　更衣室でもミランダの好奇心は止まらず、着替える間もずっと話し続けていた。




　その日、就業時間を終えた私を迎えにきたのは父だった。

「お父さん！」

「おつかれ。月城くんの仕事が終わらなくてね。私が迎えにきたんだよ」

〝私が〟と言っても、領事の専用車だ。

　父と並んで後部座席に乗り込むと、車が静かに走り出す。

「それは……？」

　父が私の左手の薬指にはまっているリングを注視している。

　予告なしの父の迎えに、すっかりエンゲージリングをはずすのを忘れていた。

「あ……」

　薄暗い車内でもダイヤモンドが輝いている。

「これは……月城さんがカモフラージュで用意してくれたの」

「高価そうだが……」

　月城さんの懸念通り、父は困惑している様子だ。

「……うん。ちゃんと返すから安心して」

　理由はどうであれ、一度女性が身につけたものをほかの女性に渡すとは思わないが、そのつもりだった。

「お前もつらいだろう。私の立場を考えて耐えていたんだなと思うと、胸が苦しくなる」

「お父さん、平気だから。月城さんのおかげでハーキム氏は現れなくなったの。安心して」

「盗聴器の件もあの男がやったという証拠はない。あからさまなこともされていないから出るにも出られず……」

　父は深いため息をひとつこぼして、私の手に手を重ねてポンポンと軽く触れた。

「お父さん。ハーキム氏は狡猾に進めていたから。月城さんには迷惑をかけてしまって、お礼をしなくちゃ」

「そうだな。そうしよう」

　車内の空気が重苦しいまま自宅に到着した。駐車場に私の車が止まっている。月城さんが乗っていかなかったのはお酒の席だからだろうと推測した。




　彼が戻ってきたのは二十二時を過ぎていた。

　リビングにいた私はソファから立ち上がって視線を向けた瞬時、月城さんの姿に目を瞬かせた。彼はタキシードを着ていたのだ。

　色気をまとったタキシード姿に胸がざわめく。

「おかえりなさい」

「ただいま。俺の顔が見たくて待っていたのか？」

「ち、違いますっ。この家のホステスとしてお世話をしようと思っただけで」

　正当な理由を紡ぎ出し、月城さんも納得だろう。

「ではホステスさん。水をもらえないか」

「すぐに持ってきます」

　月城さんがソファに腰を下ろすのを見て、そそくさとキッチンへ向かった。

　ミネラルウォーターのペットボトルを手にして戻ると、彼はソファの背に体を預け、目を閉じている。疲れているみたい。

　スリッパの足音に気づいてか、月城さんは目を開けた。

「どうぞ」

「ありがとう」

　受け取った彼はキャップを開けてゴクゴク流し込んだ。

「そうだ。土曜日、砂漠ツアーへ出かけるぞ」

「砂漠ツアー……ですか？」

「ああ。デートをしないのは不自然だし、参加者が多い方が楽しいだろう？」

　月城さんの口から〝参加者が多い方が楽しい〟と出てきたのはいささか不自然だけれど、砂漠には何度か行っていてお気に入りだ。

「わかりました」

「よし。じゃあ、おやすみ」

　ソファからすっくと立ち上がった月城さんはリビングを出ていった。




　土曜日の十五時、自宅からタクシーで一番近いホテルへ向かい、ロビーで砂漠ツアーの送迎車を待っていると、現地人の浅黒い男性がピックアップに現れた。

　月城さんは仕事に出て、十四時に戻ってきていた。

　あちこちのホテルから４ＷＤのオフロード車がお客様を乗せて砂漠に集まり、そこで砂丘ドライブや夕陽鑑賞をして、キャンプのような仕様でＢＢＱディナーを食べ、また待ち合わせたホテルまで送るというものだ。

　砂漠ではバギーに乗って自ら運転もできる。

　私もミランダや父の赴任先で知り合った友人たちと、数回利用していた。

　ホテルで待っていたのは私たちを含めて三組のカップルだ。二台に分かれて現地へ向かう。

　偽りの婚約者の月城さんは、送迎車を待っている間も私と手をつないだり顔を寄せ合ったりして、本当のカップルに見えるように演技をしてくれていた。

　顔が近くに来るたびに、私の鼓動は大きく高鳴ってしまい困る。

　長く恋人がいなかったせいよ。

　八人乗りの車に、オーストラリアから来たという白人カップルと一緒に乗った。

　彼らの座席は私たちの前で、月城さんよりさらに熱烈な愛情表現が目の前でちらつくので、目のやり場に困って窓の外へ視線を向けた。

「そういえば、月城さん――」

　隣の彼へ振り返って口を開けば即座に訂正される。

「尚哉だ」

「そうでした。尚哉さんはドバイへ来られたことがあるんですか？」

「うかつな質問だな」

「え？」

　キョトンとなる私の首のうしろへ伸ばした彼の手に引き寄せられ、耳もとに形のいい唇が寄せられる。

「恋人同士なら知らないわけがないだろう？　万が一聞かれて墓穴を掘るつもりか？」

　耳に月城さんの吐息を感じ、へなへなと体の力が抜けそうだ。

　ゾクッとさせる魅力的な低音もその原因。

　冷静さを必死に装う。

　今日の月城さんは白のＴシャツの上にブルーのサファリシャツを羽織り、ジーンズをはいている。

　カジュアルな服装だけど、数日前のタキシード姿みたいにカリスマ性がある。

「尚哉さん、到着まで寝てていいですか？」

「俺のせいで寝不足か？」

　まるで私たちが寝不足になるようなことをしていたみたいに聞こえる。

　私の頭を月城さんは自分の肩に寄りかからせる。

「目を閉じて。こうして寝ればいい」

　はぁ～。

　やっぱりこの人は女性慣れしている。

　睡眠不足ではなかったのに、目を閉じていると車の心地よい揺れのせいで、すうっと眠りに引き込まれていった。




　砂漠に到着し、４ＷＤのタイヤの空気を調節して、私たちはジェットコースターのようなスリル満点の砂丘ドライブを楽しんだ。

　前のカップルと私ばかりがキャーキャー言って、隣の月城さんはドアの上の取っ手を掴んではいるけど怖くないらしい。

　肝っ玉が据わっているって、彼のような人をいうのね。

　砂丘ドライブが終わった頃、夕陽が沈んでくる。

　私たちは車から降りて、小高い場所へ足を運ぶ。月城さんは突として立ち止まり、それほど遠くない黒いオフロード車が数台いる方へ顔を向けた。

「ここへはほかのツアー会社も来るのか？」

「たぶん……」

　離れた場所にいる数台の４ＷＤのなにが気になるのだろう……。

「太陽が沈んじゃうわ。早く行かなきゃ」

　サラサラの砂に足を取られながら上まで登り、砂漠をオレンジ色に染めていく光景を眺める。

　この景色を好きな人と見たいと、前回来たとき思ったのよね。好きな人か……。

　月城さんは私の手を握り、じっと沈む夕陽を見ている。

　彼と一緒にいるときは始終ドキドキさせられている。こんなふうになった経験がないから、好きなのだと思う。

　けれど彼はあと十日で日本へ帰るのだ。

　それまでにハーキム氏にあきらめてもらわなければならないのに、現状はわからない。

「いつ見ても素敵だったわ」

「そうだな。なかなか見られない美しさだった」

　月城さんも気に入ったのだと思うと、笑みが浮かぶ。

　私たちは乗ってきた車に戻ると、同じツアーの運転手数人が集まっていた。

「どうしたのかしら？」

「さあ？」

　月城さんが運転手に尋ねると、「エンジンがかからなくなった」と困り果てた顔になる。

「見せてもらえますか？」

　月城さんは運転手に断り、開けられたエンジンルームを借りた懐中電灯を向けて見始めた。

　すると、エンジンルームから顔を上げた月城さんは運転手になにか指示し始める。

　運転手は運転席に戻り、キーを回す。

「もう一度やってくれ。アクセルを奥まで踏みきって。少し浮かすんだ。キーを回して」

　英語で運転手に指示すると、音がしてきた。

「いいぞ。アクセルを上下に踏み込んで。繰り返すんだ」

　マフラーから白い煙が出てきて、私は驚き、月城さんの腕を掴む。

「燃えてるの？」

「これでいいんだ」

　運転手は月城さんのアドバイスの通りにして、エンジンがかかり、車が動く状態に戻った。

「ありがとうございます。車をここへ置いていかなくてはならないところでした」

　感謝する運転手たちの様子を少し離れたところから眺めていた私は、月城さんが誇らしいと思ったそのとき。

「マカナ」

　ふいにもう二度と聞きたくない声で背後から名前を呼ばれ、ビクッと肩が跳ねる。

　振り返ると、ハーキム氏が立っていた。

　なんでここにいるの？

　彼がここにいる現実に恐怖を覚えて、声が喉に張りついたようになる。

「私が主催の夕食会へ来ないか？　こんなツアーよりもおいしい料理が食べられる」

「……結構です」

　やっとのことで振り絞った言葉。恐怖心に襲われて体が動かない。

　月城さんっ！

　そのとき、私の腰に腕が回り引き寄せられた。

「こんなところまで来るとはずいぶん暇なんですね」

　月城さんだった。

　ハーキム氏に対して、冷静でいて、少し小バカにしたように口もとを緩ませる。

　彼に守られ、私は肩から力が抜けた。

「たまたまですよ。マカナを見かけたものでね。夕食に誘っていたんですよ。車は直ったようですね。直らないようなら私の車で送ろうと思っていたんですが。夕食、あなたも一緒にいかがですか？」

「はい、そうですかと、行くわけがないでしょう？　私たちは楽しんでいますのでお引き取りください」

　月城さんはそれだけ言うと、私を車に促す。脚が震えてガクガクしているがそんな姿を見せないように乗り込んだ。

「彼女は私の婚約者です。これ以上付きまとわないでほしい」

　ハーキム氏に冷たく言い放った彼は私の隣に腰を下ろした。

　オーストラリア人のカップルも前の席に乗り込み、車が発進する。

　砂の上に立つハーキム氏の姿が小さくなっていき、ホッと胸をなで下ろす。

「こんなところまで来るなんて……」

「完全にストーカーだな。車に細工されたのもあいつの指示だろう」

「えっ？　……細工が？　このままではあきらめてくれなさそう……」

　私の言葉に月城さんは考え込んでいる様子で、黙ったままだった。




　翌日、私は引き続き仕事が休み。日曜日なので父も通常なら休日なのだが、仕事があり月城さんと出かけていった。

　昨日のハーキム氏の執拗な出現にショックを受け、どこかへ出かける気にもならない。

　一日中ゴロゴロして、今後どうするのか考えていた。

　今は月城さんが守ってくれているけれど、帰国してしまったらハーキム氏がさらにエスカレートしそうで怖い。

　私のどこがいいのよ……。

　ゴロッと寝返りを打つと時計が目に入り、十六時になろうとしていた。土日はサナーとカマラがお休みで、たいてい私が料理をする。私が仕事などでできない場合、父が簡単な料理を作るときもあった。

　でも、私ひとりじゃね……。

　料理をする気も起こらない。

　父と月城さんはなにかのレセプションがあり、戻っておなかが空いていた場合カップラーメンでも食べると言っていたのを思い出す。

　上の空で聞いていたから、なんの会合なのかは覚えていない。

「巻き寿司でも作ろうかな」

　お酒を飲んだ後だとこってりしたラーメンもいいだろうけれど、健康面を考えたらさっぱりと和食がいい。お茶漬けの方が手間もかからないが、月城さんには物足りないだろう。

　キッチンへ下りて冷蔵庫を覗き込み、具材を確認しながら思案する。

　海老とアボカドと、納豆、ツナをマヨネーズであえてキュウリを入れた三種類を作ろうと決めた。

　ご飯を炊くところから始めたので、できあがったのは十九時を回っていた。

　夜になって、門にはふたりのボディガードがいるのに、心細くなってきている。

　侵入されて窓を壊されることまで想像してしまって、ブルッと身を震わせた。

「いくら王族の親戚だからって、犯罪なんて許されるわけないし」

　自分を奮い立たせ、熱い緑茶を淹れて、先に夕食を食べた。

　父が帰宅したのはそれから一時間後だった。私はその間にお風呂に入っていた。

「おかえりなさい」

　父のうしろを確認するように見やる。

「ただいま。なにを見ているんだ？　月城くんはまだだよ」

「え？　玄関の鍵が閉まったか確認しただけよ。それで、月城さんは別行動だったの？」

　父の言葉はあたっているが、私は素知らぬ顔をして理由づける。

「ああ。レセプションではほぼ一緒にいたが、用事があってね」

「おなか空いてる？　巻き寿司を作ったの」

「そういえば今日は土曜日だったな。カマラとサナーは休みか。シャワーを浴びてからいただこうか」

「はい。リビングに用意しておくね」

　父は二階の自室へ上がっていき、私はキッチンへ向かった。

　少ししてパジャマ姿の父がのんびりと下りてきた。

　父はソファに座り、くつろいだ様子で納豆巻きをおいしそうに口へ運ぶ。

「ああ。うまいな。あ、テレビをつけてニュースにしてくれないか」

「はい」

　二十三時からの国営放送のニュースチャンネルをつける。字幕は英語だ。

「え？　総理が来訪していたの!?」

「ああ。今朝言っただろう？」

　ちょうどキッチンとダイニングを往復していたときなのかもしれない。

　画面の中では、日本の総理とアラブ首長国連邦の大統領が並んで椅子に座っている。

　そのふたりの間にいる月城さんを認めて、私は目を見張った。

「お父さんっ、月城さんが！」

「そりゃそうだ。彼はこの来訪のための準備と通訳として来たんだからな」

「彼はアラビア語ができるの……？」

「ああ。中学の頃まで父親の仕事の関係でアラビア語圏にいたから堪能だよ」

　私といるときはひと言も話さなかったから知らなかった。

　画面は変わり、先ほどのレセプションの光景で、今度は国王と総理の通訳を務めている。

　驚いた……。

「レセプションが終わった後も月城さんは忙しいのね」

「ああ。でも仕事ではない。総理は彼の祖父と旧知の仲のようで、以前から交流があったようだ。今回の来訪で石油関連など日・ア首連の経済強化が合意されて総理は大満足しており、準備をした月城くんをねぎらっているんだよ」

「月城さんがそんなにすごい人だったなんて……」

　なんだか遠い存在の人に思えてくる。

「彼は超がつくエリートだよ」

「エリートなのはわかっていたわ」

　テレビは別のニュースに変わっていた。

　父はテレビに興味がなくなり、巻き寿司を食べることに専念している。今日は気疲れをしたはずだから、早く休みたいのだろう。




　父が二階のベッドルームへ行ってから一時間後、月城さんが戻ってきた。

「おかえりなさい。おなか空いていますか？　簡単な巻き寿司を作ったんですが」

「ただいま。ほとんど食べていないんだ。いただくよ。その前にシャワーを浴びてきていいか？」

「もちろんです」

　父と同じパターンで、おかしくなって口もとを緩ませる。

「なにかおかしいか？」

「あ、いえ。帰宅した父も同じことを言ったので、おかしくなったんです」

「なるほど。じゃあ、悪いが用意を頼む」

　ハードな一日だったに違いないのに、月城さんは足取り軽く二階へ上がっていった。

　海老とアボカドの巻き寿司だけは作り置きせずにいたので、彼がシャワーを浴びている間に作り終えた。アボカドの変色を避けるためだ。

「今作ったのか？」

　カットし終えると、背後から月城さんの声がした。

「あ、これだけ。色が変わったらおいしくないので。飲み物はビールにしますか？」

　仕事だったらアルコールは飲んでいないだろう。

「ああ」

　冷蔵庫から冷えた缶ビールを出して、月城さんに手渡す。彼はその場でプルトップを開けておいしそうに喉に流し込む。そして満足げに大きく吐息をついてから口を開いた。

「今日はなにを？」

「ゴロゴロしていました。ダイニングにしますか？　リビングで？」

　両手に巻き寿司のお皿を持って尋ねる。

「リビングで。やつからコンタクトは？」

　歩き出す私の背後から缶ビールを持った月城さんがついてくる。

「いいえ」

「そうか……」

　リビングのソファに腰掛けた月城さんは安堵したように見える。私も対面のソファに座った。

　仕事で重責を担っているのに、私のことにまで気を回させて申し訳ないと思う。

「ご迷惑おかけして本当にすみません」

「嫌だったらとっくに離脱しているから気にするな」

　そう言って月城さんはツナときゅうり巻きを口へ運んだ。

「今日が重要な日だったのに、昨日出かけたりして大丈夫だったんですか？」

「ああ。用意周到が俺のモットーだ」

「先ほど、ニュースで会談が映って驚きました」

「いい男で？」

　自分で言っておかしかったのか笑っている。

「アラビア語が話せたことにです」

「言っていなかったか？」

　月城さんは海老とアボカドの巻物をひとつつまんだ。

「聞いていませんけど？」

「別にいいじゃないか」

　サラッと言われて、別にそれに目くじらを立てているわけじゃないのでコクッとうなずいた。

「前から思っていたんだが、真佳奈は料理がうまいな。この三種類も、多いと思ったが全部平らげられる」

　月城さんに思いがけず褒められてポカンと呆気に取られた。

　そんな私に、彼は『どうした』と問いかけるように片方の眉を上げる。

「……びっくりしました。月城さんに称賛されるなんて」

「ククッ、称賛は言いすぎだ。軽く褒めただけだ」

　楽しそうにビールをもうひと口喉に流し込む。

「さてと、私はもう寝ますね。お皿はキッチンの流しにお願いします」

　いつまでもここにいて待っていると思われたくなくて、ソファからすっくと立ち上がる。

「ああ。おやすみ」

　月城さんはあっさり挨拶をして、ついたままだったテレビのリモコンを手に取り、チャンネルを変えた。




　翌日、月城さんと父は総理来訪で最後の会談の職務があるため、朝早く出かけていった。総理は昼前に次の訪問先のインドへ飛ぶ予定らしい。

　私は久しぶりに自分の運転で職場へ向かう。

　ひとりで出かけるのはほぼ一週間ぶりで、ハーキム氏が頭から離れず不安と心配が絶えない。

　そのせいか運転も注意力散漫になって、赤信号で停止していたが青信号になったのにも気づかず、後続車から派手にクラクションを鳴らされてしまった。

「はぁ～」

　職場の駐車場に車を止めたとき、ようやく到着した感が否めずため息が漏れる。




　その日の業務終了時刻が近づき、カウンターの中から辺りへ視線を巡らせる。

　待ち伏せされていませんように……。

　頼みの綱のミランダは一日ずれての休みだ。

　一組のアメリカ人夫婦のチェックイン手続きを済ませて顔を上げ、目に入った人物に「あ！」と驚きの声が出る。

　カウンター正面にある噴水前のベンチに月城さんが長い脚を組んで座っていて、一瞬幻なのかと目を瞬かせた。

　幻影ではなく実物だ。

　月城さんはスマホをいじっていたがふと顔を上げて、見ていた私と視線が合う。

　彼が笑顔になり、私の心臓はドキッと音を立てた。でもあれはあくまでも演技。そう自分に言い聞かせて、私も微笑み小さく手を振った。

　タクシーでわざわざ来てくれたのだろう。月城さんの姿に安堵する。

　そんな私たちの間に、白いカンドゥーラ姿の男性が突如立ち塞がった。

　月城さんの方を向いていて私はうしろ姿しか見えないが、ハーキム氏に間違いない。

　月城さんが立ち上がり、ふたりはアラビア語でなにか話をしている。

　ハーキム氏と対峙する月城さんが心配で、心臓がバクバク暴れだした。

　カウンターから出てふたりに歩を進めると、ハーキム氏が去っていく。

「月……尚哉さん！」

「真佳奈」

　彼の顔は険しかったが、目の前に立った私へは表情を戻した。

「なにを話したんですか？」

「後で話す。終わったか？」

　月城さんは腕時計へ視線を落とし確認する。

「あ、はい。着替えてきます」

　ハーキム氏となにを話したのか気になるが、彼が『後で話す』と言ったからには今答えてくれないだろう。

　私はスタッフに挨拶をして、更衣室へ向かった。

　いつになくすばやく着替えて月城さんとともに車に乗り込んだのに、「家で話す」と言って彼は運転に集中してしまった。

　黙ったまま考え込んでいる様子で、彼をそんなふうにさせるような爆弾発言をハーキム氏がしたのかと気になって仕方がない。




　自宅へ戻ると父も帰宅しており、リビングで日本の新聞をタブレットで読んでいた。

「ああ、おかえり。月城くん、迎えにいってもらってすまなかった」

「いいえ。領事、お話があります。真佳奈さんも座ってください」

　え？　私とふたりだけではなく、お父さんも……？

　ひとり用のソファの父の斜めに位置するソファに私が座り、月城さんは対面に腰を下ろした。

「改まってどうしたんだね？」

「お父さん、さっきハーキム氏が月城さんになにか言ったの」

「彼はまだあきらめていなかったのかね！」

　父は驚いて声を荒らげた。いつも冷静な父なのに。

「はい。彼は私に提案を」

「提案!?」

　私は身を乗り出す。鼓動がふたりに聞こえそうなほど打ち鳴らしている。

「私たちの婚約が信じられない、事実ならばすぐに婚姻届けを提出して受理された書類を確認させろと。それが見られない場合は、彼は王室を巻き込み真佳奈さんへの求婚を公にすると」

「あの男はなにを言っているんだ！」

　父は怒りを抑えきれず、拳をギュッと握った。

「プロポーズを公にしたとしても、応じなければいいのよ」

　私がそう息巻いても月城さんは表情を変えず、首を左右に振る。

「そんなに簡単な話じゃない。王室を巻き込み、正式にプロポーズされたら領事の立場もあり断りきれないだろう」

「いや、絶対に断るから真佳奈、安心しなさい」

　父は断言するが、私は不安でしかない。父の立場もある。

「浅丘領事」

　月城さんが改まった声で、こめかみ辺りを押さえる父を呼ぶ。

「私がお嬢さんと結婚します」

「ええっ!?」

　父は言葉を失い、私も驚きで腰を浮かした。

「明日戸籍を取り寄せます」

「いや、待ってくれ。知り合ったばかりの娘と結婚とは、あの男にあきらめさせるとはいえ、それでは申し訳が立たない」

　衝撃から必死に冷静さをかき集めた父はそれでも困惑顔だ。

　私が本当に月城さんと結婚を……？

「結婚した女性にはあの男も手を出せないでしょう。そこまでいったら犯罪者です」

「……娘を帰国させよう。そうすれば丸く収まる」

　哀れみで話を進めるようとする月城さんに、父は気がとがめているのだろう。でも、父の意見に賛成だ。私が父から離れ、帰国すればいい。

「領事、本当にそう思われますか？　入籍せずに日本へ彼女が戻っても、あの男の執拗さでは追う可能性もありますよ。あくまでも可能性でしかありませんが」

　想像したら背筋に冷たいものが走り、血の気がサーッと引いて目眩めまいを覚えた。

「真佳奈さん、顔色が悪い。大丈夫ですか？」

「はい」

「ほとぼりが冷めた頃、籍を抜けばいいのではないでしょうか？　その後、真佳奈さんに好きな男性が現れたときにバツイチの事情を説明すれば問題ないのでは？　私も同じです」

「月城くんにそこまでしてもらうのは心苦しい」

　困窮する父に、月城さんはあくまでも冷静さを失わず言葉を紡ぐ。

「私もいい加減あの男には苛立っているんですよ。手を出せないよう措置をとるべきです。証明書を確認したらあきらめると言っていました。これが最善策ではないでしょうか？」

「うむむ……」

　私と月城さんを交互に見ながら熟考している父は、少しして深いため息を漏らした。

「月城くん、申し訳ないがよろしくお願いします。真佳奈もそれでいいだろう？」

　父の決定に私はうなずくしかない。

「必要な書類を日本に申請しますので、真佳奈さんの方もよろしくお願いします」

「ああ、私が取り寄せよう」

　父が申し訳なさそうに口にした。それから父と月城さんは入籍の手順について相談し始めた。

　普通ならば時間がかかるはずだけど、東京の弁護士に依頼し二、三日で済むとふたりは話している。




　夕食後、バスルームから出てぼうっと考えていた。書面上、私は月城さんの妻になるのだ。

　私は当事者だから戸籍を汚すのはかまわないけれど、巻き込まれた月城さんは本当に大丈夫なのだろうか？　ご家族の反応は？　もしかして内緒？

　まだ考えを変えることはできる。私がハーキム氏の探せないような外国で暮らせばいいのだ。

　居ても立ってもいられなくて、パジャマの上からサマーガウンを羽織ると、部屋を出て隣の月城さんの部屋のドアをノックしていた。

　内側から現れた彼はまだ先ほどのシャツとスラックス姿だった。手にスマホを持っているので、誰かに連絡を取っている最中だっただろうか。

「ごめんなさい。電話中でしたか？」

「いや、メールを打っていた。入って。いや、テラスにしよう」

「自分の部屋から行きます」

　テラス用のサンダルがあるからだ。

　自室からテラスへ行くと、月城さんは缶ビールを二本持って出てきた。

　私の部屋の方のソファへ座った彼が、プルトップを開けた缶ビールを差し出す。受け取った私は月城さんの隣に腰を下ろした。

　彼はひと口ビールを飲んでから、気だるそうに私を見やる。

「お前の言いたいことはわかる。だが、もう決まったんだ。とやかく気をもまないでいい」

「気をもまないでって……いいんですか？　大事なことですよ？　月城さんには恋人がいるんじゃ――」

「現在恋人はいない。だから安心していい」

　いなかったんだ……。

　安堵している自分がいる。

「俺はすぐに人を好きにならない。かといって恋人がいなかったわけじゃないが」

　彼の次の言葉に胸がツキッと痛む。

　私を好きになってくれていたらうれしかったけれど、彼はハーキム氏に憤って負けず嫌いの性格が思いもよらない方向へ行ってしまっただけなのだ。

　結婚はずっと続くものではない。ほとぼりが冷めたら解消する。

　だから、月城さんを愛してはいけない。

　彼に惹かれている気持ちにストップをかけなくては。

「わかりました。ありがたく入籍させていただきます」

「ああ。それでいい」

　彼は麗しく笑みを浮かべてからビールを飲むのを見て、私も缶を口へ運んだ。










三、ドＳな外交官と契約結婚




　ふたりは迅速に手配を進め、想像以上に早く事が進んでいった。戸籍謄本の原本が必要で、父が信頼を置く日本にいる弁護士に動いてもらい、月城さんの分も届けられた。

　それが金曜日の朝、つまりついさっきで、今日休暇を取った私は月城さんとすぐに領事館へ赴き、婚姻届を提出して受理された。

　これで私は月城真佳奈になり、私たちは夫婦になったのだ。

　月城さんは結婚指輪も用意しており、双方の左手の薬指にプラチナのリングがはめられている。

　形だけの夫婦だけど、私のマリッジリングには三粒のダイヤモンドが入っている。月城さんはシンプルなリングだ。ドバイを離れたらはずされてしまうのだろう。私はカモフラージュのためにしばらくつけたままになる。

　月城さんが帰国するのは来週の火曜日。

　領事館の入っているタワーのエレベーターで駐車場に到着すると、月城さんは助手席のドアを開けて私を乗り込ませ、運転席に着座してエンジンをかける。

「さてと、決着をつけにいこう」

「でもどこに彼がいるのかわからないわ」

「昨日電話し、アポは取ってある」

　いつの間に……。

　月城さんは不敵な笑みを浮かべ、車を発進させた。




　ハーキム氏のオフィスは領事館からそれほど離れておらず、三十分後にはロビーの受付で彼を呼び出していた。

　いつもふらふらしているから、会社に出てきているかわからない。

　高い天井からぶら下がるシャンデリアや金の調度品が目立ち、さすがにお金のかけられたビルのロビーだった。

　私たちはロビーのソファに座ってハーキム氏を待つ。

　たっぷり三十分待って、ハーキム氏はやって来た。待っている間、私はイライラと不安が募ったが、月城さんは長い脚と腕を組んで余裕の表情だった。

　ハーキム氏がボディガードを連れて現れ、思わず私が立ち上がろうとすると、月城さんに腕を掴まれて腰を下ろさせられる。

　いつものようにカンドゥーラをまとった彼は私たちの対面に座り、ムスッとした顔を向けてくる。

「私たちが夫婦になった証明書です。彼女は正式に私の妻です。もう二度と彼女の前に現れないでください」

　ハーキム氏は苦虫を嚙みつぶしたような表情で、月城さんが差し出した書類へ視線を向ける。

「……わかりました。マカナをあきらめましょう」

　彼の言葉にホッと安堵した。これでわずらわされずに済むのだ。

「万が一のことがあれば、王族の親戚でも手を打ちますから」

「あなたになにができると言うんでしょう？　一介の外交官でしかないのに」

　ハーキム氏は乱暴にソファから立ち上がり、無言でオフィスの中へ消えていった。

「真佳奈、帰ろう」

　最後の捨てゼリフは気になったが、これであきらめてくれたのだと明るい気分でビルを後にした。

　帰宅後、月城さんはこれから日本とＷＥＢ会議が始まるらしく部屋に入っていった。




　その夜、月城さんのリクエストでボロネーゼパスタを作った。

　チーズがたっぷり入ったサラダや野菜と魚の煮込み料理なども、サナーとカマラのふたりに用意してもらっている。

　両手にサラダをのせたトレイを持ち、キッチンからダイニングルームの入口に立ったとき、父と月城さんの会話が聞こえてきて足が止まる。

「月城くん、感謝してもしきれないよ。本当にありがとう」

「領事、もうお礼は言わないでください」

　ふたりは赤ワインを飲んでいて、父が彼の空いたグラスにワインを注ぐ音がしてくる。普段は飲まない父だが、月城さんをねぎらって付き合っているのだろう。

「私が領事としてここにいるのも一年を切っている。そうなれば、結婚も解消できる。いや、あの男がもう二度と現れないとわかった時点で離婚してくれ」

「証明書を突きつけた際、納得した様子でしたが、しばらく動向を見なければなりませんね」

「君には官房長官の姪との縁談があったと聞いている。本当に申し訳ない。君のご両親に顔を向けられないよ」

　え？　縁談……？

「理解してもらっていますから。外務省の職員として、トラブルを未然に防ぐためにできることをしただけです」

　結婚を考えている女性がいたと知っていたら、巻き込んだりしなかったのに……。

「真佳奈さんが気にするので、もうこの話はやめましょう。料理上手な彼女にボロネーゼパスタをリクエストしたんですよ」

　結婚する相手がいた話にショックを受け、外務省の職員として尽力しただけだったのだと知って気持ちが沈む。

　悪者から助けてくれたヒーローに惹かれないわけがなかった。しかも彼のような極上の男なら。

　私は深呼吸をひとつして、ふたりのもとに歩を進めた。

　食事中、私たちの入籍話は出なかった。

「真佳奈？　どうした？　食欲がないのかね？」

　ぼんやりと父と月城さんの世界情勢の会話を聞いていたが、ハッと我に返る。

「あ……ううん。ホッとしたせいか、ボーッとしちゃった」

　お皿の料理がほとんど減っていない。

「お父さんたちも話してばかりいないで食べてね」

　父から書面上だけの夫へ顔を向けて微笑んだ。




　お風呂から出た私は、まだ二十一時を回ったばかりだがベッドに横になっていた。

　四日後、月城さんは帰国だ。短い二週間の滞在で、今まで過ごしてきた中で一番濃い時間だった。

　でも、月城さんがここから去れば私はこれまでと同じ生活をして、いつしか彼と結婚していたことすら忘れる。

　……本当に忘れられるの？

　ため息が次から次へと止まらず、もう寝てしまおうかと思ったとき、ドアがノックされた。のそっとベッドから降りてドアを開ける。

　月城さんだと思っていた私は父の姿にがっかり。……私、がっかりしたの？

「お父さん、入って」

　何気なさを装い、父を部屋に招き入れてベッドの端に座ってもらい、私も隣に腰を下ろして父を見やる。

　私の部屋に来るなんて滅多にないので、緊張した面持ちで背筋をピンとさせた。

「真佳奈、いろいろ大変だったな」

「お父さん……」

「ハーキム氏のような男に近づいてこられて怖かっただろう。胸が痛むよ」

「パーティーに行かなければよかったと何度も後悔したわ。でも月城さんのおかげで、これからは気にしないで暮らせる」

　私はやんわり笑みを浮かべる。

「あきらめてもらうには仕方がなかったとはいえ、入籍をしたんだ。ショックを受けていないかと思ってね」

「私は古い時代の人間じゃないわ。バツイチなんて結構いるもの。私よりも月城さんの戸籍を汚してしまって申し訳なくて……。帰国する前にお父さんからもお礼を言ってね」

　夕食前の立ち聞きをあくまでもしていないふうにして伝えると、父はうなずく。

「……真佳奈、まさか月城くんを好きになったり――」

「に、人間的には好きよ。男気があって頭の回転も速くて素晴らしい人よ」

「そうだよな。実は彼には縁談があったんだよ。しばらく経ったら、離婚手続きをしてその女性と結婚するはずだ」

　先ほど立ち聞きしていたから今驚かずに済むが、平然としているのも不自然なので目を見開いてみせる。

「やっぱり月城さんに悪いことをしたのね……」

「真佳奈も私など気にせずに、結婚してもいいと思える男性ができたらそうしなさい。じゃあ、ゆっくりおやすみ」

　膝の上に置いた私の手の甲を父はポンポンと叩いて立ち上がった。




　土日は父も月城さんも仕事で忙しく不在だった。私はといえば、ハーキム氏があきらめて自由に動けるようになったが、出かける気にもなれなかった。

　月曜日の朝、朝食を食べ終わり、バッグと車の鍵を手にして玄関へ向かう。

「おい、さっさと行くな」

「え？」

　振り返ると、紺のサマースーツを着た月城さんが立っていた。朝食後、電話がかかってきていたので、仕事があるのだろうと思っていたけど。

「俺が送迎することになっているだろ」

「でも、もう……」

　月城さんは私が手に持った車の鍵を取り上げて先にドアから出ていく。

　ハイヒールを履いて彼の後を追うと、助手席の横で待っていてドアを開ける。

　俺様なんだけど、本当にスマートに女性をエスコートするのよね。

　車が走り出し、月城さんが不意に口を開く。

「今夜はホテルで食事をしよう」

「え？」

「念のために。それに、俺の送別会をしてくれないのか？」

「送別会って……」

　契約上の結婚が解消される日はそう遠くない。彼にはもう二度と会わないかもしれないのだ。

　そう思った瞬間、胸にズキッと痛みを覚えたけれど、悟られないように無理やり笑顔をつくって微笑みかける。

「わかりました。お礼も兼ねて私にご馳走させてください」

「決まりだな。レストランは任せる」

　月城さんはニヤッと口角を上げた。




　ハーキム氏の目から逃れられ、今日の私はいつもよりも生き生きとお客様との接客を楽しんでいた。

「マカナ、ランチへ行きましょう」

　チェックアウト済みの部屋掃除を清掃部に依頼したところへ、ミランダがやって来た。

「ミランダ、おつかれさま」

　交代のフロントスタッフに席をはずす旨を告げて、ミランダとともに社員用のレストランへ向かう。

　交代で食事を取るとはいえ、従業員が約二千人いるのでレストランはいつも混んでいる。

　私たちは四人掛けの空いているテーブルを見つけ、ブッフェ式の料理を盛ったトレイを置いた。

　ミネラルウォーターのペットボトルを口にしてから、ひよこ豆のコロッケ〝ファラフェル〟をナイフとフォークを使って食べ始める。

「今日のマカナは楽しそうね。あ！　マリッジリングね！」

　今気づいたミランダが目をキラキラ輝かせる。

「うん。入籍したの」

「おめでとう！　素敵なダーリンだものね。あ、でも今後はどうするの？　彼についていくの？」

「ううん。当分は遠距離結婚よ。結婚を急いだのは、ハーキム氏が結婚証明書で結婚を確認できたらあきらめると言ったからなの」

「まだあきらめていなかったの？　気持ち悪い男ね！」

　ミランダはギュッと眉を寄せる。

「結婚証明書を突きつけてやったわ。もうつきまとわれることもなくなったのよ。人生バラ色よ」

　人生バラ色は言いすぎだが、清々しい気持ちからそんな言葉が出た。

　でも、楽しい気分は今日までかもしれない。明日、月城さんは帰国してしまう。彼がいる日常に慣れた今、明日からは寂しい思いに駆られそうだ。

「とにかく、あの男があきらめてよかったわ」

　彼女は安堵したように怒らせていた肩を下ろした。




　月城さんはいつものように私の就業時間が終わるギリギリの頃に姿を見せた。

　朝と同じ紺色のサマースーツで、脚を組みベンチに座って待っている姿に、ロビーを行き交う女性たちが視線を向けていた。

　更衣室へ向かう前に月城さんのもとへ近づく。

「真佳奈、もっとうれしそうにしろよ」

　彼は私を抱き寄せて、耳もとでそっと忠告する。

「あ……」

　誰に見られているかわからない。今日の夕食も今朝車の中で彼は『念のため』と言ったのだ。ここは演技をしなくては。

　月城さんから離れるとき、思いきって彼の頬に唇を寄せた。すると、ふわっと鼻をくすぐる爽やかな香りに落ち着かなくなる。

　彼は極上の笑みを浮かべていた。

「き、着替えてきますね」

　顔が熱くなっていき、頬に手をやりながら更衣室へ向かった。




　今夜選んだレストランは、ミシュランにも選ばれた中ちゅう国ごく料理店。広カン東トン料理がメインで、中華ベースの創作料理は訪れるお客様にとても人気がある。

「紹しょう興こう酒しゅを飲もうか」

　ターコイズブルーの布が張られた椅子に腰を下ろし、月城さんはメニューを見るまでもなく口を開いた。

「私が運転しますから飲んでくださいね」

「いや、今日は車を置いてきている」

「そうだったんですね。わかりました。紹興酒は好きなんです」

　コース料理を頼み、少しして紹興酒と前菜が運ばれてきた。

　私たちは小さなグラスを持って乾杯して食べ始める。

　前菜はひと口大にカットされた合鴨や牛などが数種類のソースにより違った味で楽しめ、添えられたクラゲやスライスしたアワビもさっぱりしている。

　ふかひれの姿煮や小しょう籠ろん包ぽう、牛肉炒めなど食べ進めるが、それとともに紹興酒につい手が伸びる。

「そんなに飲んで大丈夫か？」

　月城さんの方が三杯ほど多く飲んでいるけれど、酔っている様子はない。私はといえば、飲みすぎている自覚はある。

「んー、あと一杯で」

　ふと彼が私の顔に手を伸ばし、頬に触れる。

「つ、月城さん……」

「尚哉だろ。結婚したんだからお前も月城だ。名前で呼べよ」

　私も月城……。でも、それは書面上のこと……。彼がそう言うのは演技をしているからだ。

　月城さんの黒い瞳に見つめられ、逸らせずにいると、急に胸が苦しくなった。




　ホテルからタクシーで自宅に戻り、月城さんは私の部屋の前で足を止めた。

「ごちそうさまでした」

　私が支払うはずが、彼がさっさとカードを出してしまった。そこで私もカードを出そうとすると『俺に恥をかかせるのか？　お前に出してもらうつもりはないから』と一いっ笑しょうに付ふされた。

「明日は……私が空港まで運転してお見送りします」

　マレーシアのクアラルンプールに用事があるとかで、午前十時過ぎのフライトだ。

　月城さんがこの家からいなくなると思うと、寂しくなる。

　鼻の奥がツンとしてきた。

「わかった。ありがとう。まだ心配は尽きないが。俺の連絡先はちゃんと登録してあるだろうな？」

「は、はい。してあります。おやすみなさい」

　まだ話していたいけれど、言葉をのみ込み、頭を下げて自室へ入った。

　うしろ手にドアを閉めてその場に佇む。

　私は夫に片想いをしている。

　カリスマ性があって、目上の人には礼儀正しく、月城さんから発せられる言動には始終ドキドキさせられて、あっという間に私の心はすっかり奪われてしまった。

「はぁ……」

　明日、彼はマレーシアへ飛んでから帰国する。もう二度と会えないのだ。

　考えれば考えるほど切なさがどんどん押し寄せてきて、苦しくなって胸に手を置く。

　足取り重くベッドの端にポスンと座り、いつまでもそこから動けなかった。




　月城さんがドバイを離れる日はあっという間にやって来た。

　父とお別れを済ませた月城さんと、朝七時過ぎに自宅を出てドバイ国際空港へ向かう。運転は約束通り私がしている。

　助手席の月城さんは窓に腕を置いて頬杖をつき、流れる景色を眺めている様子。

　なにか話しかけようと思うのに、舌が貼りついてしまったみたいに言葉が出てこない。

　刻一刻と月城さんと別れる時間が近づいてくる。

　そう思うと涙腺が緩んできそうで、余計に口を開けなかった。

　三十分後、空港の駐車場に到着し、黒のキャリーケースを引く月城さんとともに出発ロビーへ歩を進める。

　チェックインを済ませた彼は身軽になって、ブースの外にいた私のところへ戻ってくる。

　颯爽と近づいてくる月城さんから視線を逸らした。

　もう会えない苦しい気持ちに襲われて、目頭が熱くなったのだ。

　顔を見られないでいると、彼が目の前に立ち腕が引っ張られる。そして本当の恋人同士のように私を抱きしめた。

「しばらくは気を緩めずにいろよ」

「……はい。月……尚哉さん。本当にありがとうございました。感謝してもしきれません……お気をつけて」

　ありきたりの会話しかできないのがもどかしい。けれど、自分の気持ちを伝えてはいけないのだ。彼には結婚を考える人がいたのだから。

「真佳奈」

　私の顎を長い指で持ち上げられ、目と目が合う。

「楽しかったよ。また連絡する」

　月城さんは顔を傾け、私の唇をそっと塞いだ。彼の唇はとても甘やかで、繊細に唇を食み、私の胸は震えた。

　泣いちゃダメ。

「最後まで演技してくれてありがとうございました」

「演技？　本当にキスをしたいと思ったからだ。じゃあな。真佳奈こそ、運転に気をつけて帰れよ」

「はい」

　月城さんは手荷物検査場の方へゆったりとした足取りで去っていく。私はほんの少しその姿を見つめてから歩き出した。

　体から力が失われるような感覚だった。涙がたまって前がかすむ。瞬まばたきをしたら、涙が頬を伝わるだろう。その前にバッグからハンカチを取り出して、乱暴に拭った。

『演技？　本当にキスをしたいと思ったからだ』

　月城さんとの別れを思い出し、キスされた唇に指先を触れたとき、その腕が背後から強い力で掴まれた。

　えっ？

　一瞬、月城さんかと思ったが、白いカンドゥーラの袖が目に入り、ハッとなる。

「ハーキム様がお待ちになっています。どうか騒がずについてきてください」

　この男はハーキム氏の部下のようだ。

　アラビア語で丁寧に言われるが、脚を止まらせてくれずに歩かされる。

「どうして？　彼はあきらめると言っていました」

　恐怖で心臓が嫌な音を立てている。

「それがどうしてもあきらめられなく、あなたとクルージングをしたいと。抵抗するのなら実力行使になります。痛い思いはしたくないでしょう？」

　そう言いつつも私の腕を掴む手は痛いくらいだ。

　逃げなきゃ。

「私には夫がいます。既婚者を船に閉じ込めるなんて犯罪です」

「ハーキム様のような立場ならば、同意の上だったと彼が言えば罪には問われないんですよ」

　絶体絶命だ。

　このまま連れていかれるの？

　ハーキム氏の顔を思い浮かべると、吐き気が込み上げてくる。

　嫌よ！　絶対に！

　駐車場に進まされながら、逃げる機会をうかがっていた。自分の身がどうなろうと、ハーキム氏の好きなようにはさせない。

　自分を鼓舞させるように下唇を噛んだ直後に、私を掴んでいる男の手が何者かによって乱暴にはずされ、男は地面に飛ばされた。

「真佳奈！　大丈夫か!?」

　手荷物検査場へ向かったはずの月城さんだった。彼の姿にあぜんとなった私は、ヘナヘナとその場にくず折れそうになったところを安心の腕に支えられる。

　月城さんに蹴り飛ばされた男がよろよろと立ち上がり、悔しげな視線を投げかけて逃げていく。

「どうして……ここに……？」

「空港に入ってから何度もあの男を目にして、嫌な感じを受けたんだ。真佳奈が去っていく方向へ男がついていく様子を見て、狙われているんだと確信した。車へ行くぞ」

　カンドゥーラ姿の男は空港内にたくさんいたけれど、月城さんの野生のような勘があたって助けにきてもらえたのだ。

　月城さんは見えている自家用車へ歩を進めるが、全身がひどく震えてしまってよろける私を彼は抱き上げた。

「下ろしてと言いたいところだけど、ごめんなさい」

「怖い目に遭ったんだ。当然だ」

「車に着いたら、早く戻ってください。家に着くまで車から一歩も出ませんから」

「そんな状態で運転できるわけがないだろ」

　助手席の横で私を下ろした月城さんはバッグから車の鍵を出す。

　ドアが開けられ私を助手席に座らせると、彼は辺りを見回してから運転席にやって来た。

「月城さんっ、早く戻ってください。私はここで少し休めば大丈夫です」

「しっ」

　彼は指を一本立てて私の唇にあててから、ポケットからスマホを出してどこかへ電話をかける。

　英語で話している相手はどうやら航空会社のようだ。困惑しながら聞いていると、今日のフライトをキャンセルし、明日のチケットを手配している。

「そうです。もうひとりは MS. MAKANA ASAOKA」

　私の名前が出てギョッとした。

　入籍したが、すぐに離婚するからパスポートの名前はもちろん変えていない。

　電話を切りポケットにスマホをしまうのを待ってから口を開く。

「どうしてチケットを？」

「お前をここに置いていけない。俺が離れれば大変なことになる」

「月城さん……」

「今はとりあえず日本に行くのがベストだと思わないか？」

　そう尋ねられ、ここに残った場合の身の安全を思案したが、もうそれしかないのだと悟る。

「でもホテルの仕事が……」

「俺が話をつける。まずは領事館へ行って浅丘領事に会おう。俺に任せろ」

　月城さんに甘えてしまっていいのだろうか。これ以上迷惑をかけられないと思うのに、そばにいてくれることがうれしい。

　さっきの彼は本当にヒーローのようだった。




　領事館に現れた私と月城さんに父は驚きを隠せなかった。状況を説明されて、表情が険しくなっていった。

「真佳奈、私はもう黙っていられない」

　怒り心頭の父はソファから乱暴に立ち上がる。

「お父さん……」

「領事、落ち着いてください。決定的な証拠はないんです」

「月城くん……」

　冷静に諭されて父は腰を下ろした。

「真佳奈さんを日本へ連れていかせてください。私のマンションに住んでもらいます。領事が異動になるまで、ここには戻らない方がいいでしょう」

「君に迷惑がかかるんじゃないかね」

　迷惑はもうすでにたくさんかけてしまっている。

　月城さんの提案以外、今の私にはどうすればいいのかわからない。でも、日本へ行ったら自分で住む場所を見つけるくらいはできる。

「……私はどこかに部屋を借ります」

　そう言った途端、父が心配そうな表情になる。日本に身寄りはなく、ずいぶん久しぶりだからだ。

「領事、安心してください。真佳奈さんが日本で暮らしやすいように手伝いますから」

「わかった。そうしてくれると安心だ。こうなるのだったら、月城くんの戸籍を汚さずに済んだな……」

「うまく事が運ぶばかりじゃないですよ。では、真佳奈さんの勤め先へこれから行って説明をしてきます」

「すまない。よろしく頼むよ」

　父は深く頭を下げて月城さんに私を委ねた。




　ホテルでは勤務中のミランダに会え、月城さんがフロントマネージャーに話をしている間、今日起こったことを話して日本へ行く旨を伝えた。

　ミランダも怒りをあらわにして、私の身を心配する。

「私たちはいつでも会えるわ。日本へも遊びにいく。行ったら案内してね」

「もちろん。今まで親身になってくれてありがとう」

　私たちは別れの挨拶に抱き合った。

「マカナがいなくなったら寂しいけど、あなたの身が心配だから」

「私も寂しいわ……」

　もう一度ハグしたとき、フロントマネージャーと話し終えた月城さんが部屋から出てきた。彼のうしろにフロントマネージャーもいる。

「ミズ・アサオカ、いや、ミセス・ツキシロ。大変な目に遭わせてしまいすまない。事態が事態だから、君を尊重する。ここを離れるのは君にとっていいことだよ。新天地でもがんばってくれ。手続きが済んだら、自宅へ書類を郵送する」

「はい。急で申し訳ありません。お世話になりました。お元気で」

　ここにいてもハーキム氏の配下が様子をうかがっていそうで落ち着かない。

　私はそっと月城さんの手を掴んでいた。すると、彼の大きな手で私の手が包み込まれ、心が休まっていくのを感じた。




　夕食後、私はふたつのキャリーケースに当座必要な物を詰め込む。

　日本は暦の上では秋で、当面カーディガンなどを羽織れば着られそうな服を選んでしまっていく。

　日本へ行くのは、四年前に母のお墓参りで戻って以来だ。

　中学までは父は単身海外で働き、私と母は借家住まいだった。両親の祖父母はすでに他界しており、現在私たちに持ち家はない。だから月城さんの申し出はありがたい。

　とはいえ帰国しても彼には重要な仕事があるのだから、迷惑をかけずにひとりで動かなくては。

　一昨日の夜のように父が部屋に姿を見せた。

「今いいか？」

「もちろんよ」

　デスクの物を片づけていた手を止めて、父に椅子を勧めて私はベッドの上に座った。

「お父さん、こんな大事になってしまってごめんなさい」

「お前のせいじゃないと言っただろう？　私こそふがいなく思っている。証拠を集められないのだから。できれば捕まえてほしいくらいだ」

　胸を痛めている父に、私は首を左右に振った。

「お父さんがドバイを離れたら、新しい赴任先へ行くからね」

「いや、私のところへ戻ってもお前は幸せにはなれない。前にも言ったように日本で好きな人を見つけなさい。もう二十六歳だ。できれば孫を抱きたい」

「お父さん……」

　月城さんを愛してしまった今、彼と別れたら当分結婚はないだろう。父の気持ちが痛いほどわかり困惑した。

「まあそればかりは縁だからな。妥協で結婚してほしくないし、まずは日本で仕事を見つけなさい」

「うん。就職しないとね」

「愛しているよ」

　父は私を愛いとおしげに見つめてからハグをした。

「大事な娘だ。月城くんがいち早く気づいて対処してくれて本当によかった。彼には返しきれない恩ができたよ」

「可能な限り月城さんの邪魔にならないようにするわ」

　そう約束すると、父はやんわりと微笑んでうなずいた。

　月城さんは戻ってからずっと部屋で仕事をしていた。忙しそうで、夕食もそこそこに部屋へ戻った。本当ならばクアラルンプールで職務に着いていたはずで、スケジュールを狂わせてしまったことを心苦しく思う。

「準備は済んだのか？」

「あと少しだけ」

「フライトスケジュールの関係で今夜出発か。急だが、体に気をつけて行なさい。こちらのことは気にせずにな」

「はい」

　父はそう言って部屋から出ていった。




　二十四時を過ぎたところで、月城さんと私は我が家を警備している現地の警備員ふたりとともにドバイ国際空港へ向かった。

　当初の予定通りクアラルンプールへ飛び、月城さんは半月後に控えた国土交通大臣の来訪時に必要な書類を揃そろえる仕事をするという。

　かなり重要な資料を任せられているらしいのに、月城さんは二日間かける予定のところを一日で終わらせなければならなくなった。

　カウンターでチェックインを済ませ手荷物検査場のブースへ入ると、ようやく人心地がついた。

　三時過ぎのフライトで、クアラルンプールへは約七時間後、時差は四時間進んでいるので、十四時過ぎの到着予定だ。

　ビジネスクラスの席はゆったりとしていた。

　窓側の席に座った私の隣が月城さんの席。彼は着席すると即座にノートパソコンを出し、仕事を始める。

　私はといえば、ハーキム氏の手から逃れられた安堵感から気が緩んだのか、眠くて仕方がない。真夜中なのもあるけれど。

　隣で働いているのに寝るわけにはいかない気持ちでぼんやりしていると、ノートパソコンから視線を動かした月城さんが口を開く。

「俺にかまわずゆっくりしていろよ。飛行機の中では睡眠を取らずにたいてい仕事をしているんだ」

「……はい」

　映画を観ているうちに、いつの間にか眠りに落ちていた。

　クアラルンプールへ到着する前、乗客に軽食をサーブするキャビンアテンダントの声で目が覚めた。

　動かず寝ているばかりだったのでおなかは減っておらず、ヨーグルトにだけ手をつける。

　彼がノートパソコンを片づけたのは離着陸と食事のときだけで、それ以外はずっと仕事をしていた。

　クアラルンプール国際空港へは現地時間で十三時過ぎに到着した。ドバイよりも湿度が高く、空港を出てタクシー乗り場へ向かうだけで肌にジットリまとわりつくような不快感を受ける。

　私は薄手のワンピースだけど、月城さんは薄手とはいえスーツを着ているので暑いだろう。

　三個のキャリーケースをカートにのせて押す月城さんがふいに立ち止まる。隣を歩いていた私は数秒遅れて振り返った。

「真佳奈」

「は……い？」

　月城さんは私に近づき、なぜか鋭い眼まな差ざしを向けてくる。

「どうしたんですか？」

　私の問いかけに応えないまま、彼は突然私の首のうしろに手を回して自分の方へ引き寄せた。その行動に私の心臓がドクンと跳ねる。

　彼を仰ぎ見る形になって驚いているうちに、月城さんの顔が近づいてくる。

　次の瞬間、額同士が合わさった。

「やっぱりお前熱がある」

「え……」

　月城さんは熱を確かめたかったのだ。

「だから眠かったのね……」

　手で確かめればいいのに。心臓を高鳴らせてしまった自分がバカみたいだ。

「自分の体調管理もできないのか？」

「だ、だって、安堵したせいかと思ったから……。これくらい平気ですから」

　自分の額に手を置いてみて、熱いとは思ったがふらふらするほどでもない。

「行くぞ」

　月城さんは私を促し、再びカートを押して待っていたタクシーに乗せた。




　三十分後、空港から近いプトラジャヤというビジネス地区にある高級ホテルに到着した。ここから政府機関まではすぐらしい。

　チェックインした部屋に案内されて、慌ててうしろにいる月城さんを振り返る。

「一緒の部屋……なんですか？　しかもスイートルームだなんて……」

「ああ。今は国際見本市の真っ最中で、多くのビジネスマンが滞在しているせいで空いていない。俺たちは夫婦なんだから問題ないだろう？　それよりも、早くベッドに横になれ」

　スイートルームだなんていったいいくらかかるの？　エリート外交官でも経費では落ちないだろう。

　しかもベッドはひとつしかない。キングサイズのベッドだけど、同じベッドで寝るのは……。

「真佳奈、なにも考えないで今は寝ていろ。俺はこれから担当者に会ってくる。夜までかかると思う。すまないが食事はルームサービスを」

　彼はデスクの引き出しからルームサービスのファイルを手にして、キングサイズのベッド横にあるサイドテーブルに置く。

　冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルも出して私に押しつけた。

「水をたくさん飲めよ」

「はい」

　月城さんはスーツの袖を少し上げて腕時計で時間を確認する。

「行ってくる。様子がおかしいと思ったらすぐに連絡をくれ」

　私がコクッとうなずくのを見て、彼はビジネスバッグを持って颯爽とした足取りで出ていった。

　窓から見える景色はゴルフ場だ。緑が多く、ドバイの景色とはまったく違う。機上から見た海の色もドバイのような澄んだブルーではなかった。

　ハーキム氏にこれからはわずらわされないのだから喜ぶべきなのに、ドバイが好きだったのですでにホームシックに襲われ始めている。

　一日も経っていないが、父に無性に会いたい。

「熱があるせいで感傷的になっているみたい。自他とも認めるファザコンだしね……」

　独り言ちて、キャリーケースからルームウエアを出して着替えると、ベッドの端に横たわった。




　額にひんやりしたものが置かれて、ビクッと肩を跳ねさせて瞼を開けた。

「あ……」

　ベッドの端に座る月城さんがいた。

　ひんやりしたものは濡れタオルのようだ。

「まだ熱いな。ずっと寝ていたんだろう？　食事もしていないよな？」

「ん……今何時……？」

　ぼうっとする頭で尋ねる。

「夜の九時を回っている。なにか胃に入れた方がいい」

　彼はベッドサイドテーブルにあるルームサービスのファイルを開いた。

「食欲は？」

　首を横に振る私を、月城さんは厳しい目を向ける。

「……食べます」

「中国粥がある。それでいいか？　解熱剤と体温計を買ってきた。朝よくなかったら医者に診てもらうからな」

「忙しいのにありがとうございます」

　月城さんは私の頬に触れて、ルームサービスのファイルを手にデスクへ歩を進めて受話器を上げた。

　六時間以上泥のように眠ったおかげで、体調は少しよくなっている気がする。

　ルームサービスをオーダーした月城さんはシャワーを浴びにいった。

　機内でも寝ていなかったようだし、こっちへ到着してからずっと仕事していたからかなり疲れているのではないだろうか。




　月城さんの監督のもとに、ルームサービスで運ばれてきた中国粥を食べ始める。いろいろな出汁が入ったシンプルなお粥は優しく胃の中へ入っていく。

　ほかにも数種類のスパイスや薬草を使った漢方スープで、豚のあばら肉を煮込んだ〝バクテー〟と言われる現地の料理や、甘辛いピーナッツソース味の焼き鳥のような〝サテー〟もテーブルに並んでいる。

　彼も同じものを食べていた。

「寝るぞ」

「あ、私はシャワーを」

「は？　明日にしろ」

　まだ椅子に座っていた私のところへ月城さんがやって来て、急に抱き上げる。

「きゃっ」

　無言でベッドへ連れていく彼に「歩けるのに」とボソッと物申すと、「クッ」と口もとが緩められた。

　私を寝かせた彼は体温計を渡してきて、ベッドの反対側に体を横たえる。

　日本製の体温計だった。熱は三十八度だ。

「どうだ？」

　横たわる月城さんは視線をこちらに向ける。

「まあそこそこ」

「ったく、どういう意味だよ」

　ベッドがギシリと音を立てて、彼は私の横で体を右腕で支えて左手を差し出す。

「ほら、体温計。見せろ」

　渡すまでもなく、月城さんは持っていた体温計を奪い数字を確かめた。

「解熱剤は飲んだか？」

「こ、これから」

　サイドテーブルに置かれた解熱剤を二錠箱から取り出して、ミネラルウォーターで流し込む。

　そこまで見ていた月城さんは頭を枕につけて目を閉じた。ベッドサイドのライトで彼の頬にまつげの影が落ちる。

　整った彼の顔から視線を逸らして、ライトを消すと私も横になった。

　体調の悪い女をどうこうするなんてびた一文思わない。でも、寝相や寝言……は言わないと思っているけれど気になってしまう。

　月城さんに背を向けて目を閉じると、彼の寝息が微かすかに聞こえてきた。

　機内でずっと起きて仕事をしていたのだから、すぐに寝るのも無理はないわね。おまけに熱を出したお荷物がいるんだから。

　明日、東とう京きょうに戻ったら彼から離れなくちゃ。




　翌日、目を覚ますと月城さんはいなかった。背を向けて寝ていたのに、いつの間にか彼の方を向いていたようだ。

　時刻は朝九時を過ぎていて、サイドテーブルの上に月城さんからのメモを見つけた。

【十一時まで出かけてくる。ルームサービスを頼めよ。おでこを触ったが微動だにしなかったぞ】

　触った？　触ったのに起きなかったなんて……。

　自分の額に手を置いてみるが昨日のような熱さはない。

　下がってるわ。よかった。




　メモの通り、月城さんは十一時過ぎに戻ってきた。

「おつかれさまです」

「少しは元気になったか？」

　仕事を終えて帰ってきた彼の顔には疲れた様子がなく、体力、知力ともに最高の人なのだと思う。

「はい。もう大丈夫です。すみませんでした」

「謝る必要はない。過剰なストレスを受け続けていたんだからな。用意は済んでいるか？　昼食は空港のラウンジで食べよう」

　月城さんは部屋の入口に並べたキャリーケースを廊下に出す。そこへベルボーイがやって来て、キャリーケースをラゲッジカートにのせて立ち去った。










四、ドＳな外交官と新天地での生活




　クアラルンプールから羽はね田だ空港へ到着するのは二十一時と、遅い時間だった。着陸時、窓の外に広がる東京の夜景は思わず見入るほどに綺麗だ。

　隣の月城さんは、機体が着陸態勢になるとノートパソコンをビジネスバッグにしまい腕を組んで目を閉じた。

　ずっと画面を見続けていたから目が疲れたのだと思う。

　さてと、今日は羽田空港にあるホテルに泊まって、明日は行動しやすいリーズナブルなホテルに移動して職探しをしよう。

　すべて計画済みで、それを実行に移せばいいだけだ。ただ、焦って仕事を決めたくないのでそこは時間をかけたいところだ。

　入国審査などの手続きを終えて、到着ロビーに出たところで一歩先を歩く月城さんへ声をかける。

「月城さん」

「なんだ？」

　足を止めた彼は振り返る。

「私はここで。今日は空港にあるホテルに泊まります」

「なにを言ってる？　俺が『わかった』とでも言うと思ったか？」

　月城さんはあきれたように首を左右に何度か振る。

「え？　思っていました。そこまで厚かましくないですよ」

「誰も厚かましいなんて思っていない。体は本調子じゃないだろうし、俺たちは夫婦だろう？　第一、領事からお前のことは頼まれている。行くぞ」

　彼は私の手を掴み、反対の手でカートを押し始める。

「だ、だって、こんな夜遅くにご家族が迷惑じゃないでしょうか？」

「俺はひとり暮らしだ。マンションを持っている。家族も都内に住んでいるが」

　タクシー乗り場に進まされ、待っている列に並ぶ。列はサクサクこなされていき、困惑しているうちにタクシーの後部座席に座らされてしまった。

　隣の月城さんは虎とらノの門もん方面へ向かうように運転手に告げると、リラックスするように長い脚を組んで窓に肘を置き、もたれかかった姿勢になった。

「三十分ほどで着く」

　それだけ言った彼は瞼を閉じてしまい、私は声をかけるのを躊躇してあきらめた。

　タクシーの中で話をしたいわけではないが、そっけない態度はやっぱり迷惑をかけているせいなのだと、ため息をつきたくなった。

　今日は泊まらせてもらって離婚の話をして、明日にはホテルに移ろう。

　夜間走行で首都高速道路は空いており、三十分もかからずにタクシーはスタイリッシュなタワーマンションのエントランスに止められた。

　まだ築浅の建物のように見える。

「新しいですよね？」

「ああ。去年の十一月だ」

　中へ入ると、コンシェルジュデスクから制服を着た父くらいの年齢の男性が彼に頭を下げる。

「月城様、おかえりなさいませ」

「南みなみ田ださん。留守中、ありがとうございます」

〝南田さん〟と呼ばれたコンシェルジュの男性が、月城さんのうしろにいる私へと視線を向ける。

「紹介します。妻の真佳奈です」

　突然紹介されて、私はギョッと目をむいた。

　別れるのに妻として紹介するなんて……。

　南田さんも驚いたようだが、すぐに表情をにっこりさせた。

「ご結婚を。それはおめでとうございます」

「ありがとうございます」

　表向きは笑顔を南田さんに向けたものの、内心は当惑している。

「こっちがエレベーターだ。向こうがエントランスホール。住人がくつろいだり、客とミーティングするときに利用しているようだ。俺は素通りしかしていないが」

　言われた方を見ると、一段下がった黒い大理石の床に、センスのいい椅子やソファが分かれて配置されていた。

「エレベーターが来た。行くぞ」

　月城さんは私のキャリーケースふたつを両手に持って、やって来たエレベーターに乗り込んだ。彼の小さめのキャリーケースは私が移動させている。

「高そうなマンションですね」

　乗り込んでふたりきりになったところで口を開く。

　マンションを持っていると言っていたから、賃貸ではないだろう。

「いち外交官が買える物件じゃないってか？」

「そ、そんなこと言っていません。ローンだって可能ですし……。でも、いずれは在外公館の幹部職員として駐在するのでは？」

「ありえるが、そうなったら考えればいいだろう」

　インジケーターはどんどん上を表示していき、到着したのは最上階だった。

「行ってはいないが、この上にスカイテラスがある」

　このマンションへ来る道中で、東京のシンボルであるタワーがあった。なんとなくホッとするのはいつも変わらない姿を見せてくれるからだろうか。スカイテラスならその周辺を一望できそうだ。

　三十九階でエレベーターを降り、落ち着いた黒い大きなドアを指紋認証で開けた。

「どうぞ」

　キャリーケースを三個玄関に入れた月城さんは私に先に入るよう促す。

「おじゃまします」

　私の後に彼も続き、指で示しながら、シューズクローゼットやレストルーム、反対にドレッシングルーム、その奥がバスルームと教えてくれる。そしてブラウンのドアを開けた瞬間電気が自動でついて、リビングダイニングが照らされた。

　広い空間だった。正面に濃紺のカーテンがあり、モデルルームにありそうな洗練されたデザインの五人掛けのソファが窓を背に置かれている。

　左手にはスタイリッシュなアイランドキッチン。

「素敵なマンションですね」

「ドバイのお前の家に比べたら犬小屋程度だ。このドアは書斎だ」

　彼はキッチンとは対面に位置するドアを示す。

「あの家は借りているので。バカみたいに広すぎる家でした」

　今は父とメイドたちだけに……。

　そのことを考えると、物悲しい気持ちに襲われる。

「もう十一時近い。今日のところはこれくらいにしてシャワーを浴びて寝よう。明日は八時に仕事へ行く」

「シャワーは月城さんがお先にどうぞ」

「月城さん？　お前も月城だろ」

「そ、そうですが……」

「名前で呼べよ。っていうか、ドバイでは尚哉さんと呼んでいたよな？」

「あれはカモフラージュで」

「数人いるコンシェルジュにも俺の妻だと伝わっただろう。何気ない会話で名字を呼ばれても困る。じゃあシャワー先に使うぞ。冷蔵庫に飲み物が入っているから自由に飲んでくれ」

　尚哉さんか……。

　離婚の話をしたかったけど、彼は明日仕事だから早く休まないとならないし。

　廊下へ出てキャリーケースからシャワーの着替えを出し用意が終わると、手持ちぶさたでソファに座る。でもなんとなく落ち着かなくて、キッチンへ行ってみる。

　ほとんど使われていない……？

　シンクの中は見事にピカピカだ。

　食器などもなく、引き出しをこっそり覗いてみても調理器具がなかった。

「ここで食事をしていないのね。多忙な独身男性だものね……」

　ビルトインの大きな冷蔵庫に目が行く。すぐ近くには三十本ほど入りそうなワインセラーがある。

「失礼します」

　こそっと口にしてから、冷蔵庫を開けた。

「缶ビールと炭酸水だけ。それとワインセラーに入っているワイン……ま、そんなものよね」

　静かにドアを閉めてソファへ戻ると、スマホをバッグから出してメッセージアプリを立ち上げ、日本に無事着いた旨を父に送った。

　文字を打っただけなのに目頭が熱くなり、下唇を噛みしめながらバッグへスマホを戻す。

　そのとき、グレーのパジャマ姿になった尚哉さんが姿を見せた。黒髪をタオルで拭きながら冷蔵庫から缶ビールを出している。

「シャワーお借りします」

「ああ。寝室はそこを出てすぐ右手のドアだ」

「はい。ありがとうございます」

　私はリビングダイニングを出て、ドレッシングルームのドアからバスルームへ入った。

　熱いシャワーを浴びながら、女性用のハイブランドのシャンプーとコンディショナーに手を伸ばして動きが止まる。

　どうしてあるの……？

　ほとんど減っていないが、これがあるということは女性が泊まりにきている証拠。男性のバス用品は別にある。

　ここのマンションは去年の十一月にできたと言っていた。その後入居して、まだ十カ月ほどしか経っていない。その間に女性が泊まりにきていたのなら、現在進行形の恋人がいるんじゃ……。縁談は？

　わけがわからなくなって、バスルームでゆっくりできずに、シャンプーとコンディショナーを使わせてもらい洗い終えるとさっさと後にした。

　ドレッシングルームで目に入ったドライヤーで髪を乾かし、リビングダイニングの手前のドアを開ける。

　え……？

　客室だと思っていた部屋には、ホテルのようなシンプルな白いリネンで整えられたキングサイズのベッドがひとつ。その上に、クッションを背に上体を起こしタブレットを手に持った尚哉さんがいた。

　突っ立ったままの私に、画面を見ていた尚哉さんの顔がこちらに向く。

「なにをしてる？」

「あの、ひとりで寝るんじゃ……」

「ベッドはここにしかない」

　タブレットをサイドテーブルに置いた尚哉さんは、おもむろにベッドから降りて近づいてくる。

「じゃ、じゃあ私はソファで寝かせていただきます」

「ホテルでも一緒に寝たくせに、今さら恥ずかしがっているのか？」

　口もとに笑みを浮かべた彼に片手を取られて軽く引っ張られ、無意識に数歩進んだ私の脚がベッドに触れる。

「は、恥ずかしがっているわけでは……」

　両肩をやんわり掴まれベッドに座らされる。

「襲われないとわかっているんだから、さっさと横になれよ。余分な寝具はないしな」

　襲われないとわかっている……というのは、愛している女性がいるから？

　小さかった胸のモヤモヤが大きく広がっていく。

　仕方なく頭を枕につけた。

　尚哉さんはベッドの反対側に戻っていき、ギシリとスプリングを軋ませながら横になった。

　ベッドサイドの明かりが消される。私の方のライトも消そうかと思ったが、ほんの少しだけなら話をしてもいいのではないかと口を開く。

「あの……」

　私は尚哉さんの方を向いて声を絞り出す。

「なんだ？」

　ベッドの上にいるせいか、尚哉さんの声が甘く聞こえる。

「迷惑をおかけしているのは重々承知していますので、明日ホテルに移ります。離婚の手続きも尚哉さんの都合のいいときに――」

　上を向いていた彼の頭が動き、目と目が合う。

　顔が不機嫌そうにしかめられ、腕で頭を支えて起こす。

「離婚ならいつでもできる。まずはお前が日本に慣れるのが一番だ。ここを提供しているのに無駄な金を使う必要もないだろう？」

「で、でも、恋人がいるのでは……？」

「恋人？」

　尚哉さんはわからないふりをしているのだろうか。縁談が進められているのに恋人がいるのはマズいから、しらばっくれているとか？

「バスルームに女性のシャンプーとコンディショナーがありました。正直に話してください。別に恋人がいてもいいんです。尚哉さんなら当然だと思います。早く籍をもとに戻さないと」

　本当の気持ちは違う。彼に恋人がいると思うと、胸を鷲掴みにされたように痛む。

「ああ、あれか」

　ふっと笑みを漏らし、思い出したような様子だ。

「あれは妹のだ」

「え？　妹さん？」

　入籍までしたというのに、彼の家族構成を知らなかった私はキョトンとなる。

「大学四年の妹だ。六ろっ本ぽん木ぎで遊んで帰るのが面倒になったからと、ドバイにいるときに泊まったようだ」

「恋人じゃなかったんですね」

　安堵している自分を自覚している。

「ああ。恋人がいるのにお前を助けるために入籍をするなど不誠実なことはしない。これからは来ないように言っておかないとな」

「それでも、ここは調理器具もなくて生活しづらいです」

「たしかにそうだな。お前が生活しやすいように揃えてくれないか？」

　私が生活しやすいように……？

「離婚はいつでもできる。今はお前をよく知りたい」

「え？」

「だが、よく知る時間がこの先ほとんど取れないかもしれないな」

　尚哉さんの言葉は意味不明で困惑する。

　私をよく知りたい？　でもよく知る時間がこの先ほとんど取れない……？

「寝よう。明日俺は仕事だ。八時に出かける。この近辺にはカフェもあるからゆっくりブランチを楽しめばいい」

　彼は目を閉じてしまった。

　でもせっかく『お前が生活しやすいように』と言ってくれたから、とりあえずこの部屋を整えつつ、この先のことを考えよう。




　翌朝、尚哉さんがシャワーを浴びているうちにベッドから抜け出して着替えを済ませた。半袖のカットソーにジーンズ、白のパーカーを羽織る。

　部屋は空調システムで快適だが、もうすぐ十月。日本の秋冬に適した洋服も買わなければならない。

　ウォークインクローゼットから現れた彼はダークグレーのスーツに着替えていた。ネクタイはレモンイエローで爽やかだ。

「起きていたのか」

「おはようございます。一緒に外に出て歩いてみようかと」

　リビングダイニングへ行き、尚哉さんがリモコンを操作する。濃紺のカーテンが自動で開いて部屋の中が明るくなり、電気が消える。

　窓一面にはほとんど邪魔する建物などなく、東京のシンボルタワーが目に飛び込んできた。

　天気は快晴だ。

　思わず窓に近づき、かなり大きく見えるタワーに見入る。まさか部屋から見られるとは思っていなかったので驚いた。

「すごいロケーションですね」

「ここに決めた理由のひとつだ」

「理由のひとつってことは、まだあるんですね？」

「霞かすみが関せきに近いからな。空港へも行きやすい。そうだ。部屋の鍵だ」

　景色を見ている私に、カードキーを渡す。

「指紋認証は帰ったら登録する」

　そう言うと彼はポケットから財布を取り出して、十万円を私の手のひらに置く。

「それ以上かかると思う。悪いが出しておいてくれないか？　後で払う」

「わかりました」

　東京の物価がどのくらいなのか覚えていないが、吟味して大切に使おう。

「最寄りの駅は神かみ谷や町ちょうだ。銀ぎん座ざへは……ちょっとスマホを貸して」

　尚哉さんはスマホに電車乗換案内のアプリを入れる。

「それから住所を入れておく。六本木やこの近くにも商業施設もあるから検索するといい。気をつけて行ってこいよ」

　そう言いながら、サクサクとメモ機能にこのマンションの住所を打ち込んでいく。

「タクシーに乗ったらこれを見せればいい。それから、道案内のアプリを入れろよ。迷子にならないように」

「ありがとうございます。不慣れなので助かります」

「まずは朝食を食べるだろう？　出よう。駅に向かう途中にベーカリーカフェがある」

　ビジネスバッグを持った尚哉さんと一緒に部屋を出た。




　ベーカリーカフェの前で尚哉さんと別れ、私は店内へ歩を進めた。

　サンドイッチとカフェラテをのせたトレイを手にして、窓に沿ったカウンター席の端に座った。

　スーツを着た会社員やシンプルな服装の女性たちが、駅に向かって早歩きしている。

　尚哉さんはいつ朝食を食べるの……？

　ゆで卵とハム、レタスなどの断面が綺麗なサンドイッチを前にして、彼を考える。

　とりあえず、今までのお礼もかねてマンションで暮らしやすいように整えよう。きっと忙しいから部屋には帰って寝るだけだったのかも。

　ん！　おいしいっ。

　サンドイッチを頬張りながら、買い物リストをスマホのメモ機能に打ち込んでいく。結果、リストはとてつもなく長くなった。

　今日一日では終わらないわね。

　一度マンションへ戻ると、出かけるときコンシェルジュデスクにいた南田さんはおらず別の男性に変わっていた。南田さんより若そうに見える。

「おはようございます」

　会釈をして通り過ぎる私に、眼鏡をかけたその男性が滑舌よく挨拶する。

　この女、誰？って思われてるかも……。

　立ち止まりコンシェルジュの男性に向き直る。

「あの、月城――」

「はい。伺っております。月城様の奥様でございますね。私は峰みねと申します」

「つ、月城真佳奈です。よろしくお願いします」

　名字を名乗るのは慣れていないな。

　もう一度頭を下げて、エレベーターホールへ向かう。

　それにしてもコンシェルジュの人たちの対応がホテル並みですごいわ。

　ドバイでの仕事が懐かしくなった。

　ここでの新しい仕事もホテルのフロントを探そうかな……。




　午前中に近くの商業施設へ行ったものの、高級すぎて購入意欲も湧かずに、尚哉さんが入れてくれた電車案内アプリを使って銀座へ向かった。

　銀座へは過去に何度か来ているので、迷わずデパートへ行き、鍋やフライパン、シンプルなふたり分のお皿やカトラリーを揃えた。

　これからの季節に重宝しそうなボルドー色のロングカーディガンも手に入れた。

　節約しようと思っていたがあまりの荷物に、タクシーで帰宅。コンシェルジュの峰さんが玄関先まで手伝ってくれた。

　時刻は十六時を回っていて、ずっと歩き回っていたせいで足が痛む。一昨日熱を出したばかりだったのに、お昼も食べずに動きすぎてくたびれていた。

　少し休んでから買ってきたものを出すことにしてソファに倒れ込んだ。

　尚哉さんは何時くらいに帰ってくる……？




　突然着信音が鳴り響き、ハッとして上体を起こした。すっかり眠っていたようだ。ローテーブルに置いたスマホへ手を伸ばす。

　尚哉さんだった。

　急いで通話をタップして出る。

「真佳奈です」

　電話に出ながら窓の外へ視線を向けると、すでに陽が落ちて暗くなっていた。部屋の明かりは自動でついたのだろう。

《俺だ。家か？》

「はい。そうです」

《買い物は順調に？》

「今日困らない程度に買えました。尚哉さんのお戻りは？」

　壁時計は十九時になろうとしていた。

　もうこんな時間だったのね……。

《遅くなりそうだ。気にせずに寝てていいから》

「お食事は……？」

《こっちで食べるから用意しなくていい。じゃ》

　忙しいのか、私が答える前に電話は切られてしまった。

　間違いなく忙しいだろう。二週間以上留守にし、出社なのだから。

　無意識に左手の薬指にはめていたふたつの指輪をくるくる回していた。

「さてと、なにか作って食べよう」

　炊飯器やオーブンは明日買うつもりで、ご飯を炊けないのでバゲットを買ってきていた。

　カーテンを閉めようと思うのに、景色が素晴らしくてなかなかリモコンに手がいかない。

　部屋の明かりを落として、キッチンの電気をつける。アイランドキッチンなので、シンクに向かっているときは景色を眺められる。

　購入したキッチン用品を洗って、カプレーゼの用意を始めた。

　トマトとモッツァレラチーズ、バジルとオリーブオイル、塩、黒こしょう、レモン汁などを混ぜた。

　オーブンがないので、カットしたバゲットはフライパンで焼いて、薄暗い部屋でソファに座って外の景色を見ながら食事をした。

　ひとりで食べるのってわびしいわね……。

　今までと違う生活に、気持ちが少し沈んでいる。

　すぐに食事が終わってぼんやりしていると、再びスマホが鳴った。

　画面に〝お父さん〟と出て、笑顔で電話に出る。

「お父さん！」

《真佳奈、どうだね。久しぶりの日本は》

　日本はドバイより五時間進んでいるので、向こうはまだ夕方だ。

「うん。いい感じよ」

《月城くんは戻っているのかね？》

「まだなの。忙しいみたい」

《ずっと出張していたからな。大変だろう。迷惑をかけずにな》

「わかってる。時期を見て籍をはずしてもらうから」

《ああ。そうしなさい》

「お父さんは大丈夫……？」

　父に対してハーキム氏がなんらかの行動に出ないか心配だった。

《私は元気だ。こちらは気にしないでいいからな》

「……はい」

　また連絡すると言って、父は電話を切った。

　お父さんの声を聞いたら余計に物悲しい気分になっちゃった……。

　時刻は二十一時を過ぎているが、尚哉さんの帰宅は電話の様子ではまだまだだろう。

　その後シャワーを浴びて明日の予定を立て、窓の外のタワーが消灯したときも尚哉さんは帰ってこなかった。

　それから三十分ほどが経ち、玄関のドアが開いた気配がしてソファからすっくと立ち上がった。

「まだ起きていたのか」

　リビングダイニングに彼の姿が現れ、涼しげな目を少し大きくさせた。

「おつかれさまです。いろいろと考えていて」

　家主が仕事をしているのに、図々しく先に寝るのはためらわれたせいもある。

「環境に体が慣れるまで無理をしない方がいい」

「尚哉さん、日本にいるときはいつもこんな時間までお仕事をしているんですか？」

「ああ。そうだが？」

　尚哉さんはキッチンへ行きかけたが、ふいに向きを変えて私の前へやって来る。なぜか不敵な笑みを浮かべて。

「俺を待っていた？」

「そ、そんなんじゃ、えっ？　きゃっ！」

　トンと肩を押されてソファに座らされてしまう。脚の間に尚哉さんの膝が入り込み、私の右肩に手を置いて顔が近づいてくる。

「な、おや……さん……？」

　真剣な眼差しが怖いくらいで、金縛りにあったみたいに身動きができない。

　怖いくらいな目つきとは裏腹に、唇が甘やかに重なった。

「っ、ダメっ！」

　上唇を優しく食まれ、このまま彼のキスにのめり込みそうな気持ちを奮い立たせ、尚哉さんの胸を強く押した。

　彼は簡単に私から離れた。

「もう誰も見ていないんですから」

　冗談っぽく言って頬を膨らませる。

　思いがけないキスに、心臓がドクドク暴れている。

「人に見せるためにキスをしたんじゃない。いい香りがするから、あれだ。蝶が蜜に惹かれるみたいなもんだな」

「きっとお疲れなんだと思います。お食事は何時頃に？　カプレーゼを作ったんです。お夜食にいかがですか？」

　胸の高鳴りを気にしないようにしてソファから立ち上がる。

「カプレーゼか。お前の料理はうまいからな。いただくよ」

　キッチンへ行き、冷蔵庫からカプレーゼのお皿を出して、バゲットもふた切れほど切ってフライパンで焼く。

「少し揃ったな」

「はい。大荷物になってしまったので、炊飯器やオーブンが買えなくて。明日、揃えようと思います」

「それだけでも家庭的な雰囲気になるもんだな」

　この部屋に合わせてシンプルなアメリカのメーカーの調理器具と、お皿やキッチン小物は白にした。

　感心したような尚哉さんに笑みがこぼれる。

「モデルルームのようでしたからね。できました」

　カプレーゼのお皿とバゲットをダイニングテーブルに運ぶ。

　尚哉さんはスーツのジャケットを脱ぎ、隣の椅子の背に無造作に置くと席に着き「いただきます」と言って食べ始める。

「明日の朝ご飯は目玉焼きとサラダとバゲットを用意しますね」

「これ、うまいな。ワインが飲みたくなる」

　尚哉さんに褒められて、くすぐったい。

「もう遅い。ここはいいから先に寝てろよ」

　仕事で忙しかったはずだから、ひとりでくつろぎたいのだろう。

「おやすみなさい。あ、お皿はシンクに置いておいてください」

「お前は家政婦じゃないんだ。食べたものくらい洗う」

「でも置いてもらっているので、それくらいさせてください。おやすみなさい」

　もう一度挨拶を口にして、軽く会釈をしてリビングダイニングを後にした。

　彼の寝室に入って、大きく深呼吸を繰り返す。

　まだ心臓の高鳴りが治まらない……。

　尚哉さんのキスは戯れのようなもの。本気になってはいけない。

『蝶が蜜に惹かれるみたいなもんだな』

　思い出して、私の口から重いため息が漏れる。

「寝よう」

　尚哉さんが食事とシャワーを終えて寝室へ来る前に。起きていたら彼を意識してしまって眠れなくなりそうだった。

　足もとが見えるように彼のサイドテーブルのライトをつけてから、昨日と同じベッドの右側に体を横たえると目を閉じた。




　翌朝目を覚ましたとき、少し離れた隣でまだ尚哉さんは眠っていた。

　今何時……？

　スマホのアラームはまだ鳴っていないので、それよりも早い時間なのだろう。

　広く開いているスペースに背を向けて寝ていたはずなのに、今日もそこに寝ている尚哉さんの方を向いていた。

　彼は真上を向いていて、規則正しい呼吸で胸の辺りが上下している。

　本当に綺麗な横顔。外国人の血が入っていそうなほど鼻梁が高くて……。

　そのとき、尚哉さんが身じろぎ、体をこちらに向けて横を向いた。

　そこで黒い瞳と目が合い、ビクッと私の体が跳ねる。

「おはよう。早いな。俺の顔に見惚れていたとか？」

　彼は「クッ」と喉の奥で笑う。

「そ、そんなんじゃないです。たまたま目が覚めてしまったので、ぼーっとしていただけです」

　言い訳がましく言いきって、体を起こす。

　スマホで時間を確かめると六時半だ。もうひと寝入りできる時間でもない。

　私はパーカーを羽織り、まだ横になっている尚哉さんを見る。

「朝食の準備をしていますね」

　彼にまたなにか言われないうちに、実際の感情とは違うが落ち着きはらったように見せて寝室を出た。

　パウダールームの鏡に映る顔が赤い。

　もうっ、朝からからかうなんて。

　冷たい水を顔にバシャバシャかけて洗うと眠気は覚めたが、まだ顔は赤い。

　今度は冷たい水のせいよ。

　服を着替え、キッチンへ向かう。

　昨晩彼が食べたお皿は綺麗に洗ってあった。

　いいって言ったのに……。

　お湯を沸かし、カップにインスタントコーヒーの粉を入れる。

　うーん……コーヒーメーカーも欲しいな。

　今日はいろいろ買うものがあるから重くなりそうだ。すぐ使うもの以外は配送してもらおう。

　朝食の準備が終わった頃、尚哉さんが現れた。黒に近い紺のスーツは細かい紫のストライプが入っていて、イタリアメーカーのモデルみたいに決まっている。

　やって来た彼はテーブルの椅子の背にジャケットを無造作に置いた。

　三つ揃いのベストの前ボタンが留められておらず、朝から色気がだだ漏れだ。

　出会っていない頃に道ですれ違ったら、絶対に振り返って見てしまうレベルだわ。

「朝食をどうぞ」

　椅子に座る尚哉さんの前に、インスタントコーヒーの入ったカップとワンプレートにしたバゲットとサラダ、ベーコンエッグのお皿を置く。

「ありがとう。この部屋で朝食を食べるのは初めてだ」

　いただきますと言って、彼は食べ始める。

　私も対面に座った。コーヒーを飲んでからバゲットにバターを塗っていると、食べる手を止めた尚哉さんが私に視線を向ける。

「今日も出かけるんだろう？　迷子にならないように気をつけて行けよ」

「地図アプリがあるんですから、迷子になんてなりません。昨日も大丈夫でした」

　彼には私が頼りなく見えるの？

「初日で慎重だったからじゃないか？　いくら地図があっても東京は慣れていないだろう？」

「そうですけど……ここの住所はスマホにあるので、万が一そうなったらタクシーに乗りますから」

「そうしてくれ」

　尚哉さんは真面目な顔で言って食事に集中し、私もバゲットを口にして食べ始めた。




　有ゆう楽らく町ちょうにある大きな電機店の家電コーナーで炊飯器やコーヒーメーカー、パンがトーストできるごく普通のオーブンを探す。

　ビルトインなので、大きなレンジ機能付きのオーブンはあるが、パンを焼くためなら小さい方がいいと思ったのだ。

　配達は数日かかるとのことで、待てない私は台車を借りてタクシーまで運んだ。

　後部座席に乗り込んで、ホッと息を吐く。

　マンションのエントランスにタクシーをつけてもらった瞬時、中からコンシェルジュの峰さんが出てきて荷物を引き取ってくれた。

「ありがとうございます」

「当然のことです。上まで運びましょう」

　一度は断ったが、「お気になさらずに。仕事ですから」と言われてお願いした。

　玄関前まで運んでもらい、峰さんは下に戻っていった。

　ひとつずつ部屋の中に入れて、段ボールから中身を取り出す作業に専念する。この後、米など食材の買い物があるので、ゆっくりやっていられない。

「これでよしと。ご飯が炊けるわ」

　キッチンの台に並んだ家電は、やはりここのインテリアに合わせて白にした。

　しかし、こんなに揃えてしまって私がここを出ていったら、使われることはなさそうだ。

　それ以前に、尚哉さんには縁談の相手が……。

　私が選んでよかったのだろうかと、申し訳なくなる。

　気に入らなかったら買い替えるか……。




　その夜も尚哉さんの帰宅は遅かった。昼間動きっぱなしだった私は二十三時になるとソファでウトウトし始め、ずるずるといつの間にか眠りに落ちていた。

　気がついたのは、浮遊感から。

「えっ!?」

　ビクッと肩を跳ねさせて目を開けると、不機嫌そうな顔で私を見る。

「なにもかけずに寝たら風邪をひくだろ。いや、ぶり返すと言った方がいいか」

　尚哉さんは帰ってきたばかりなのだろう。まだスーツ姿だ。

「……ごめんなさい」

　疲れて帰ってきているのに面倒までかけてしまい、心から謝った。すると彼の口角が楽しそうに上がる。

「クッ、素直じゃないか」

「もうっ、からかわないでください」

　寝室のベッドに下ろされ、布団がかけられる。ドＳなんだけど面倒見がいいのよね。

「おやすみ。あ、明日からワシントンへ出張だ」

「え……出張……？」

「戻りは金曜日だ。じゃ、おやすみ」

　尚哉さんはサラッと言って寝室を出ていった。

　ワシントンへ出張か……。帰国してまだ数日しか経っていないのに、こんなに早く行くなんて。

　朝晩の他愛もない会話や顔を見るだけで満足なのに、一週間近くもこの家に帰ってこないのだ。寂しい思いに駆られ、目をぎゅっと閉じる。

　そうして尚哉さんを考えないように、ドバイにいる父に思いを馳せた。




　玄関まで尚哉さんを見送ってから主のいないリビングを見回して、重いため息が漏れる。

　仕事をすればこの空虚な気持ちがなくなる？

「よしっ！」

　ドバイから持ってきたノートパソコンをテーブルに置く。ネットで求人募集が見られるはず。

　やっぱりホテルかな。

　マウスを動かし、求人募集をホテルに絞る。フロント業務の募集をしているのは二社のみ。しかしよく見るともう締めきっている。

　ここから通勤三十分以内。職場としては最適なのに残念。

　でも、職が決まったらここを出るのだから、別に三十分以内じゃなくてもいいんだよね。

『離婚はいつでもできる。今はお前をよく知りたい』

　尚哉さんの言葉が思い出されるが、よく知りたいと言っても……好きだから、とかではなさそうだし。

　いずれは離婚する関係だ。彼への恋心をなくさなければ、離婚したとき今以上につらい思いをする。










五、甘い外交官と最初の夜




　翌日もノートパソコンを開き、職探しをしていた。どこにも出かけず、休憩を取りながらネットを見て過ごして一日が終わろうとしている。

　どこにも出かけないのは雨のせいもあった。南の方から台風が接近してきている。

　台風を経験したのは久しくないから不安もあるが、このマンションであれば怖がらなくてもいいはず。

　そろそろ寝ようかな。

　二十三時頃から就寝を考えていたのに、すでに二十四時になろうとしていた。

　ノートパソコンの前で頬杖をついて、求人サイトへ視線を向けているが、頭では別のことを考えている。

　ワシントンは今何時？

　顎を手のひらから離し、キーボードに〝東京ワシントン時差〟と打ち込む。

　十三時間東京の方が進んでいる……。だとしたらワシントンはお昼前ね。

　尚哉さんから連絡が来るはずないか。

　さてと、寝よう。

　ノートパソコンをパタンと閉じて、椅子から立ち上がる。飲み終わったカップを手にしたとき、テーブルの上のスマホが鳴った。

　え？

　視線をスマホに向けると、画面の文字は〝尚哉さん〟だった。

　一瞬びっくりして食い入るようにスマホを見つめたが、我に返って通話ボタンをタップし耳にあてた。

「もしもし？」

　落ち着いて聞こえるように声を出すが、実際は心臓が一瞬でドキドキ暴れ始めていた。

《俺だ。寝てたか？　台風が列島に近づいているな》

　彼の声は海外にいるように思えないほどクリアだ。

「いいえ。リビングでパソコンを。台風、直撃は免れそうなんですが、今日は一日雨で」

《台風の経験は久しぶりだろう。怖いか？》

「そうでもないです」

　怖いと言ったって尚哉さんはワシントン。心配はかけられず、話を変えようと口を開く。

「あの、仕事を探そうと思っています」

《まだ帰国して一週間も経っていないのに、職探しは早いんじゃないか？》

　そう言うからには尚哉さんは反対のようだ。でもどうして？

「で、でも一日中なにもしないのは……」

《行きたいところはないのか？　顔見知りに会うとかは？》

「あ……お墓参りに」

　母のお墓は奥おく多た摩ま町まちにある。東京のはずれにあり、電車とバスを乗り継いで片道三時間近くかかった記憶がある。

　帰国したとき、お墓参りに行こうと思っていたのだが。

《お母さんの？》

「はい。ちょっと遠いので二の足を踏んでいました。でも就職したらなかなか行けなくなるので、行ってきます」

　そうよ。そうしよう。出かけたら一日なんてあっという間に終わる。

《ちょっと遠いとは？　どこなんだ？》

「奥多摩です」

《それなら俺が休日に車で連れていく》

　多忙な彼の休日をつぶしてしまうと思ったら、申し訳ない。それならひとりで行った方がいい。

「いいえ。電車で行ってきます」

《ひとりで行けるのか？》

　彼らしくなく、心配そうな声に私はふふっと声を漏らした。

「大丈夫です。何回か行っているので」

《わかった。気をつけて行ってこいよ。なにかあったらいつでもメッセージを送ってほしい》

「え……？」

《それが電話をかけた理由だ。じゃ、おやすみ》

　電話をかけた理由……？

　困惑している間に、通話が切れた。

　ふと窓へ視線を向ける。さっきまで点灯していたシンボルタワーの電気が消えていて、雨が窓を打っている。

　尚哉さんは台風が心配だったのね。

　リモコンのある場所まで行き、スイッチを押すと雨粒の容赦なく降りかかっていた窓が濃紺のカーテンで覆われた。




　翌日も台風の影響で雨。昨日よりもすごい降り方で、豪雨というのが正しいかもしれない。

　台風は紀き伊い半はん島とうに近づき、東京をかすめて房ぼう総そう半はん島とうに直撃し二日後に台風一過となった。

　結局、奥多摩にお墓参りに行けたのは尚哉さんが帰国する金曜日だった。

　時刻を検索して準備万端で電車に乗ったが、奥多摩駅でバスを乗り間違えて、霊園に到着したのは十四時を回っていた。

　緑が多いこの霊園は気分がいい。一時間ほど草むしりや御み影かげ石いしの墓石を磨き、仏花を供え、両手を合わせて母に挨拶をした。

　線香は母が好きだった花、桜の香りだ。

「お母さん、こんな事情でお父さんをひとりにさせてしまったけれど、また一緒に暮らすから心配しないでね」

　こんな事情……母ならわかってくれているだろう。




　霊園を出てバスに乗り、電車を乗り継いで神谷町駅に着いたのが二十時過ぎ。

　帰宅したらすぐにご飯を炊いて、おかずを作らなきゃ。

　今日は尚哉さんが帰国する日だ。時間は知らされていないが、おそらく帰国してすぐ職場へ行って仕事をしているのだろう。

　でも、なにか軽く食べられるものを作っておきたい。

　マンションに向かって急ぎ足で歩いていると、カーディガンのポケットの中でスマホが振動していることに気づき、慌てて取り出す。

「もしもし、尚哉さん」

《どこにいるんだ？　家にいないから焦るだろう？》

「あ、すみませんっ。お墓参りに行ってきたんです。戻ったらお夕食すぐに作りますね。もうマンションの下です」

《いや、夕食は外で食べよう。今から出るから待っていろよ》

　通話が切れ、エントランスを目の前にして私の足が止まる。

　帰国してからふたりで外食をしていなかったので、初めてのデートみたいで胸がドキドキしてくる。いえ、デートではないけれど。

　ふとうつむき、自分の格好にハッとなる。

　長袖のカットソーにジーンズ、そしてカーディガンというおしゃれ感のない服装だ。

　まさか高級レストランじゃないよね。

　そこへエントランスの自動ドアが開いて尚哉さんが颯爽と姿を現した。彼がカジュアルなコートにジーンズ姿なので胸をなで下ろす。

「おかえりなさい。おつかれさまでした」

　笑顔で頭を下げる私の手を掴み、彼はスタスタ歩き出す。

「尚哉さんっ、ただいまのひと言もないんですか？」

　私は彼の歩調に合わせるのが大変で、早歩きになる。

「ただいま。腹が空いているんだ。店に入ってから話そう」

　おなかが空いているから余裕がないなんて、なんだか子どもみたい。

　彼の知らない一面に顔を緩ませる。

「お店って、どこに？」

「定食屋」

　異論はなく、手を握られるまま五分ほど歩き、古びたのれんが下がる定食屋に入った。

　仕事帰りのビジネスマンが多く、ビールを飲みながら定食を食べている。

　尚哉さんは女将と顔見知りのようで、ふっくらとした彼女はすぐに奥のふたり掛けのテーブルに案内してくれる。

　席に着いた尚哉さんはサイドに置いてあるメニューを手にして私に見せた。

「ここはなんでもうまいよ」

　メニューへ目を落とすと、お刺身や焼き魚、かつ丼やフライなどがあり目移りする。

　そういえば、お昼はコンビニで買ったおにぎりとペットボトルのお茶しか胃に入れていなかった。

　お店に漂うおいしそうな匂いでおなかが鳴りそうだ。

　こんな庶民的なお店にも行くのだと、彼の新しい一面を見られて笑みを深める。

「じゃあ……フライ定食にします。尚哉さんは？」

「焼き魚がいいか。海外出張すると、ここの焼き魚が食べたくなるんだ」

　注文を済ませた尚哉さんは先に運ばれてきた瓶ビールをふたつのグラスに注ぐ。

「遅かったな。何時に出たんだ？」

　グラスを少し掲げて彼はゴクゴク飲み干す。

「え？　朝、九時くらいに。乗り継ぎが悪くて」

　乗り間違えたのは黙っておく。それを話したら『だから俺が連れていくと言ったのに』とあきれられるに違いない。

「こっちは雨続きだったんだな。無事に墓参りができたならよかった。台風は大丈夫だったか？」

「はい。風がすごくてなにか飛んできたらと思いましたが、高層マンションなのでそんな心配はいらなかったですね」

「そうだな」

　尚哉さんはもう一本瓶ビールを頼む。

　そうこうしているうちに頼んだものが運ばれてきて、彼はビールを飲みながら鯖さばの塩焼きをつっつき始める。

　おなかが空いていた私だけど、ボリュームのあるフライの盛り合わせに目を丸くする。

「尚哉さん、少し食べてくれませんか？」

「残したら食べるよ」

　先に取らずにそう言われると、なんだか本当の夫婦のようだ。

「はい。いただきます」

　私はタルタルソースののった大きなエビフライにかぶりつく。熱々ですぐには飲み込めず、口の中に火がついたみたいになったところを、尚哉さんに笑われながら水の入ったコップを差し出された。

　なんとかエビフライを飲み込み、ついで水も口にする。

「はぁ～おいしい。熱かったけど」

「だろ。ここのおかげで俺はひもじい思いをしないで済んでいたんだ。真佳奈が来る前の話だがな」

「ひもじいって」

　私はクスッと笑った。

　残したフライは尚哉さんが全部食べてくれ、定食屋を後にした。家でお酒を飲もうということになり、まだ開いているセレブ御用達のスーパーでチーズなどのおつまみを選んだ。

　ふたりでスーパーへ行き一緒に選んでいると、私の心は幸せに満たされていった。




　エレベーターを降りて玄関の施錠を解除した尚哉さんは私を促す。先に大理石の土間に足を踏み入れた私は、見慣れない赤いハイヒールに我が目を疑った。

「尚哉さん……」

　後から入ってきた彼へ困惑しながら振り返る。

「どうした？　先に上がれよ」

　そこへリビングの方からパタパタ足音が聞こえ、私たちの前に若い女の子が現れた。

「お兄様！　おかえり――」

　妹さんのようだ。綺麗な彼女は、目と目が合った私を前に言葉を止める。

　妹さんは大学生と言っていたので、私より年下。華奢でスラッとして手足が長くスタイルがよく大人っぽい。月城家は美人家族のようだ。

「和泉いずみ、連絡もせずに来るな」

　尚哉さんは驚いてもいないが、私はどうしていいのかわからずその場で微動だにしないまま突っ立っている。

　和泉さんの視線が私の左手に向けられ、驚愕したように凝視する。結婚指輪を見ているのだろう。思わず見られていた手を体のうしろに隠す。

「いったいどういうこと!?　お兄様が不倫していたなんて……」

　怖い顔でずんずんと詰め寄られ、のけぞりそうになったところへうしろから腕を引っ張られて、尚哉さんが前へ出た。

「お前、不倫ってなんだよ。ほらさっさと帰れ」

「お兄様、その女性を私に紹介できないの？　その人結婚指輪しているじゃない」

　尚哉さんは靴を脱ぎ、私の腕を掴みリビングへ歩を進める。

「あ、あの……尚哉、さん」

　自分の立場の説明を妹さんにするべきか迷うところで、彼を呼ぶ。

　和泉さんはもちろん帰るわけなくついてくる。

　リビングに入ったところで、尚哉さんは買ってきたものをテーブルの上に置いて、面倒くさそうに和泉さんへ顔を向けた。

「お兄様は不倫しなくてもモテるのに。どうして？　あ！　だから縁談を断ったのね！」

　縁談を断った……？

　私は驚いて尚哉さんを仰ぎ見る。

「和泉、落ち着け。俺の指を見ろ。彼女と結婚したんだ。お前の義理の姉だ」

　突然の兄の爆弾発言に、和泉さんは言葉を失った。

「これにはわけがあって――」

　説明しようとした私を尚哉さんは遮る。

「今度ゆっくり挨拶に行くから、お前は早く帰れ。出張帰りで疲れているんだ。それから親父たちには俺の口から話すから、お前はひと言も漏らすんじゃないぞ」

「そんなぁ。彼女と結婚したなんて信じられない話をしたのに、帰れるわけないじゃない」

　尚哉さんは迷惑そうに一瞬口もとをゆがめたが、ため息をついたのち、突然隣にいた私の肩に腕を回した。

「妻の真佳奈だ。年は二十六歳。知り合ったのはドバイ。在ドバイ総領事館の領事の娘さんだ」

　彼はあくまでも私を〝妻〟と紹介した。おそらく事情を話すのが面倒なのだろう。

「和泉さん、真佳奈です。よろしくお願いします」

「ずいぶん簡潔に紹介しているけど。まあ、お兄様はいつもそうだから仕方ないわね」

　彼女はため息をついてから、私に向かってにっこり微笑んだ。

「お義ね姉え様、お兄様をよろしくお願いします」

　私を兄の妻として受け入れてくれたようだ。だけど、偽りの夫婦なので複雑な気持ちだ。

　今すぐ本当の話をしなきゃ。

「あの、和泉さん――」

「和泉、もういいだろう。俺たちは新婚なんだ。早く帰れ」

　再び遮った尚哉さんは和泉さんに近づき、両肩に手を置いて回れ右をさせた。

「えーだって、もうこんな時間よ？　電車で帰すの？」

「タクシーで帰ればいいだろう」

「大学生なのよ？　そんなお金なんてないわ」

「親父のカードがあるくせに」

「あれは使いたくないの」

　急にぎこちなくなった和泉さんの表情で、尚哉さんはその意味を悟ったようだ。

「さては使いすぎたな？」

「まあそんなところ」

　彼はこれ見よがしに重いため息をついてみせて、出したお財布から数枚のお札を和泉さんに渡した。

「こんなにいいの!?　お義姉様のおかげで太っ腹なのね。お兄様、ありがとう！」

「言っとくが、落ち着いたら家に行くから、俺たちのことはお前から話すんじゃないぞ」

　釘を刺した。どうやら口止め料も含まれているらしい。

「わかったわ。それにしても、お兄様ってやっぱり面食いなのね。ではお義姉様、今度ゆっくり会ってくださいね」

　和泉さんは私にペコリと頭を下げて、ソファの上に置いていたハイブランドのバッグを持って玄関へ足を運ぶ。

「あの、気をつけて――あ、それよりもタクシーを拾うところまで私も一緒に。尚哉さん、行ってきます。こんな綺麗な子にひとりで夜道を歩かせるなんて」

「お義姉様、優しいんですね。でも、夜道なんていつもですから。まだ遅い時間じゃないし。ほら、お兄様が怖い顔をして睨んでいるわ」

「真佳奈、タクシーはコンシェルジュが呼んでくれるから、夜道を歩かせるわけじゃない」

「そういうことです。それではさようなら」

「ちょっと待て」

　尚哉さんが和泉さんに手のひらを上に向けてぐっと突き出す。

「な、なに？」

「鍵を返せよ。結婚して状況が変わったからな」

「……わかったわ」

　和泉さんはしぶしぶバッグから鍵を出し、差し出された手のひらに置いた。

「今度来るときは電話をしろよ」

「了解」

　和泉さんは肩をすくめ、にっこり笑って赤いハイヒールを履き玄関を出ていった。

「まったくげんきんなヤツだ」

　お金の件を言っているのだろう。それにしても、娘にクレジットカードを渡し、彼女自身大学生の身分でハイブランドのバッグを持っているなんて……。

「大人っぽくて綺麗な妹さんですね」

「そうか？　なにを飲む？」

　サラッと話を変えた尚哉さんは買ってきた袋をキッチンへ持っていく。

「ウイスキー以外なら。苦手なんです」

「このつまみなら赤ワインがいいか」

「はい。あ、おつまみは私がお皿に盛ります」

　手を洗って、アイランドキッチンの作業台に置かれた袋から数種類のチーズや生ハムをパックから出してお皿に盛る。

　彼はリビングにあるおしゃれなガラスのチェストから高価なグラスを出してきて洗っている。

　それから彼はワインセラーの前に片膝をついてしゃがみ込み、ワインを選び始めた。

　リビングのソファの方へそれらを持っていき、一緒に飲み始める。

　東京のシンボルタワーがよく見えるように並んで座った。

　あたり障りのない会話で上等な赤ワイン一本を軽く飲み終え、尚哉さんはワインセラーからもう一本持って戻ってくる。

　彼の方が定食屋から飲んでいる量は多いが、彼の三分の一ほどしか口にしていないのに頭がボーッとしてきている。

　今日は遠出をしたせいで疲れているみたい。酔いが回るのが早い。

　和泉さんが帰ってからずっと聞きたかったことを、ようやく飲んだ勢いで話せる気がしてきた。

「……尚哉さん、先ほど和泉さんがおっしゃっていましたが、縁談を断ったと。私のせいで申し訳ありません」

「たしかに真佳奈のせいだ」

　そうはっきり断定され、うつむいて体を縮こませる。

「私は日本に戻ってきたところで離婚しましょうと……」

　彼をどんどん好きになっている私は、そう言いながら自分が惨めに思えてくる。

「俺が縁談を断ったのは、ほかの女と結婚する必要がなくなったからだ」

　尚哉さんは持っていたグラスをテーブルの上に置いた。その横顔は彫刻のように美しい。

「ですから離婚を……」

　彼の方へ少し体を向けると、どういうわけかいつもの冷めた目ではなく、熱を帯びた瞳で私を見つめている。

「離婚はしない」

「え？」

　私、酔いすぎて聞き間違えた……？

　尚哉さんは妖しい微笑みを浮かべ、私の唇を塞いだ。次の瞬間、私は彼にキスをしてほしかったのだと気づく。

　ドバイの夜、テラスで熱くキスをされたときを思い出す。

「っ、ダ、ダメ……」

　そう言いつつも尚哉さんをはねのけられない。それどころか、もっとキスをしてほしい。

「真佳奈が欲しい」

　熱に浮かされたような私の耳に、疼うずきを加速させるような尚哉さんの甘い声が届いて、もっと彼を知りたい、抱かれたいという思いが募っていく。

「……んっ、ふ」

　口腔内を探っていた舌は私の舌を捉え、より深いキスに変わる。

　怖いくらいに体の芯が疼くのは初めてで、戸惑いながら尚哉さんのキスに応える。

　いつしか夢中で絡みつくようなキスになり、飲みきれない唾液が喉もとを濡らしていく。

　酔っているせいで彼にベッドへ運ばれ、服を脱がされても気にならなく、彼の愛撫に夢中で応える。初めてにもかかわらず戸惑う気持ちはなくて、とにかく彼に抱かれたい一心で受け入れる。彼が施す指や唇に快楽を覚え、進んで尚哉さんの熱を受け止めていた。




　いつもと違う肌に直接触れるシーツの感覚に、ハッとして目を開けた。

「きゃっ！」

　目を開けたすぐ近くに尚哉さんの美麗な顔があり、思わず声をあげ、上体を起こした。そこで自分がなにも身につけていないことを知る。

　かけ布団をたぐり寄せて胸にあてた。

　断片的に蘇る昨夜のシーン。情熱的ながら優しく……。

　わ、私っ、尚哉さんと!?

　彼へ驚愕の視線を向けるが、私の動揺を知らずに眠っている。

　かけ布団を少し持ち上げ、自らの体をおそるおそる見て目を見張る。

　やはり一糸まとわぬ姿。腰がだるいし、胸の辺りには吸われたような赤い斑点がところどころについている。

　はぁ……。

　わずかな記憶だが、尚哉さんがどんなふうに私を抱いたのかが思い起こされ、羞恥心に襲われて両手で顔を覆った。

「百面相のように忙しいな」

　隣から声がしてビクッと肩を跳ねさせ吃きっ驚きょうし、顔から手を離す。

「お、起きて……？」

「あたり前だろ。叫んだ後にかけ布団を持っていかれたら目も覚める。お前が動揺しまくっているから、笑いをこらえるのに必死だった」

　尚哉さんはゆっくり起き上がった。彼も素っ裸のようで、厚い胸板から引きしまる腰の辺りまで露出して、慌てて横を向く。

「なにかはいてくださいっ」

「素っ裸で愛し合った仲のくせに、恥ずかしがるのか？」

「と、当然ですっ！　ほとんど記憶がないですけど、これは間違いですから」

「はあ？　間違い？　間違いってなんだよ」

　ムッとした声が聞こえて、おそるおそる顔を尚哉さんに向ける。

　とりあえず下腹部はかけ布団で隠れていてホッとする。

「飲みすぎちゃって……お、覚えていないし」

「言っていることが支離滅裂じゃないか？　間違いと言った時点で、俺と寝た記憶があるのは明白だ」

　クッと笑う尚哉さんは挑戦的な視線を送ってくる。

「もっと、と欲しがったんだがな」

「そ、それは覚えていないですっ」

「まあいい。今夜は夫婦同伴のアメリカ大使館主催のパーティーがある。後でドレスを買いにいくからな」

　尚哉さんは身をひるがえして、反対側のベッドから下りた。

「きゃっ！」

　彼の言葉に呆気に取られていたが、恥ずかしげもなくいっさい無駄のない裸体をさらされ私は悲鳴をあげた。

「まったく……」

　あきれたようにつぶやいた尚哉さんは一糸まとわぬまま、寝室を出ていこうとする。

「え？　ちょっと、待って！」

「なんだ？」

　ドアのところで振り返ろうとする彼に、私は目を手で覆って慌てて口を開く。

「や、やっぱり、い、今はいいです！　後で！」

「慣れていないにもほどがあるな。かまととぶっているように見えるぞ。ベッドの上では進んで――」

「もうやめてくださいっ！」

　私は目を手で覆ったまま金切り声をあげた。

「一緒にシャワーを浴びるか？」

　恥ずかしがる私をわざとからかっているのだろう。

　枕を投げるが届かず、尚哉さんは愉快そうに笑って寝室を出ていった。

　夫婦同伴のパーティーって、私が出てしまっていいの……？

　困惑しかない。




　尚哉さんが出た後浴室に入り、隅々まで洗って彼の痕跡を流す。体を洗っていると断片的に記憶が蘇ってきて、顔が熱くなってくる。

　シャワーから出て、ブラウスとスカートを着て平静を装いリビングへ歩を進めた。

　尚哉さんと顔を合わせるのは気まずくて、一歩近づくごとに鼓動が大きく暴れだしている。

　リビングからは香ばしいコーヒーの匂いが漂ってきた。

　私の姿に気づき、尚哉さんはコーヒーをカップに注ぎ手渡してくれる。口もとを緩ませていることから、私の気まずさがわかっているのだろう。

「コーヒーを飲んだら外でメシを食おう」

　時刻は十時を回っていた。思ったより目が覚めたのが遅かったのだ。

「……材料はあるので作ります」

「いや、そのついでに買い物だ」

「夫婦同伴のパーティーに私を連れていってもいいんですか？　私たちは偽りの――」

「問題ない」

　問題ない……？　余計にこじれてしまうのでは……？




　尚哉さんは、地下駐車場に止めていたダークグリーンの愛車の助手席へ私を乗り込ませた。有名なエンブレムがついているイギリス車だ。

　普通の外交官がこんな高級車に乗っているなんて……。

「一介の外交官が高級車に乗っていて、なにか言いたげだな」

「誰だって思います」

「親父が飽きて違う車にした際に譲り受けたんだ」

「お父様の職業は……？」

　こんなに綺麗な高級車を飽きたから譲るなんて、そうとう裕福なのかしら。和泉さんにも自由に使えるカードを持たせているようだし。

「『月城エネルギーホールディングス』は知らないか？　親父はそこのＣＥＯだ」

「ええっ!?　もちろん社名は知っています」

　月城エネルギーホールディングスが日本で一、二を争う石油会社だというのは、ほとんどの人が知っているだろう。

　尚哉さんが御曹司だったなんて。でも、なぜ彼は外交官に……？

「親父の趣味で、うちの車庫にはこんな車が数えきれないくらい並んでいるからな」

「びっくりしました」

　彼は赤信号で静かに車を止めて、私へ顔を向ける。

「なぜ家業を継がずに外交官なのか知りたい顔をしているな」

「はい。どうして……？」

　青信号になり、尚哉さんはアクセルを軽く踏む。

「兄がふたりいるから、三男の俺は自由の身なんだ。長男は本社で専務、次男は現在サウジアラビアの支社長だ」

「ご兄妹が多くてうらやましいです」

「だから末っ子の和泉は甘やかされて、わがままに育ったんだろうな」

　ふと、尚哉さんと和泉さんの年が離れすぎている気がした。

「あ、和泉だけ母が違う。俺たちの母親は二十年前に病気で亡くなったんだ。継まま母ははだが、実の母親みたいな存在だ」

　事情は複雑なのかもしれないけれど、和泉さんは家族から愛されて育ったように見えるし、尚哉さんがそんなふうに言えるなら幸せな家庭なのかもしれない。

　そこで車は六本木の商業施設の地下駐車場に到着して、尚哉さんは言葉を止めた。

　庭園が望めるカフェの窓側の席でクラブハウスサンドをひと口かじる。トマトとレタス、鶏肉などがぎゅっと詰まっていておいしい。

　尚哉さんはローストビーフサンドを食べている。

「今日は忙しいからしっかり食べろよ」

「お洋服を買うだけですよね？　忙しくは」

　尚哉さんは不敵な笑みを浮かべ、答えずにコーヒーの入ったカップに口をつける。

　彼の唇を見て昨晩のうろ覚えのキスを思い出し、急に顔に熱が集まってくる気がして、急いでカフェオレを飲みホッと息を吐いた。




　店に着いて早々、彼はショップの棚にかけられている数点を選び、試着をするように言う。そして自分はソファに腰を下ろし長い脚を組んだ。

「着たら出てきて俺に見せろよ」

「自分で見るだけでいいじゃないですか」

「いや、パーティーに出席する女性たちと遜色ないように選ばないとな」

　試着していちいち尚哉さんに見せるなんて、なにかの映画みたいじゃないっ。

「素敵なご主人様ですね。奥様がかわいくて仕方がないんですね。うらやましいです」

　店員が黒のドレスを試着室の壁にかけて、にっこり笑って出ていった。

　とりあえず、着てみないことには始まらない。

　私はかけられた黒の膝下までのドレスに袖を通した。

　着替え終わり、ドアのところに用意されていたミュールへ足を入れて、尚哉さんのもとへ歩を進める。

「地味だな。着替えてきて」

「これくらいの方が目立たなくていいかと」

「真佳奈の顔が暗くなる。ほら、次」

　彼が最初に選んだ服すべてに着替えてみせたが、どれにも首を縦に振らない。

　何度も着替えさせられて疲れてきた。

　あ、だからさっき『忙しいからしっかり食べろよ』って言ったのね。

「う～ん。俺のイメージと違う」

　尚哉さんは腕を組んで本気で悩んでいる様子。

　そのとき、店員がピンときたような顔つきになった。

「まだ品出ししていないものがあります。お持ちしましょうか？」

「そうしてください」

　店員はバックヤードに消えていく。

　ここはハイブランドのショップではないが、一着十万以上はしている。

「尚哉さん、気に入らなければ別のお店へ行きましょう」

「まあ気に入らなくもない、どれも似合っていたけどな」

「ええっ？」

　どういうこと？

　眉根がぎゅうっと寄る。

「それならあの中から決めてください。あんなにたくさん着る必要はなかったじゃないですか」

「いいだろ。いろいろなお前を見たかったんだ。決めかねたしな」

　え……？

　そこへ店員がサックスブルーのレースをあしらった上品なドレスを持ってきた。

「色味はいいな。控えめな中にも華やかさがある。それに着替えてきて」

　着ない選択はできなかった。こうして持ってきた店員に申し訳ないので、仕方がなく試着室へ戻った。

　ウエストはリボンでマークされ、膝下から足首までレース素材になっており、足が覗いている。華やかでフェミニンだ。試着した中で一番気に入った。

　尚哉さんが首を横に振っても、これにしたいと言おう。

　意気込んで試着室から出て、尚哉さんの前に進む。彼の視線が上から足もとまで移動する。

「尚哉さん、私は――」

「これがいいな。こちらをもらいます。あと」

　彼は私が試着して山積みになった中から二点を選び、「これももらう」と店員に告げた。

「そんなにいらないじゃないですか」

「そうとは限らない。それ全部ください」

　店員はにっこり笑って「すぐにお包みいたします」と言い、ほかの店員も手伝い用意を始めた。

　ニコニコした店員に見送られた後、ドレスに合うヒールを尚哉さんが選び、商業施設を出て美容院に連れていかれた。

　路面店で、二階まですべてガラス張りの明るい美容室だ。

　わけもわからないまま一緒に店内に入り、尚哉さんは美容師に私を預けると、出口に向かおうとした。

「二時間後迎えにくる」

「な、尚哉さんっ」

「施術内容はあらかじめ伝えてあるから。じゃ」

　彼は両手に先ほどのショッパーバッグを持って去っていった。




　二時間後、私の髪は人生で一番の艶が出ていた。大きなロッドで巻かれ、いくつもの大きなカールが波打っている。

　施術が終わった頃にちょうど尚哉さんは現れ、私の髪に指をすべらせて満足そうに笑みを浮かべる。

　彼に触れられ、またもや鼓動が跳ねる。

「いい感じだ」

　彼は会計を済ませ、美容院を後にした。

　すでに時刻は十五時になろうとしていた。クラブハウスサンドしか食べていないのでおなかが空いている。

「こんなにお金をかける必要があったのなら、私はパーティーへ出席しない方がいいのではなかったかと」

「楽しくなかったのか？」

「それは……綺麗になるのも綺麗な服を着るのもうれしいですが……」

「堅実なお前らしい。軽くなにか食べて家に戻ろう」

　話をサラッと変えた尚哉さんは、私の背に手を置いて促した。




　パーティーは日ひ比び谷やの高級ホテルで十八時から。買い物から帰宅したときには十六時を回っていたので、急いで支度を始めた。

　ドレッシングルームで着替え、パーティー用に華やかなメイクを施す。

　夫婦同伴のパーティーというからには、尚哉さんは私を公に妻として紹介してもいい考えのようだ。彼はこのまま結婚生活を続けてもいいと思っているように見える。でもそんな期待をしたらダメだと自分を戒める。

　もしも違う場合、精神的ダメージを強く受けるだろうから。

　支度を終わらせてリビングへ行くと、先に用意が終わっていた尚哉さんはソファに座り、タブレットを見ていた。

　彼はブラックフォーマルで、私の服に合わせたサックスブルーに似た色のネクタイを身につけていた。

　高身長でスラリとした体躯なので、スーツ姿はもとよりなんでも着こなす。着やせするので、脱いだら鍛えられた肢体があるようには見えない。

　尚哉さんは私に気づき、顔を上げた。

「準備はＯＫ？」

　そう言う彼はなぜか少し驚いたような顔になった。

「はい。お待たせしました。な、なにかおかしいですか……？」

「いや、あまりにも綺麗で驚いたんだ。ドレスもよく似合っている」

　組んだ脚を解いた彼はソファからすっくと立ち上がり、私の目の前に来て熱い視線で見つめる。

「キスしたい」

「い、いつもは聞かないじゃないですか」

「そのリップをキスで落としたら怒られそうだからな」

　不意に尚哉さんは腰を屈め、私の頬に唇で触れた。それからひとり掛けのソファに置いてあった物を手にして私に渡す。

「これは……」

「パーティーバッグだ。それと、ドレスだけでは寒いだろう。ショールを」

　小ぶりだけどしっかり物が入りそうな黒のバッグは、肩紐の間にチェーンが施されている。一緒にクリーム色のショールも差し出された。

　驚くことにどちらもハイブランドのもので、受け取るのもためらわれる。

「これは……ちょっと……」

「は？　これくらいはしないと笑われるぞ。必要な物をバッグに入れて」

　バッグを押しつけた尚哉さんは、私の肩にショールをかけた。




　ハイヤーでホテルに到着した時点で、尚哉さんは口を引きしめて辺りへ視線を配り、まさに外交官の顔になる。私をさりげなくエスコートし、レセプション会場へ向かい招待状を受付に渡す。

　受付は日本人の若い女性がふたり。会場へ歩を進めたとき、背後から「あの人、すごく素敵！」と聞こえてきた。

　当然彼の耳にも届いているだろう。ちらりと顔を見るが、表情はまったく変わらず凛々しい。

　会場は立食式で招待客も大勢というわけではなさそうだけど、これから増えてくるのかもしれない。

　すぐに日本人の恰幅のいい年配男性に尚哉さんは呼び止められた。

　以前一緒に在アメリカ大使館で働いていたという彼に、尚哉さんは私を妻として紹介した。

「結婚したのか。おめでとう」

　男性はびっくりした様子だったがすぐに祝福して、私を奥様に紹介する。

　奥様は訪問着を着ており、こういったパーティーに慣れている様子だ。

　それからも歩けば尚哉さんは知り合いに会い、同じように私を紹介する。

　何人もの招待客と挨拶を交わす。ホテルで働いていた頃はわりとお客様を覚えていたのに、今日はたくさんの人と緊張とで、次回会ったとしても素通りしてしまいそうだ。

　尚哉さんの隣にいると、妙に注目を浴びている気がする。

　招待客の方々と話すたびに、尚哉さんが有能で期待されている外交官だとわかる。

　いつかは父のように領事……ううん、大使になるかも。もしかしたら外務省のトップにも。

　尚哉さんは英語、中国語、スペイン語、そしてアラビア語を話せるマルチリンガルだった。

　英語とアラビア語は私にもわかるが、ほかの言語となるとまったくだ。

　シャンパンを飲みながら立食式の食事をし、尚哉さんは私から離れることなくそばにいる。

「大事なお仕事の話などがあれば私はここで待っていますから、どうぞ行ってくださいね」

「真佳奈がいてもちゃんと仕事になっているから心配しなくてもいい」

　たしかに会話の中で次回会う約束を取りつけたり、取りつけられたりしていた。

　まだ若い外交官であるのに、堂々としたいで立ちと、そつのない話術。すべてにおいて彼は完璧だった。

　尚哉さんは腕時計で時刻を確認する。

　私も少し前に時間を確かめた。現在二十時三十分といったところだろう。

「そろそろ出るか。まだ時間も早い。ほかのホテルのバーで飲もう。あ、すまない。ここで少し待っていて」

　尚哉さんは知り合いに目を留めた。私がデザートを口に運んでいるのを見て、ひとりで行くと決めたようだ。

「はい」

　尚哉さんは少し離れたブロンドの男性のもとに颯爽とした足取りで向かう。先ほど挨拶を交わした人だ。たしかアメリカ大使館の……。

　でも彼とはすぐに話を終わらせ、今度は近くにいた私の父くらいの日本人男性と話し始めた。

「あなたが尚哉さんの奥様になった方？」

　ふいに背後から話しかけられて、驚いた拍子にケーキのスポンジが喉に詰まりそうになった。急いでシャンパンをひと口飲んでから振り返る。

　私のうしろに、ワインレッドのドレスを綺麗に着こなしたスタイル抜群の女性が立っていた。

「失礼しました。あなたは……？」

　すぐに振り返れなかった詫びを入れたが、綺麗な女性に困惑する。

〝尚哉さん〟と名前を言ったのだから彼の知り合いなのだろう。

　顎までのボブスタイルの華奢な人だ。

「私は尚哉さんの縁談相手だった神かん崎ざき瞳ひとみです。縁談といっても顔見知りですけど」

「あ……」

　彼女が……。

　私は謝るべきなのか、それとも事情を話すべきなのか。まごついてしまい口を開けない。

　そこへ足を運んでくる尚哉さんの姿を認めて、彼の方へ困惑した視線を向けた。

　尚哉さんはとっさに状況を察したようだ。

「瞳さん？」

　彼の声に、彼女は口もとを緩ませて振り返る。

「尚哉さん。お久しぶりです」

「ああ。君も来ていたんですね」

　彼の表情はいつもと変わらずで、彼女に会ってどう思っているのかわかりかねた。

「ええ。叔父に頼まれて。急遽叔母の体調が悪くなってしまったんです。あの、縁談のこと聞きました。私は喜んでいましたのに」

「その件に関して、今神崎官房長官に話をしてきました」

　彼女の叔父様は官房長官……驚きだった。

「ご結婚なさったのなら仕方がないです。おめでとうございますと、奥様にお祝いを言おうと思って来たところでした」

「それはわざわざありがとうございます。俺たちは縁がなかったというところですね」

　尚哉さんは、私と別れたあかつきには彼女と結婚するという気はなさそうな口調だ。

「もう自己紹介を？」

　彼は神崎さんのうしろにいる私に尋ねる。

「いえ。まだです」

　尚哉さんは神崎さんの横を通り、私の隣へ来ると腰に手を回した。

「妻の真佳奈です」

　会釈をする私の腰にあてられた手を神崎さんは見つめている。

「では瞳さん、私たちはこれで失礼します」

　彼女に対しては敬語で話す尚哉さんだ。知り合いだと彼女は話したけど、それほど親しくなかったみたいに思える。

「え？　ええ。それでは」

　我に返ったような目で彼女はつぶやくように言って頭を下げ、私たちのもとから離れていった。

「真佳奈、行こう」

　彼は私の肩に腕を移動させ、そのまま出口に促した。




　少しして、私たちはすぐ近くにある外資系高級ホテルのバーへ落ち着いた。ホテルの二十四階にあるバーは薄紫のライトが綺麗で、大きな窓からは立ち並ぶビルが見える。また今は闇夜に埋もれているがそばには皇居外苑があるようだ。

　客は何組かいて、静かに語らいながらお酒を楽しんでいる。

　しゃれたパーティションで囲われている席に案内され、ひとり掛けのソファがハの字型に置かれている席に座った。

　私はシャンパンベースのカクテルを、尚哉さんは年代物のコニャックをロックで頼んだ。

　すぐに飲み物が届けられ、ひと口飲んでようやく人心地がついた。

「あの……」

「彼女のことか？」

　彼女とは神崎さんを言っているのだろう。

「はい。神崎さんと結婚したら、尚哉さんの将来は明るいものになったのでは……？」

「なんだよ、明るい将来って。真佳奈と一緒の方が俺にとって明るいんだが？　もともと彼女との縁談は、俺にかまわず周りが推し進めていたものだ。彼女に対してなんの興味もなかった」

「え？」

　私は意味がわからず目を瞬かせる。すると、尚哉さんはふっと笑みを漏らす。

「いい加減悟れよ」

　彼は組んだ脚を解いて、私の方へ身を乗り出す。

　いい加減悟れよって……？

「な、尚哉さん、わからない」

「こんな場所で心をさらけ出すのは避けたかったが、鈍感なお前は言わないとわからないもんな」

　尚哉さんはテーブルの上に置いた私の左手に手を重ね、ふたつのリングに指で触れた。

「俺の妻は真佳奈がいい。お前を愛している」

　口をポカンと開いた私を見て、尚哉さんは楽しそうに喉の奥で笑う。

「そうやって笑うんだから、からかっているのね？」

　冗談を言うなんてひどい。

「尚哉さんっ、もうおふざけは終わりにしましょう」

「クッ、俺が今言ったことは本心だ。おふざけじゃない。真佳奈、愛している」

　突然の告白にまたポカンと呆気に取られる。

　からかってはおらず、ふざけてもいない。

　尚哉さんの告白に、一気に酔いが醒めていく。

「……本当に？」

「ああ。愛している。何度言わせるんだ？」

　尚哉さんはやれやれといった表情で笑う。

「入籍したときは正義感からだが、それでも気にならない女のために結婚まではしない。お前を愛していることに気づいたのは空港で連れ去られそうになったときだ。お前にもしものことがあったらと思うと、胸が引き裂かれそうなほど痛みを覚えたんだ」

「尚哉さん……」

　じわじわとうれしさが込み上げてくる。

「言ったよな？　俺はすぐに人を好きにならないと。だが、真佳奈は俺の心の奥にあっという間に入り込み、気になる存在になったんだ。キスをしたい。俺のものにしたいと。ハーキムへのけん制もあったが、それにかこつけてお前との時間を楽しんでいた」

　想いが高まってきて、リングに触れている男らしい彼の手に右手を重ねた。

「真佳奈が俺を愛してくれるまで抱かないつもりだった。だが、かわいすぎる反応にお前が欲しくてたまらなくなったんだ。お前の気持ちを知りたい。俺をどう思っている？」

　熱に浮かされたような私の耳もとで甘くささやく。

　パーティションのおかげで人目がなく、私も尚哉さんに顔を寄せられても大胆にそのままでいる。

「私も、初めて会った日の夜、テラスでキスのふりをしたあのとき、尚哉さんに胸を射抜かれたみたいです。だから、私の方が好きになったのは早いですね」

「そうだったのか……」

　尚哉さんは驚いたように切れ長の目を大きくさせる。

「私の心臓をドキドキ暴れさせる人は今まで尚哉さんしかいません。助けてくれるあなたはスーパーマンみたいでした。入籍だなんて、なかなかできることではないし、男気のある尚哉さんにどんどん惹かれていきました」

　手の上に重ねられていた手がぎゅっと握られる。

　少し照れくさそうな彼の顔が近づいてきて、ゆっくり唇を食まれる。

「な、尚哉さんっ、ここはバーです」

　小声でたしなめる。

　いくらパーティションで囲われて薄暗くても、もし誰かに見られたら顔を向けられない。

「外国で生活していたくせに。これくらいどうってことはないだろう？」

「ここは日本です」

　照れ隠しに小さく咳ばらいをして、カクテルをひと口飲んだ。彼もコニャックを喉に流し入れる。空にしたグラスをテーブルに置いた。

「真佳奈を愛したい。それを飲み終えたら家に帰ろう」

　熱を帯びた眼差しで見つめられ、体の中が疼いてくる感覚に襲われた。




　自宅に戻った尚哉さんは私を連れて寝室へまっすぐ向かった。ブラックフォーマルのジャケットを脱ぎ、隅のソファに放り、サックスブルーのネクタイをはずした。

　突っ立っている私に彼は笑みを浮かべ、ショールを取り去る。

「あ、シャワーを」

　パーティーでは初対面の相手との挨拶で冷や汗ものだった。

「そうだな。一緒に入ろう」

「え？　い、一緒に？」

　裸を見られたといっても、昨日はほとんど覚えていないのに、一緒にシャワーを浴びるのはとてもじゃないが恥ずかしすぎる。

「私は後で……」

「却下。俺はもう見ているんだ。今さら恥ずかしがっても遅い」

　手を引かれ寝室を出て、ドレッシングルームへ入る。その先がバスルームだ。

「先に入っていてください。後から行きます」

「真佳奈、そこに立っているだけでいい」

　意味がわからずキョトンとなる私に尚哉さんはうしろを向かせ、ドレスのファスナーを下げていく。

「自分でっ」

「黙っていろ」

　ファスナーを下げ終わって、するすると服が足もとに落ちていく。と同時に彼の方へ振り向かされた。

「きゃっ！」

　白いレースのブラジャーとショーツ姿をさらし、手で胸の辺りを隠す。

　尚哉さんはシャツを脱いで上半身裸になった。がっしりと鍛えられたように綺麗に筋肉のついた、見入ってしまいそうなほどの姿だ。

「はぁ……。そんなに緊張するなよ。もう少し酒が入った方がよかったか」

「そ、それはダメです。昨日みたいに記憶がうろ覚えだなんて」

「なら観念しろ」

　しれっと命令した尚哉さんは私の鼻へちゅっとキスを落とす。それから唇を重ね、優しく食んでいた唇はどんどん熱くなっていった。




　濡れた体をタオルで巻かれ、抱き上げられる。シャワーを浴びながらも尚哉さんの手で触れられた体は敏感になっていて、早くこの熱を沈めてほしい。

　ベッドへ寝かされ、唇が強引に塞がれる。タオルの合わせ目から長い指を入り込ませ、腹部をなでられる。

　全身が敏感になって、腹部をなでられただけなのに、体がビクンとしなる。

「感じやすいな」

「っ、尚哉、さん……」

　組み敷く引きしまった背中に腕を回したが、片方の腕を持ち上げられ彼の唇があてられ、内側のやわらかい部分に舌を這わせる。

「今日は覚えていろよ。俺がどんなふうにお前を愛するか」

　彼は熱い舌で、全身をくまなく探求していく。

　脚を広げられた格好に羞恥心に襲われる。

「あっ、やぁ……」

「嫌？　それは却下だな」

　脚を閉じようとするが、敏感になった下腹部を指でなぞられ、ビクンと体が跳ねる。

　私の体はとろとろに溶かされていき、快楽の波にのみ込まれていった。




　疲れ果てて眠りに引き込まれそうになる私の口に、水が口移しで飲まされた。

　どんなに喉が渇いていたのか。

　目を閉じながら「もっと」とねだると、再び水が流し込まれた。

「……ありがと――」

　自分の口から出た声にギョッとなる。

　これが自分の声なの？と驚くほどかすれていたのだ。

　横で片肘を着く尚哉さんと目が合うと、すまなそうな笑みを端整な顔に浮かべた。

　少し湿った黒髪と艶のある顔は色気があって、胸がドクンと跳ねる。

「すまない。啼なかせすぎた」

　これ以上はダメってところまで、何度も高みに持っていかれたせいだ。

　枕に頭をつけた尚哉さんは私を抱き寄せ、額にキスを落とす。

「おやすみ」

「……おやすみなさい」

　尚哉さんの胸の辺りに顔を寄せて目を閉じる。規則正しい心音が聞こえてくるが、逆に私の心臓はドクドクとまだ暴れている。

　彼に抱きしめられていると、ずっと止まらないかもしれない。それに肌を伝わって高鳴る鼓動を知られてしまうかも。

　私は身じろいで少しだけ尚哉さんから離れた。

「どうして離れる？」

　彼は薄目を開けてやんわりと問いただす。

「だって……」

「俺は真佳奈を抱きしめて眠りたい。これからはずっとだ」

　尚哉さんはもう一度引き寄せて、自由になる手で私の顎を持ち上げた。目と目が合い、やわらかく微笑した彼は私の額から頬、唇にキスをした。










六、甘い外交官と幸せな日々




　幸せな週末を過ごし、数日が経った。

　尚哉さんの多忙さは変わらなかったが、朝食は必ず一緒に食べて玄関で送り出し、夕食は遅く食べる彼のために負担にならないような料理を作る。

　そんな毎日に幸福感はあったが、家事を済ませるとなにもすることがなく、やはり仕事を探そうかと思っていた。

　その話をすると、尚哉さんは『仕事ではなく好きなことをしたらいい。例えばなにかを習うとか』と勧める。

　十月の中旬、陽が落ちるのが早くなり十七時ですでに外は暗い。その分、シンボルタワーのライトが美しくなる。

　尚哉さんの言う〝好きなこと〟は料理やお菓子作りくらいで、習いたい趣味はとくにない。

　パンを本格的に習いにいこうかな……。

　ノートパソコンでパン教室を検索したとき、テーブルの上のスマホが鳴った。

　父だった。

　私は笑みを深めて、通話ボタンをタップした。

「もしもし、お父さん」

《真佳奈、元気にしているか？》

　ドバイは十二時を回ったところだ。昼休みにかけてくれたのだろう。

「うん。元気よ。お父さんは？」

　近いうちに尚哉さんと本当の夫婦になれたのを話そうと思っていたので、いい機会だ。夫婦関係になったのを知らせるのは恥ずかしくて、なかなか思いきれなかった。

《ああ。問題ない。実は真佳奈のストーカーの件でハーキム氏が捕まったんだ》

「え？　私の？」

　寝耳に水で、呆気に取られる。

《月城くんがあのときの証拠を固めて警察にかけ合っていたんだ。私も知らなかったが。ただ、罪状は軽く謝罪文と三カ月の自宅謹慎にしかならなかった》

「尚哉さんが……」

《月城くんのおかげで胸のつかえが取れたよ》

　父はうれしそうだ。あの件では心労もあっただろう。

「よかった……あのね。お父さん。私、尚哉さんと本当の夫婦になったの」

《彼には縁談の話があったのではないか？》

「周りがお膳立てした相手で、彼にまったく気持ちはなかったの。お互い惹かれ合っていると気づいて。今はとても幸せよ」

　父に告白するのはとても恥ずかしいが、心配をかけたぶん、ちゃんと話したかった。

《それはよかった……驚いたが彼のような男が娘婿で誇らしいよ。真佳奈、おめでとう。もっと幸せになるんだぞ》

「お父さん、ありがとう」

　電話を切った後、小さなため息が漏れる。

　お父さんにもいい人ができるといいな……。

　父が決めた人なら再婚だって、喜んで祝福するのに。

　まだ十七時過ぎで、尚哉さんの帰宅にはまだまだ何時間もあるが、早く会いたい気持ちで胸が痛いくらいだ。

　ハーキム氏から謝罪文があったのなら、もうこれで憂いなしだろう。




　二十二時過ぎ。今日はいつもより一時間ほど早く尚哉さんが帰宅した。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　玄関に出迎えた私の唇の端に軽くキスをする。想いが通じ合ってから、朝晩外出時の挨拶になった。

　尚哉さんは先にお風呂に入り、その間に料理を温めたり最後の仕上げをしたりする。

　三十分後、まだ髪を湿らせた彼がやって来て、席に着く。

「ハンバーグか、おいしそうだな」

　夕方に成形をして、焼いたのはたった今。

　シソと大根おろしをのせて和風にし、蒸し野菜を添えている。

　汁物は豚汁にした。

「いただきます」

　尚哉さんが食事をしている前で、数時間前に食事を終えた私はアールグレイティーを飲みながら会話を楽しむ。

「今日父から電話があって、ハーキム氏の件を教えてもらったわ。尚哉さんが動いてくれたと聞いて。尚哉さん。ありがとうございました」

　私は心を込めて頭を下げる。

「ああ。向こうの知人から連絡があったよ。たいした罪には問えなかったが、抑止力にはなっただろう」

「父から尚哉さんのおかげだと聞いて、本当にびっくりでした」

「ああいう男は許せないんだ。これでハーキムのことは忘れよう。それはそうと、真佳奈に頼みたい案件があるんだが」

「頼みたい案件？　なんでも言ってください」

　身を乗り出す私に、尚哉さんは箸を止め苦笑いを浮かべて「ちょっと待ってろ」と言って席を立つ。

　書斎から出てきた彼はファイルを手にしている。

「これを」

　渡されてめくってみると、アラビア語がびっしり書かれていた。

「この文面を翻訳してほしい。アラビア語ができるせいで中東部署が手いっぱいのときたまに頼まれるんだ。その書類は部外者でも問題ない内容だから、日本語でデータを打ち込んでくれるか？」

「尚哉さんの役に立てるのなら喜んで。いつまでですか？」

　十枚ほどの書類だった。

「一週間くらいだ。だが無理はしないで。それから、週末は俺だけの真佳奈だから、やらないでくれよな」

「わかりました」

　尚哉さんは私が夢中になってやり続けないようにわざとそう言っているのだろう。




　翌日の金曜日。

　十時前に家事を終えてダイニングテーブルにノートパソコンを置き、昨日渡された書類を読み始める。

　独特な文字のアラビア語は、だいたいわかるが、話す方が慣れている。

　忘れないようにとドバイから持ってきた、使い古した辞書を片手に翻訳していく。

　久しぶりのアラビア語に夢中になって、昼食もトーストをかじっただけですぐに翻訳を始める。

　たまに専門用語が出てきて難しいが、だいたいはサクサク読み進めると同時にキーボードを打っていった。

　期間は一週間くらいでと言われたが、夕方には五ページ分終わっていた。

　手を上に伸ばして伸びをする。

　すでに全体の半分できて、今日一日仕事をしていた達成感があった。

　ずっと細かい文字を見ていたので目が疲れている。

「今日はこれで終わりにしよう」

　独り言ちて、椅子から立ち上がった。

　一時間ちょっとで夕食の支度がほぼ終わり、テーブルに料理を出したとき、インターホンが鳴った。

　こんな時間に誰……？

　おそるおそるキッチン横のモニター画面の前に立つと、そこに映るのは和泉さんだった。

　慌ててモニターの通話スイッチを押す。

「和泉さん」

　彼女はモニター越しに手を振る。

《お兄様に電話をかけても出ないので、直接来て伝言をお願いしたくて》

「わざわざすみません。どうぞ中へ」

　モニター画面横のスイッチを押してエントランスのドアを開け、玄関に向かう。

　ドアを開けて待っていると、二分ほどで和泉さんが姿を現した。

「お義姉様、こんな時間にすみません。これ大学の近くのパティスリーなんですが、おいしいんです」

　彼女はかわいらしい水色のショッパーバッグを私に手渡す。

「どうぞお入りください。お気遣いいただいてありがとうございます」

　笑みを浮かべた私は和泉さんに上がってもらい、リビングへ歩を進める。今日の和泉さんは紺のジャケットを羽織り、白のブラウスとスリムジーンズでスタイルのよさが際立っている。

「おいしそうな匂い。和食ですか？」

　部屋に漂う料理の匂いに彼女は鼻をきかせる。

「あ、和泉さん。夕食がまだでしたら食べていきませんか？」

「え？　いいんですか？」

「はい。お口に合うかわかりませんが、たくさん作ってあるのでどうぞよかったら」

「ありがとうございます！　すっごくおなかが空いていたんです」

　和泉さんはうれしそうに顔をほころばせる。

　私も平日はひとりきりの夕食で少し寂しかったので、一緒に食べる相手ができて楽しい気分になった。

「今用意しますから、座っててください」

　和泉さんをテーブルの椅子に案内して、キッチンへ向かう。

　来客用のお皿がないので、尚哉さんの使っているお茶碗やお皿を使い、和泉さん用に料理をよそった。

　すべての用意が終わって、和泉さんの対面に腰を下ろす。

「すごいですね。これ全部お義姉様の手作り？」

「はい。料理は好きなんです」

　今夜は肉じゃが、鶏の照り焼き、だし巻き卵、ほうれん草のお浸しの和食を作った。汁物は大根のお味噌汁に。

「いただきます！」

　和泉さんは両手を合わせて軽く頭を下げてから、肉じゃがのじゃがいもを口に入れた。

「んー、味が染みていておいしいです。お兄様、幸せですね」

「ところで、尚哉さんと連絡が取れないのですか？」

「あ、そうなんです。忙しすぎるのか、わざと出ないか。私はわざじゃないかと思っているんですけど。わっ、このだし巻き卵もおいしいわ」

　和泉さんは食べるたびに褒める。

「きっと忙しいのではないかと。尚哉さんに伝えますので、内容を教えてください」

　そう言った私に和泉さんは気まずそうな顔になる。

「ごめんなさい。お兄様からお父様たちには結婚した話を言わないように口止めされていたけれど、つい……」

　知られてしまったのだ。少し前までは偽りの結婚だったのでご挨拶なんてできないと思っていたが、今は本当の夫婦だ。近いうちにご挨拶にお伺いしたいと思っていた。

「それで、ご両親はなんて……？」

　籍を入れたのに顔すら見せないと、嫌な印象になっていたらどうしよう。

「お義姉様に会いたいから連れてきてほしいと。お父様が一度お兄様に電話をしたけれど、出なくて。痺しびれを切らしたお父様に私が連絡を取るように言われてしまって」

　お義と父う様は勝手に入籍をしてお怒りなのかもしれない。

　そう考えると、血の気がサーッと引いていく。

「お義姉様？」

「あの、お義父様は怒っていらっしゃる？」

　答えが怖くておそるおそる尋ねると、和泉さんはキョトンとした顔になる。

「え？　怒ってなんていないです。それどころか喜んでいます」

「でも、神崎さんとの縁談を……」

　和泉さんは首を左右に振る。

「私はお義姉様の方が何十倍もお兄様に似合っていると思います。あの人だったらこんな家庭的な料理を作るなんてせずに、デパ地下で買ってきたお惣菜を出しそう。あ、あくまで想像ですけど」

　そう言って、和泉さんはふふっと笑う。

　神崎さんは和泉さんへの印象が悪かったみたいだ。

「お義姉様、この鶏の照り焼きも最高です。今度いらしたら、たれをうちの家政婦に教えてくださいね」

　和泉さんの言葉に勇気づけられるが、実際のところはわからない。

　ご両親に挨拶に伺うときは緊張で口から心臓が飛び出そうになるだろう。

　食事後、コーヒーを飲んで彼女は帰っていった。

　尚哉さんは本当に忙しかったようで、帰宅は二十四時近くだった。

「おかえりなさい。おつかれさまです」

　出迎える私に「ただいま。遅くてすまない」と口にして、ぎゅっと抱きしめる。

「真佳奈不足だ」

　そのひと言ですぐに私は有頂天だ。

「今日、和泉さんが――」

「ああ。すまない。来たんだってな。さっき帰り道で着信やらメッセージを確認した。和泉が真佳奈の料理を喜んでいたよ。それから親父が花嫁を紹介しにきてくれと」

「私も和泉さんと一緒にお夕食を食べられて楽しかったです。ご実家に早く行かなかったから申し訳ない気持ちで……」

「俺が忙しかったからな。俺こそすまない。週末の親父たちの予定を聞いて行こう」

「はい。あ、お風呂に入ってきてください。お食事用意しておきます」

　尚哉さんから離れてキッチンへ足を運んだ。




　抱きしめられて眠っていた私は、鎖骨の辺りにチリッとしたやわらかい痛みを感じて意識が浮上した。瞼を開けた先に、尚哉さんの顔があった。

「んっ……まだ、朝じゃ……」

　眠くて瞼が閉じてくる。

「真佳奈が欲しい。寝てていいから」

　昨晩、といっても夕食を食べて寝たのは一時三十分を回っていた。尚哉さんは疲れている様子で、私を抱きしめたまま眠りに就いた。

　今が明け方だとすると、まだ四時間も眠っていない。もともと尚哉さんはショートスリーパーだから、短時間ですっかり精気を取り戻したのだろう。

　ルームウエアのボタンがはずされ、胸の先端部が口に含まれた。

「な、お……んっ……」

　彼の唇で触れられ体が熱くなっていく。

「寝てろよ」

　眠れるわけがなかった。すっかり目が覚めてしまった。

　うなじに戻ってきた唇にくすぐったさを感じ、くすくす笑いが漏れ、尚哉さんの首に腕を回した。

「尚哉さん、いたずらっ子みたいです」

「男はいくつになってもそうなんだ」

　彼は情熱的に私の体を貪るように探求し、激しく抱いた。




　その日の午後、尚哉さんは珍しく自宅で仕事をやらず、ふたりで手をつなぎながらぶらぶら散歩をしている。お天気がいいので、寒さはあまり感じられない。

「この俺が車にも乗らずに近所を歩くなんてな」

「あ！　不満ですか？」

「いや、こんな幸せもあるんだなと思ったんだ」

　尚哉さんに少し照れたような笑みを向けられ、胸の奥がきゅんとした。

「ふふっ、私もです。何気ない日常に幸せを感じます。スーパーにも付き合ってくださいね。今夜はなにが食べたいですか？」

「ドバイで食べた巻き寿司が――、電話だ。ちょっと待って」

　尚哉さんはポケットから振動しているスマホを取り出して、小さくため息を漏らしてから電話に出る。

　ため息をつくなんて、嫌な電話？

「もしもし」

　尚哉さんが出て話すのを見守る。彼は考えるような表情で私を見下ろしながら電話の相手と話をしている。

「――わかりました。今夜伺います」

　今夜伺う？　仕事……？

　尚哉さんは通話を終わらせ、ポケットにスマホをしまう。

「真佳奈、親父だった。今夜都合がよければ来てほしいと。独断で決めたが、いいよな？」

「もちろんです。ご挨拶は早い方がいいですし。巻き寿司は明日作りますね。ああっ、手土産を買わなくちゃ。ご両親の好みは？」

「好みは……知らない」

「え？　知らないって」

「息子なんてそんなもんだろう？」

　呆気に取られる私に尚哉さんは苦笑いを浮かべる。

「わかった。ちょっと待ってろ」

　彼はスマホを再び出して、誰かに電話をかける。相手が出たようで、かけた人物がすぐに誰だかわかった。

「和泉、両親の好きな食べ物を教えてくれ。ああ。――わかった。ありがとう」

　通話ボタンを切って、尚哉さんは子どもみたいに私に笑いかける。

「真佳奈、わかったぞ」

「はい。さっそく買いにいきましょう」

　私たちはマンションに戻り、車に乗って和泉さんが教えてくれた菓子折りが販売されている商業施設へ向かった。




　買い物を済ませて帰宅しひと休みすると、すぐに支度をしなければならない時間になった。

　以前、大使館のパーティーの際によそ行きの服を買ってくれていたので助かるが、二点の前で悩んでいた。

　ひとつはツイードのベージュのスーツで、白いブラウスとスカートがつながったドッキングワンピースになっている。

　もうひとつはピンクグレージュの落ち着いた色味のワンピースだ。ボートネックにウエストの前で共布のリボンで結ぶ甘さがある。

　私はその二着を持って書斎にいる尚哉さんのもとへ向かう。

　書斎のドアは開けられていてひょこっと顔を出すと、彼はすぐにパソコンから私へと視線を移す。

「尚哉さん、どちらの服がいいと思いますか？」

　彼の前へ進みより、二着を見せる。

「どっちも似合う」

「その返答は困ります」

　彼は口もとを緩ませ、デスクチェアーに背を預けて、体の前で長い指を組む。

「ここで着替えて見せて」

「え？」

　私はポカンと口を開けて、彼を見つめる。

「両方着たお前が見たい」

「な、なにを言っているんですかっ。こんなに忙しいのに」

　着替えてメイクをして準備万端にしなければならないのに、尚哉さんの悠長さに頬を膨らませて睨む。

「なんなら俺が着替えさせてやろうか？」

「もうっ、からかわないでください。どちらが？」

「俺も決められないな。しいて言うなら、ベージュの方はかしこまり感があるな。ピンクグレージュの方は新妻らしいか」

「わかりました！　こちらにします」

　ピンクグレージュのワンピースを持っている手を少し上げて、書斎を出ようとする。

「真佳奈」

　呼び止められて、急いでいるのに……と仕方なく振り返った。

「そんなに緊張するほど特別な親じゃないから、リラックスしろよ」

　私の気持ちを察する彼はだから『ここで着替えて見せて』とからかったのだ。

「……はいっ、支度をしてきます」

　にっこり笑って書斎を離れた。ドレッシングルームへ入る頃には尚哉さんのおかげで緊張が少し和らいだ気がした。




　尚哉さんの実家は世せ田た谷がや区くの名だたる有名人が住む高級住宅地にあった。ひと際広い敷地に、私は声も出せないほど驚いた。

　白い塀伝いに道路を進んでいくと少し先で鉄柵の門が自動で開き、尚哉さんは車を敷地内に進ませる。

　公園と間違えそうなほど樹木があり、その先に白い邸宅があった。家というには大きすぎる。イギリスの領主のお屋敷のような洋館だ。

「尚哉さん、驚きすぎて……」

　そう口にしたとき、玄関からおとなしそうな女性が現れた。

「母だ」

　正式には後妻で、和泉さんのお母様だ。でも尚哉さんは本当の母のように思っていると言っていた。

　お義か母あ様は若々しく、肩までの長さの髪を緩やかに巻いていて、和泉さんのように美人だ。尚哉さんと並んでもおそらく母親には見られないだろう。

　車から降りると、尚哉さんはお義母様と笑顔で挨拶をして、私を紹介する。

「旧姓は浅丘真佳奈さんです」

「まあ、和泉が言っていたけど、本当にお綺麗な方。母の多た香か子こです」

「真佳奈と申します。お義母様、どうぞよろしくお願いいたします」

　私は丁寧にお義母様に頭を下げた。

「さあ、どうぞどうぞ」

　お義母様に気さくに促されて玄関へ入る。

　そこに高身長の年配男性が立っていた。

「なんだ。多香子、遅いじゃないか」

　尚哉さんのお父様だとすぐにわかるほど立ち姿や表情の雰囲気が似ている。

「ご挨拶くらいさせてくださいな」

　お義母様はにこやかに言って、お義父様の横に立つ。お義父様は大企業のＣＥＯらしい威厳のある顔を突如緩ませ、私へ視線を向けた。

「父の義よし之ゆきです。ようこそ我が家へ。歓迎しますよ」

　人懐っこい笑みで自己紹介されて、私はホッと安堵した。お義父様より尚哉さんの方が最初の印象はだいぶ悪い。

「はじめまして。ご挨拶が遅くなり申し訳ありません。真佳奈と申します。どうぞよろしくお願いいたします」

「そんな堅苦しい挨拶はいいですから、どうぞお入りなさい」

「真佳奈、入ろう」

　尚哉さんに案内されて、スリッパに履き替えリビングへ足を運ぶ。

「お義姉様、いらっしゃいませ」

　リビングのソファに座っていた和泉さんがすっくと立ち上がってにっこり笑う。

「和泉、いたんなら出迎えろよ」

「電話中だったんだもの」

　彼女は手の中にあるスマホを見せるように振る。

「和泉さん、先ほどはありがとうございました。助かりました」

　お礼を言う私に、和泉さんではなくお義母様が申し訳なさそうに口を開く。

「まあ、和泉に聞いてわざわざ買いにいってくださったのね。手土産なんてよかったのよ」

「いいえ、そんなわけには……」

「さあ、立って話していないで座ろう」

　お義父様が促し、大きくてラグジュアリーな白革のソファに一同が腰を下ろす。お義父様はひとり掛けのソファへ。お義母様と和泉さんは私たちの対面に座っている。

　出会いを聞きたいとお義母様にねだられ、尚哉さんが簡単に話す。

「なんてロマンティックなの。ドバイはまだ行ったことがないけれど、素敵なところだと聞くから一度は行ってみたいと思っているのよ。ねえ、あなた」

　お義母様はお義父様に同意を求める。

「多香子、私は忙しいから和泉と行ってきなさい。お、そうだ。真佳奈さんが一緒だったら心配はいらないな。どうかな？　真佳奈さん」

「そうだわね。真佳奈さんのお父様にもご挨拶したいし。任期もあるでしょうし、来年早々にでも行きたいわ」

　ハーキム氏の件はもう心配いらないだろう。父にも会いたいし、尚哉さんがうなずいてくれれば行きたい。

「尚哉さん、どうでしょうか？」

　突然の話に戸惑いながら尋ねる。

「お義父さんに会いたいだろう。行ってくるといい」

「ありがとうございます」

「母さん、真佳奈はアラビア語が堪能だし、ホテルのフロントに勤めていたんだ。真佳奈、元職場のホテルがいいんじゃないか？」

「アラビア語が話せるなんてすごいわ」

「お義姉様、私もいつかはドバイへ行きたくてホテルは調べているのよ。お義姉様はどこのホテルに勤めていたの？」

　私がホテル名を言うと、和泉さんは両手をパンと合わせた。

「そこに泊まりたいと思っていたの。イルカもいるのよね？　アクティビティも豊富だし」

「はい。ホテルの中でもたくさん楽しめます」

「楽しみだわね。近いうちに計画を立てましょう」

　お義母様のうきうきした様子に、私も楽しみになる。私を早くも嫁として受け入れてもらえたことに心から胸をなで下ろした。

　夕食は老舗有名レストランのシェフによるケータリングで、おいしいフレンチを堪能した。




　とても楽しい夜を過ごし、神谷町の自宅に着いたのは二十二時を過ぎていた。

「疲れたよな。ワインでも飲むか」

「はい。おつまみを用意しますね」

「俺はナッツくらいでかまわないよ」

　カジュアルなグレーのジャケットを脱いだ尚哉さんは、いつものようにワインセラーでワインを選ぶ。

　ソファのローテーブルにおつまみを置いていると、彼がコルクを抜いた赤ワインとグラスを持って私の隣に座る。

　赤ワインが注がれたグラスを小さくコツンと合わせ、ひと口飲んだ。

「それにしても、いいのか？」

「え？」

　なんの話かわからなくて首をかしげる。

「和泉にアラビア語を教える件だ。月城エネルギーで働くなら覚えろと、和泉を親父がけしかけただろう」

「それなら、もちろんです。使わないと忘れてしまいますから、和泉さんに教えるのは私のためにもなりますし」

「和泉は物覚えはいいが、わがままなところがある。教えるのは大変かもしれない。そのときは俺に言ってほしい」

「平気です。それくらい自分でなんとかできます。素敵な家族ができてうれしいんです。綺麗な義妹いもうとも。私はひとりっ子なので」

　尚哉さんの手が私の後頭部をなで、その指で顎を持ち上げた。それから唇が軽く重なる。

「あんなに心配する必要はなかっただろう？」

　麗しく微笑みを浮かべた彼はグラスを手にして半分ほど飲み干す。

「はい。ホッとしました」

　彼は思い出したように口もとを緩ませる。

「いつもは落ち着き払っているのに、心配でおろおろする真佳奈はかわいかったな」

「今日の私の方がいい……？」

「どっちでも好きだ。その服は似合っているが、早く脱がせたい衝動に駆られる。清楚で乱したくなった」

　尚哉さんの指がウエストのリボンの結び目をはずし、驚いている私の唇を塞ぐ。

「ワインを飲むんじゃ……」

　彼の唇がほんの少し離れた隙に、困惑した顔を向けて口を開く。

「ワインより真佳奈がいい」

　尚哉さんは私を抱きしめ耳たぶに唇で触れながら、ワンピースのうしろのファスナーを下げていく。袖から腕が抜かれソファに押し倒される。

「こ、ここではダメです」

　東京のシンボルタワーを酒の肴に眺める至福のときなので、カーテンはしていない。高層階なので外から見られはしないかもしれないが、万が一を考えてしまう。

「真佳奈は理性的に考えすぎる」

　組み敷いた彼の硬い胸を押すけれどびくともせず、尚哉さんは笑う。

「尚哉さんは理性的に考えてください。見られるかもしれないし、ソファでなんて――んっ」

「かもしれないな。だが、真佳奈を今すぐ抱きたい」

　彼は私に覆いかぶさるようにして唇を重ねながら、ブラジャーを取り去り膨らみをあらわにし、先端部に触れる。指でなでられ、そしてつままれ、その刺激に体が跳ねた。

　私を組み敷いている彼はシャツを脱ぎ、スラックスのベルトをはずす。

「な、尚哉さんっ」

「わかったよ。からかっただけだ」

　テーブルに手を伸ばした彼はリモコンのスイッチを押した。その瞬間、カーテンが自動で閉まっていく。

「ベッドに……」

「却下。汚れたら俺が掃除する。真佳奈、ここに手をついて」

　再び唇を重ねた尚哉さんに体を起こされたが、逆に背を向かされる。

「愛している」

　背中にぴったりと彼の逞たくましい胸が重なり、敏感なうなじが荒々しく口づけられた。










七、極上外交官と壊れていく生活




　尚哉さんから頼まれた翻訳の仕事は火曜日にできあがり、彼の帰宅後に渡した。

「ありがとう。早くないか？　無理しなかっただろうな？」

「もちろんです。尚哉さんがいるときにはやらなかったでしょう？」

「そうだな」

　プリントした日本語の内容にサッと目を通し、「完璧だ」と褒めてくれる。

「だが、こんなに早く渡したら図に乗って、また別の書類を依頼されそうだ」

「それでもいいです。勉強になるから。またあればいつでも」

「わかった。ありがとう。真佳奈、巻き寿司もうまいよ」

　土曜日に作れなかった巻き寿司を日曜日にと思っていたが、美術館やショッピングをして外食だったので流れて結局火曜日の今日になった。




　幸せで満ち足りた毎日はあっという間に過ぎていき、十二月に入った。

　今日は寒いし、早く帰ってこられるって言っていたからお鍋にしようと考える。

　すき焼き？　うどんすき？

　食材は昨日買い物に行ったので揃っている。

　あ、割り下が……。

　キッチンに備えている調味料で作れるのならすき焼きにしようと、スマホで割り下の作り方を検索する。

　えーっと、よかった。調味料は全部ある。お鍋にお酒とみりんを煮たたせ――。

　レシピサイトで作り方を読んでいたところへ着信画面になった。

　知らない携帯番号だ。

　出ようか迷ったが、尚哉さんか和泉さんから番号を聞いたお義母様かもしれない。

　私は通話ボタンをタップした。

「もしもし？」

《マカナ》

　その声を聞いて私の心臓がドクッと跳ねる。イントネーションは日本人のものではなく、外国人だ。しかも癖のある。

「違――」

　とっさに〝違う〟と言いかけたとき、向こうから話し始める。

《ハーキム様からの伝言があります》

　アラビア語が聞こえ、しかも〝ハーキム氏〟の名前にブルッと身震いした。

「……あなたは？」

《部下だ。伝言は明日、今から言う場所へ来れば話します》

「今言ってください」

《それはできません。誰にもこの件は話さないように。夫にも》

　男は六本木駅から近いホテルのラウンジを指定する。時間は十一時。

　それだけ言って通話が切れた。

　どうして……？　あの物言いは謝るような感じではなかった。ハーキム氏は謝罪文も出したし、自宅謹慎で反省したのではないの？　誰にも話すなって？

　心臓が大きく嫌な音を立てて痛みを覚え、ギュッと胸の上を掴む。




　眉根を寄せて考え込んでいる間に、いつの間にか外は暗くなっていた。

　スマホの時計を確認すると、十八時になろうとしている。早く支度をしなきゃ。

　先ほどの電話でぼうぜん自失だったため力の入らない体を、ソファから無理やり立たせる。

　しかしまだ電話のショックを引きずっているせいで、一歩踏み出す足に力が入らず床にペタンと座り込んだ。

「ああっ！」

　その衝撃で持っていたスマホが手から離れ、大理石の床に落下した。

「いけない！」

　画面を下にして落ちたスマホを急いで拾うと、上部の隅にひびが入っていた。画面の衝撃シートをめくってもやはり割れている。

　やっちゃった……。

　でもほんの少しなので、取り替えるほどでもなさそうだ。

　重いため息をつき、ふらりと立ち上がりキッチンへ足を運ぶ。

　なに作ろうとしていたんだっけ……そうだ。すき焼きの割り下……。

　スマホで再度検索し、調味料と鍋を出した。




　一時間後、尚哉さんが帰宅した。週半ばだけれど、彼は疲れた様子もなさそうだ。

「ただいま」

「おかえりなさい。おつかれさまでした」

　玄関で脱いだ黒のカシミアコートを受け取ろうと手を差し出す。

「その手の絆創膏は？」

「うっかりして包丁で切っちゃって」

　左手の人さし指を白菜とともに切ってしまったが、血は止まったようだ。あの電話以降、集中力が散漫になってしまっていた。

「気をつけないとダメじゃないか」

「うん」

　ウォークインクローゼットに入り、ネクタイをはずしていた尚哉さんがふいに振り返る。

「考え事でもしていたのか？」

「すき焼きの手順を考えていたら……」

　電話の男の言葉を思い出し、とっさに言い訳をする。

「今日はすき焼きか。久しく食べていないな。楽しみだ。着替えてくる。貸して。俺がかけるから」

　持っていた黒いカシミアコートを彼に手渡した。

「用意してきますね」

「ああ。よろしく」

　私は尚哉さんのもとから離れ、キッチンへ歩を進める。

　変だと思われなかった？

　洞察力の鋭い彼だから、今はまだ知られないように気をつけないと。




　テーブルにカセットコンロと南部鉄器の鍋、キッチンから材料を運んだところでカジュアルな服に着替えた尚哉さんが現れた。

「おいしそうだな。食べよう」

「はい」

　鉄鍋に牛脂を溶かしたところへすき焼き用の牛肉を入れ、色が変わったところで割り下を入れる。

　じゅうっという音と牛肉のいい匂いがして、尚哉さんは焼けた肉を溶いた卵の中へ少しつけて口に入れた。

　私も食べようとしたとこで、彼から「待った」がかかる。

「真佳奈、塩からい。砂糖と塩を間違えたな？」

「えっ!?」

　びっくりして口へ運ぶ手が止まる。だが、本当に砂糖と塩を間違えたのか確認するためにほんの少しかじる。

　次の瞬間、しょっぱくて顔がゆがむ。

「尚哉さん、ごめんなさい。作り直してきます」

　椅子から立ち上がり、鉄鍋の両端にある取っ手へ手を伸ばした。

「おい、触るな！」

　彼が声を荒らげる。

　取っ手に少し触れた私はその熱さにビクッと手を引っ込めた。

　ガタンと椅子の音をさせて、尚哉さんが慌てた様子でやって来る。

「手を見せろ！　冷やすぞ」

　キッチンに連れていかれ、流水で両手を冷やす。うっすら赤くなっているだけだ。

「大丈夫です。驚かせてごめんなさい」

「これくらいで済んでよかった。どうした？　今日はおかしい」

　私の手をタオルで拭いた彼はじっと鋭い黒曜石のような瞳で見つめてくる。私は見透かされないようにうつむいた。

「なんか体がだるいみたいで……」

　尚哉さんの大きな手のひらがおでこに触れる。

「少し熱いな。顔色もよくない」

　次の瞬間、尚哉さんは屈み、私の膝の裏に腕を差し入れて抱き上げた。

「きゃっ！　あ、歩けますから」

「黙ってろ。寒くなってきたから風邪をひいたのかもしれない。喉の痛みは？」

「ない、です」

　スタスタと寝室へ運ばれ、ベッドに下ろされる。

「横になっていろ」

「でもっ」

「食事はなんとかする。真佳奈の分も作るから寝ているんだ」

　尚哉さんはきびきびと命令をして寝室を出ていった。

　彼の姿が見えなくなると、ギュッと目を閉じて「ごめんなさい」とつぶやく。

　ひとりになり、また頭の中が先ほどの電話のことでいっぱいになっていく。

　ハーキム氏が私に伝言って、なんだろう。なにか問題が起こっているのか。自分ひとりで解決できるのならしたい。

　額に手を置いてみる。考えすぎて発熱もあるのだろう。本当に少し熱い……。

　尚哉さんに心配かけちゃダメじゃない。

　平常心を装えなかった自分を叱咤した。




「真佳奈」

　考えるのがつらくなっていつの間にか眠りに落ちていたら、私の名前を尚哉さんが優しく呼ぶ。その声に目を開けた。

「あ……今何時……？」

「一時間くらいしか経っていない。卵粥を作った」

　体を起こした私の膝の上に、黄色に色づいたお粥の入った茶碗とスプーンがのったトレイが置かれる。

「尚哉さんが……」

　彼が今まで料理をしたところを見たことがない。

「レシピを見て作るくらいは俺でもできるさ」

「ありがとうございます。いただきます」

　慣れない料理を作ってくれた尚哉さんに感謝して、スプーンの上の卵粥をふーっと息を吹きかけて冷まし、口へ入れた。

「どうだ？　食べられる？」

　ゆっくり飲み込み、笑みを浮かべてうなずく。

「尚哉さん、おいしいです」

「レシピ通りだからな。とりあえず食べて寝るんだ。後で熱を測って」

　サイドテーブルには体温計とスポーツドリンクのペットボトルが置かれている。

「はい」

　少し寝たら、あの男の電話もなんとかなると思えるようになっていた。

　寝込んでなんていられない。

　ショック状態で体がおかしくなったのだろう。こんなふうになるのは初めてだったけれど、さっきの様子では尚哉さんに気づかれてしまう。

　熱は三十八度に届かない微熱程度だ。

「体調を崩しやすい時期だから気をつけろよ。ドバイからクアラルンプールへ行ったときもそうだった」

〝ドバイ〟と彼の口から出て、心臓がドクッと大きく跳ねた。

　食べ終わるまで尚哉さんはそばにいて、綺麗に食べ終わった食器を満足げな表情で下げた。




　翌朝、平熱になった私は尚哉さんの出社時、玄関まで見送る。

「夕食は簡単でいいから、ゆっくりしていろよ」

「うん。ありがとう」

　小さくうなずく私を優しい眼差しで見つめ、頬にキスを落とし出ていった。

　今日の件が心に重くのしかかっていて、尚哉さんの優しさをもってしても和らぐことはない。

　尚哉さんが先日プレゼントしてくれた暖かいクリーム色のカシミアコートに身を包み、マンションを出る。

　電話をかけてきた男は名前すら言わなかったが、ホテルのラウンジへ行けば絶対にわかる自信はある。部下はアラブ系だろう。

　悪い話だと予測しているが、聞かずにはいられない。

　指定されたホテルは徒歩で行ける距離にあるので、怖気づきそうな気持ちを奮い立たせて向かった。

　ホテルの四十五階にあるラウンジは絨毯がオリエンタルな雰囲気で、一度尚哉さんとお茶をしにきた。そのときの楽しい、浮き立つような気持ちとは雲泥の差で、重々しい気分のままエレベーターを降りる。

　入口のホテルスタッフ女性に名前を告げながら、私の目は窓際のテーブルに座るひとりの男性に留まった。黒いスーツに身を包んだ外国人だ。

　あの人だわ。

　男は顔をわざわざ向けてこちらを見ている。

「ご案内いたします」

　ホテルスタッフの女性は案の定、その男のもとへ私を誘導した。

　近づくと、その男はソファ椅子から立ち上がった。

　ホテルスタッフの女性が私から離れ、持ち場へ戻っていく。ずっと抱いていた不安が大きく押し寄せてくるが、下唇を噛み黙ってソファ椅子に腰を下ろした。

　コートを脱ぐ気もなく、さらに体の前で腕を組む。

「勇気がありますね」

　アラビア語で言った後口もとを緩ませて、バカにしたように私を褒める。

　彼はハーキム氏といつも一緒にいた男だ。

「用件を言ってください」

　私は無表情を貫きアラビア語で返答する。

「落ち着いてください。まずは飲み物を」

　男は手をあげて隅に立っていた男性のホテルスタッフを呼ぶ。

「こっちのエスプレッソはおいしいですね。なにを飲みますか？」

「アメリカンコーヒーで」

　男はなかなか流暢な英語でホテルスタッフの男性にオーダーを済ませる。

「呼び出した理由を教えてください」

「コーヒーが来てからにしましょう。邪魔が入るのは好きではないので」

　早く話してほしい私は、のらりくらりと本題に入らない男にイラつく。

「そんなに睨みつけないでください。ハーキム様からあなたを丁重に扱うように指示されているんですよ」

「私をあきらめたのではないんですか？　父に謝罪文を送ったと。それに三カ月の自宅謹慎を」

　今、ハーキム氏はまだ自宅謹慎中ではないのだろうか？

「いいえ。あきらめていません。屈辱を味わい、もっとあなたに執着していますよ。それが本題です」

　執着……ひどい！

　嫌な予感は的中した。わざわざこの男を来日させて、謝りにきたわけではなかったのだ。

　そこへコーヒーが運ばれてきた。美しいカップとソーサーなのにじっくり見ず、男を見つめる。

　男はエスプレッソをひと口飲んで、カップをソーサーに戻すと口を開く。

「飲まないんですか？」

「早く言って」

「では、本題に」

　その言葉に私は唾を飲み込んだ。心配で手足が震えてくる。

「あなたにドバイへ来てもらいたい」

「ええっ!?」

　私はギョッとなって言葉が続かない。

「ハーキム様と一週間クルージングをすれば、今までのことは忘れるとおっしゃっています」

「なんて勝手な！」

　あの男とクルージングなんてしたら……。

「一週間体を差し出せば忘れるとおっしゃっているんですから、簡単なことではないですか？」

「ぜんぜん簡単じゃありません！　そんなことをしたら私は夫と別れなくてはならない」

「なんとか理由をつけてドバイへ来ればいいんですよ。例えば、父親に会いたいとか」

「私は夫と別れる気はありません。あなたの雇い主に従わなくても、私にはなんの問題もないです」

　強気でビシッと言い放つ私に、男は愉快そうに笑いだした。

「本当にそれでいいのでしょうか？　そんな返答くらい予想していますよ」

「え？」

「あなたの父親を拉致して殺すなど、なんでもない」

　心臓を鷲掴みにされたようなひどい痛みを覚える。心臓がバクバクと今まで以上に暴れ始め、吐き気を覚えた。

「そんなっ！　父を！　巻き込まないで！」

　父が殺される場面が頭に浮かんで、それを追い払うように何度も頭を左右に振る。

「ですから、あなたの気持ち次第です。あなたがドバイへ来なければ、今言った話は現実になります。もちろんあなたの夫や父親に話した場合も。ハーキム様は短気ですのであまり待てません。明日中に昨日の番号へ電話を」

　がくぜんとなっている間に、男は通りがかった男性スタッフに会計をするように流暢な英語で伝えた。

「ひとつ教えておきます。在ドバイ領事館と自宅に、新たに盗聴器を仕掛けていますから、父親を逃がそうとしたときにはどうなるかわかりますね？　誰かが接近しても同じです。あなたの夫は有能な男だ。彼が動けば父親の命は呆気なく――」

「やめて！」

　悲痛な声をあげる私に男は口もとを緩ませる。

　そこへ男性スタッフが伝票を持って戻ってきて、男はコーヒー代を現金で払うと私がぼうぜんとなっている間に立ち去った。

　私は……どうすれば……。父に連絡ができないなんて……。

「お義姉様？」

　突然呼ばれ、ビクッと肩を跳ねさせて声の主を見上げる。

　黒のレース使いが綺麗なワンピース姿の和泉さんだった。

　まさか、ずっと近くに……？

「い……和泉さん、こんにちは」

　必死に平静を装い、小さく微笑みながら立ち上がる。

「こんなところで偶然ですね」

「和泉さんはここへお茶をしに？」

「はい。あそこで友人とアフタヌーンティーを」

　彼女は自分が座っていた席を手で示した。そこには三人の若い女性たちがいて、話に夢中になっている様子だ。

　席は離れている。話を聞かれても言葉はわからないだろうが、外国人男性と一緒にいたところを目撃されたのは気まずい。

「お義姉様、あの男の人は？」

「ドバイにいた頃の知り合いなの。あの、尚哉さんには話さないでほしいの。単なる知り合いだけど、余計な心配をかけたくなくて」

　和泉さんはわかっていますというように、にっこり笑みを浮かべる。

「もちろんです。お義姉様を溺愛しているお兄様は嫉妬しそうですもの」

「ありがとう。和泉さん」

「じゃあ、友達のところへ戻りますね」

　和泉さんは私から離れ、座っていたテーブルへ歩を進めた。




　マンションまで十五分もあれば帰れるところを、衝撃を受けている頭はまったく働かなくて道を間違え、三十分以上かかって戻ってきた。

「おかえりなさいませ」

　コンシェルジュの峰さんが笑顔で出迎えてくれる。

「大丈夫ですか？　顔色が悪いような。元気がないですね」

「え？　あ、平気です。寒かったみたいで……おつかれさまです」

　私は峰さんに頭を下げてエレベーターホールへ行く。エレベーターに乗り、自分の階のパネルを押すのも機械的にただ手を動かすだけだ。

　玄関の鍵を開けてスリッパに履き替え、室内へ進む。

　いつもならすぐにウォークインクローゼットへ行ってコートをかけるのだが、ぼうぜんとしたままリビングへ入り、そのままでソファにくずおれるように座った。

　ハーキム。執着心の強いヒルみたいな男。二度と会いたくないが、父の無事を第一に考えるのならドバイへ行き、あの男に……。

　想像して乱暴に頭を左右に振る。

　あの男に抱かれるなんて嫌！　この幸せを壊されたくない！

　返事が明日中だなんて。もっと考える時間が欲しい。

　悩んだ末、父に電話をかける。ドバイは朝で、父はまだ外出していないはず。

「もしもし？　お父さん」

《真佳奈、朝からお前の電話でうれしいよ》

　父は上機嫌で弾む声だ。

　ふとあの男が言った、父の家と領事館にまた盗聴器を仕掛けているという話を思い出す。

「うん。出勤前に掴まるかなって。声を聞きたかっただけなの。変わりない？」

《変わりないよ。お前の方はどうなんだ？　もしかしていい知らせなのか？》

「え？　いい知らせって？」

《尚哉くんとうまくいっているんだろう？　赤ちゃんがすぐできてもおかしくない》

　彼との赤ちゃん……。

「ううん。まだ……。お父さん、よほど早くおじいちゃんになりたいのね？」

《もちろんだよ。孫の顔が見たいよ》

　父は元気そうだ。なにも知らないのが一番いい。

「それは神様のみぞ知るね。もう行く時間でしょう？　切るね」

《ああ。またな》

　通話を切ってホッと安堵した。今のところ父は無事だ。




　尚哉さんは昨日と同じ時間に帰宅した。彼に私の様子を悟られないよう必死に冷静さを装う。

　いつものように帰りが遅ければ彼と過ごす時間が短く、ボロを出さずに済むかもしれないのに、二十時の帰宅では様子がおかしいと悟られる可能性が高くなる。

「体調は？」

　テーブルに着いた尚哉さんは、目の前にボロネーゼパスタを置く私に尋ねる。お皿が私の手から離れようとしたとき、彼が手首をそっと掴んだ。

「昨日よりはいいわ。心配かけてごめんなさい」

　冷静さを必死にかき集めている私の顔色は、治ったと言うにはおそらく無理がある。だからあえてそう口にして微笑みを浮かべた。

「無理はしないでくれ」

「ぜんぜんしていないわ。きっと寒さで自律神経がおかしくなったのかも。ずっと暑い国にいたから」

「お義父さんに会いたいだろう」

　尚哉さんの口から父の話題が出て鼓動が跳ねた。

「もちろんです。私、父が再婚したらいいなと思っているんですよ」

「よく聞く話では、娘は嫌がると」

「職場と自宅だけの往復、昼間は仕事。話し相手になる女性がいたら毎日楽しいと思うんです」

「たしかに。今の俺のようにな」

「私もです」

　鼻の奥がツンとしてきて、泣かないようにするのが精いっぱいだ。

「あ、今日は尚哉さんのお言葉に甘えて、ボロネーゼパスタとサラダで簡単に作りました」

「簡単でもないだろう、好きなパスタでうれしいしおいしそうだ。いただきます」

　ひと口食べた彼は「ウマい」と微笑んで、どんどん食べ進めていった。




　食事後、仕事があると言い尚哉さんは書斎へ行った。

　私を心配して無理に早く帰宅したのだろう。

　お風呂に入り、先にベッドに横になる。

　尚哉さんといる間はハーキム氏のひどい話を考えないようにしていたが、ひとりになるとすぐに頭がいっぱいになって、不安が押し寄せてきて呼吸が苦しくなった。

　私はどうすればいいの？

　尚哉さんに相談をしたい。けれど、彼が動いたらお父さんの身に……。あんなひどい男に身を任せなければならないの？

　横を向いて片手で口もとを塞ぎ、嗚咽をこらえる。あふれ出てくる涙も止まらなかった。




　翌日は金曜日。

「真佳奈、今日は遅くなりそうだ。夕食はいらない」

　朝食の席で、コーヒーをひと口飲んだ彼は立ち上がる。

「はい。でも軽いものを――」

「いや、それよりもゆっくりしていて。まだ顔色が悪い」

　腕時計へ視線を送った彼はソファの背にかけていたコートを手にする。

「尚哉さん、私も駅まで一緒に行っていいですか？」

　私が彼のそばにいる時間はもう少ないかもしれない。まだ結論は出ていないけれど、父の命を優先しなければならないことだけは確かだ。

「どうした？　買い物か？」

「そうなんです。ベーカリーで明日のパンを。コートを取ってきます」

　寝室に入り、ウォークインクローゼットでグレーのチェスターコートを羽織り、彼の待つ玄関へ向かう。

　マンションの下へ降りると、コンシェルジュデスクにいた峰さんが笑顔で挨拶する。

「おはようございます。いつも仲がよろしくてうらやましいです。奥様、昨日よりも今日の方が寒いのでお気をつけて」

　ごく普通の挨拶だったが、エントランスを出る尚哉さんはなにか考えている様子になった。

「尚哉さん、早く行きましょう」

「真佳奈、どうして彼はお前に言ったんだ？」

「あ……昨日、気分転換に外へ出たからだと思います」

　のんびりと口にして微笑む。

　するとつないでいた手が彼の方に引かれ、体が彼の方へ傾く。尚哉さんは私の髪に口づけを落とした。軽く触れるくらいだけれど、ドキドキと心臓が暴れてくる。

「俺の妻を必要以上に見ているのかと嫉妬した」

「もうっ、そんなこと絶対ないです」

　何度も体を重ねているのに、ちょっとしたときの不意打ちのキスは甘酸っぱい気持ちになる。

　駅までの時間がこんなに愛おしいとは思わなかった。

　しかしもう決断しなければならない。




　なにも手につかない一日なんて初めてだった。

　尚哉さんと駅で別れてから、ベーカリーに寄ってバゲットを買い帰宅した。それからもう午後も暗くなってきているというのに、部屋の中を歩き回ったりソファに座ったり、キッチンでいつもより濃いコーヒーを淹れたりと、常にあの男の話が頭にあって、吐き気が込み上げてくる。

　昨晩は尚哉さんが寝室に入ってきたとき寝たふりをして、ずっと眠れなかった。

　睡眠不足のはずなのに、目を閉じても眠れない。あんなのは初めてだった。

　ライトのついた東京のシンボルタワーが目に入る。

　ここへ来たときは尚哉さんの気持ちがわからなくて、ずっと別れると思っていたのを思い出す。

　ご家族にも優しく迎えられて幸せだったのに……。

　尚哉さん……私の選択を許してください。

　ずっと睨み続けていたローテーブルの上のスマホを手にする。着信履歴からあの男の番号を選びタップして呼び出す。

《決心はつきましたか？》

　静かに尋ねる声が憎たらしくて、すぐに言葉を返せなかった。下唇を強く噛んで必死に冷静さをかき集める。

《かけてきたのに無言ですか？》

「……いつ行けば」

《賢明な選択です。一週間で今までのことはなくなるんですから》

「すぐには行けません」

《来週中には出国してください。フライトを予約したら教えるように》

「来週中に!?」

　そんなに時間がないの？

「一カ月の猶予は欲しいわ」

《考える時間をあげるわけにはいかないんですよ。日にちが延びれば延びるほど、どうにかしようとするでしょう》

「そんなことは考えていないわ！」

《とにかく来週のフライトの連絡を待っています》

　ブチッと通話を切られた。

　とうとう言ってしまった……。

　苦渋の決断に顔がゆがみ、両手で顔を覆った。

「うぅ……っ……」

　嗚咽はいくら止めようとしても止まらなかった。

　尚哉さんの帰宅時には普通に戻っていなければならない。泣き続けていたら、様子がおかしいと勘づかれそうだ。

　必死にこらえ、濡れタオルで目を冷やし、なんとかいつもの自分になろうとした。




　尚哉さんのメッセージが入ったのは二十三時を回ってから。【十二時を過ぎるから先に寝ていて】とあり、寂しいが安堵した。

　忙しいのね……。

　それが私にとってよかったのかどうなのかはわからないけれど、とにかく残された時間は少ないのだ。少しでも長く尚哉さんと過ごしたかった。

　ベッド横のサイドテーブルのランプをつけてウトウトしていた。眠っては覚めての繰り返しをこの二時間あまりやっている。

　そこへ寝室のドアが開き、尚哉さんが静かに入ってきた。

　すでに深緑色のパジャマを着ていてベッドに横たわると、私を抱き寄せる。

　向き合う形で、私は微笑む。

「おかえりなさい。スーツは……？」

「起こさないようにドレッシングルームで着替えたんだが、結局はダメだったな」

「ううん、寝入る前だったからわかったの」

　尚哉さんの唇が私のおでこに触れる。

「明日なんだが、出勤になった」

「お忙しいんですね。おつかれさまです」

　明日一緒にいられないのは残念でならないが、仕方がない。

「日曜日は真佳奈の行きたいところへ連れていく。どこかないか？」

「あ……いつも見ているところへ行きたいです」

　場所はあえて口にしないで、ふふっと笑う。

「いつも見ているところ……？　言ってみろよ」

　尚哉さんはわからない様子で、私の頬を軽くつまむ。

「ダメです。内緒です」

「仕方ない。楽しみにしておこう」

　唇が重なりすぐに離れる。

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　温かい尚哉さんの胸に顔を寄せて目を閉じた。




　日曜日、ブランチを食べにカフェへとやって来た。私がネットで調べたカフェレストランで、店内は広く清潔でおいしいと評価が高かった。

「尚哉さん、ここはガレットがおいしいらしいです」

　そば粉をクレープ状に焼き、その上に生ハムや目玉焼き、野菜がのっているガレットはほかにも具材のバリエーションがあって、メニューの写真を見るだけでおいしそうだ。

「俺はベーコンと目玉焼きのガレットにしよう」

　私は生ハムと野菜とチーズのガレットを注文した。

「行きたいところは車じゃなくていいのか？」

「はい。実はここからも見えています」

　窓際の席に座るが、見えているといってもほんの一部分だ。

　尚哉さんは窓へ視線を向けてすぐにこっちを向いた。

「タワーか」

「あたりです！　展望台から私たちの住まいを確認してみたいなと」

「おもしろそうだな」

「一度も上った記憶がないので、楽しみです。尚哉さんは行ったことがありますか？」

「俺は小学生くらいに友達と一緒に行った覚えがある」

　小学生の頃の尚哉さんはどんな子どもだったのだろう。実家で彼の写真を見る機会も失ってしまった。

「――佳奈、真佳奈？」

「え？　あ、お料理が来ましたね」

　綺麗な四角い形のガレットが目の前にあって、ぼうっと考え事をしていたことはなにも言わずに、ナイフとフォークを持って食べ始めた。




　タワーの入場券を買って、中へ入りエレベーターに乗る。日曜日なので、子どもを連れた家族連れがたくさんいる。

「尚哉さん、どっちの方向でしょうか……」

「こっちだ」

　手を引かれ、マンションがある方向へ立った。

「黒い外観のマンションだから……あ！　あそこじゃないでしょうか？」

　目を凝らしてみると、それらしきマンションを発見した。

「ああ。あれだ」

　ここから室内を見られず、ホッとした。甘い時間を過ごしているところを誰かに見られていたらと思うと、羞恥心に襲われる。

　そのとき、ドバイのテラスで尚哉さんが盗撮されていると言ったのを思い出した。

　日本で過ごして油断していたけれど、あの男が日本にいるということは、ここから双眼鏡で覗かれていたかもしれない。

　そう考えると背筋が凍りつきそうになった。

　あの男のことは考えずに、写真を撮ろう。

　スマホをコートのポケットから出して景色を撮る。

「真佳奈、スマホにひびが入っているじゃないか」

「あ、この前落としてしまって」

「だいぶモデルが古いな。真佳奈、混んできた。ここを出てショップへ行こう」

「え？　今？」

「そう。今だ」

　私たちはタワーを降りて、やって来たタクシーに乗って銀座の大きなショップへ向かった。




「こちらでデータ移行しますので」

　尚哉さんは忙しい店員にそう告げて最新機種のスマホ購入を終わらせた。

「真佳奈？　なんだか心配そうな顔をしていないか？」

　ショップを離れてから、尚哉さんが高身長の体を少し屈めて私の顔を覗き込む。

「お店の方にデータを移行していただいた方がよかったのではないかと。尚哉さんはお忙しいですし」

「今は簡単にできるんだ。俺がデータを移すから心配はいらない。夕食はどこかで食べて帰ろうか」

　私が尚哉さんに食事を作ってあげられるのも残り少ない。

　首を左右に振ってにっこり笑う。

「すき焼きのリベンジをさせてください」

「じゃあ、ウマい日本酒を買って帰ろうか」

「はい」

　私たちはデパートに入り地下の食品売り場へ足を運び、お酒売り場で店員のアドバイスを受けて決めた大吟醸を購入して帰宅した。




　今回は割り下を間違えないように気をつけて味見をした。

「うん。完璧」

　おいしそうな牛肉も買ってきたし、最高のすき焼きになるかな。

　テーブルにセッティングしていると、書斎から尚哉さんが出てきた。

「データ移行終了だ」

　新しい白いスマホを私に手渡す。

「ありがとうございます。落とさないよう大事にしますね。こちらもちょうど終わりました。食べましょう。お酒は熱燗？　そのまま？」

「そのままでいいよ」

　受け取ったスマホをテーブルに置き、日本酒とシャンパングラスを取りにいく。日本酒を入れるおちょこはここにはないからだ。

　すき焼きはおいしくできた。大吟醸も極上で、辛口の風味によりすき焼きで甘くなった口の中をさっぱりさせてくれる。

「こうして好きな人と食べられるって幸せですね」

　ふいにそんな言葉が口から出て、変に思われないか心配になる。

「そうだな。この幸せを壊す者がいたら俺は絶対に許さない」

　尚哉さんの返答に心臓がギュッと縮こまる。

　彼が知るわけがないのに。

「そんなことになるわけがないが」

　尚哉さんはふっと微笑みを浮かべ、日本酒を口にする。

　私が変な言葉を言ったから、尚哉さんは答えただけだ。でも驚いて鼓動がドクドク暴れている。

「もう一杯飲むか？」

「ううん。もう酔ってるから」

「真佳奈は少し酔っている方がかわいい」

　からかう尚哉さんにムッと頬を膨らませると、彼はクッと喉の奥で笑う。

「そんなぁ。しらふの私はかわいくないんですね？」

　こんなふうにからかう尚哉さんがすごく好き。

　すき焼きのコンロの火を消した彼は立ち上がり、私の横へやって来る。

「どうしたんですか？」

「真佳奈、お前が欲しくなった」

　熱を帯びた眼差しの尚哉さんがなにを欲しているのか、推測できる。

「え？　でも、まだ食べている――あ、きゃっ」

　抱き上げられて唇が塞がれた。

「んっ……」

　私の手が尚哉さんの首に回る。その腕にも彼の唇が触れていく。

「バスルームとベッド、どっちで愛されたい？」

「バスルームで先に体を洗い――」

「クッ、真佳奈は欲張りだな。つまり両方ってことだろ？」

「もうっ、そんなふうに考えていないです。どっちだって、するくせに」

　片手を尚哉さんの首からはずし、頬を軽くつねる。その瞬間、尚哉さんは膝を折り、私の体が急降下して、慌てて首へと腕を戻す。

「尚哉さんっ！　落ちるかと思ったじゃないですか。子どもみたいなんだからっ」

「子どもだったら愛し合うなんてできないだろう？」

　キョトンとなっている私をドレッシングルームではなく直接バスルームで降ろし、シャワーのコックをひねった。

「な、尚哉さんっ」

　私たちの体にお湯が降りかかり、シャツワンピースは見る見るうちにお湯を吸っていく。

「待てないくらいお前が欲しい」

　彼の欲望の高まりに、私の体の奥が疼き、私たちはシャワーで張りつく服にかまわず激しく愛し合った。

　翌朝、尚哉さんが出勤してからもなにもやる気が起きなかった。昨晩はバスルームから寝室のベッドに移動して、彼は飽くことなく私を抱いた。おかげで腰がだるい。

　もうダメというところまで高みに上りつめさせ、そこから彼はドＳ精神を発揮する。翻弄される一夜だった。

　私が愛されたいと思う人は尚哉さんだけ。

　ふいにハーキム氏の顔が脳裏に浮かび、ブルッと体が震えた。

　なにかしていないと、強い不安感で胸が苦しくなりそうだ。

　キッチンに立ち、シンクにたまっている食器を片づける。

　午後になってやっとこれからのことに向き合える気持ちになってきた。

　昨晩から置きっぱなしにしていたスマホを手にして、横向きでソファに座り膝を抱えてからドバイ行きのフライトを検索する。

　尚哉さんの出勤後じゃないと……これにしよう……。

　進んでフライトを探しているわけじゃない。あの男に幸せな未来が崩されていく悔しさで涙が出てきて、スマホを持つ手を濡らす。

　予約したのは木曜日の成なり田た国際空港十四時五十五分発のフライト。韓かん国こくの仁イン川チョン国際空港のトランジットでドバイ国際空港へは翌日の早朝到着。

　十五時近くのフライトならば尚哉さんの留守中に出かけられる。

　私はひと席予約をした。

　男に電話をかけなければならないのに、その気持ちになれない。

　膝を抱えて頭をうずめる。

　でも、父の命を考えたらこうしてはいられない。

　どうしてハーキム氏とパーティーで会ってしまったんだろう……。

　しばらくしてから私にコンタクトを取ってきた男に電話をかけた。

《意外と連絡が早かったですね》

「早いからって進んでやっているわけではないです。父の命を最優先したいからです」

　私はドバイまでのフライトと日付を男に知らせた。

《私もそのフライトを取ります。ドバイへ着いたら私ともうひとりの男が案内します》

　私は返事もせずに通話を切った。

　それから一時間ほど経って、スマホが着信を知らせた。

　その音にビクッとなって、おそるおそるローテーブルの上のスマホを手にする。

　あ、尚哉さん。

　急いで通話をタップして出る。

「もしもし、尚哉さん」

《真佳奈、急なんだが明日ワシントンへ出張になった》

「え、明日……？」

《ああ。すまない。急遽行くことになった。戻ってきたら埋め合わせをする》

　なんてタイミングが悪いの……。ううん。かえってよかったのかもしれない。尚哉さんとの時間は短くなってしまったが。

「ううん。仕方がないです」

　彼の仕事を応援している。いつか大使になりえる人だから。

　明るく聞こえるように声を発すると、電話の向こうの尚哉さんから小さくため息が聞こえる。

《そう言ってくれるのはありがたいが、あっさり了承されると寂しいな》

「尚哉さん……本当はすごーく寂しいんですよ？　でもお仕事なので……」

《わかっている。そんな真佳奈がいつも愛おしい》

「な、尚哉さんっ、そこに誰もいないんですか？」

　職場でもポーカーフェイスを貫いていそうだから、もしのろけた言葉を同僚たちが聞いたらどんなに驚くだろう。

《いるが、少し離れているから聞こえていないだろ。下着とワイシャツだけ用意しておいてほしい》

「はいっ。わかりました」

《それから準備で今日も遅くなる。夕食は軽いものでいいからな》

　今夜は尚哉さんの好きなものばかりを作ろうと思っていたけれど、それも叶わない。

　気持ちが落ち込んでくるのがわかったが、無理して明るく「そうしますね！」と口にした。

　通話を切ってから、ソファにゴロンと横になる。

　時間が瞬く間に過ぎていく。

　時が止まればいいのに……。




　尚哉さんが帰宅後軽く食べられるように、ホットサンドを焼くばかりにして待っていた。

　彼に頼まれた五日分の下着とワイシャツは丁寧に畳んでウォークインクローゼットの中央の台に置いてある。

　それらを用意するだけで涙が出てくるのに、帰宅した尚哉さんと顔を合わせたら私は泣かないように我慢できるのか自信がない。

　明日の別れも考えると、自分が地球上からいなくなってしまえばいいのにと思うばかりだった。

　二十三時を回って尚哉さんが帰宅した。

　玄関が開く音に、私は出迎えにいく。

「おかえりなさい。今日もおつかれさまでした」

　にっこり笑みを浮かべて、玄関で脱いだコートを受け取る。外の冷気をまとったコートは氷のように冷たい。

「ただいま。クッキーをもらったんだ」

　かわいらしい花柄のショッパーバッグを私に渡そうとする。こんなかわいいものを持った尚哉さんは今までに見ない。これを持って電車に乗ったところを想像すると笑みが漏れる。

　もっと見ていたくて手を差し出さないでいると、彼の眉根にしわが寄る。

「クッキーは好きじゃない？」

「大好きですよ。ありがとうございます。すごくかわいいですね。それを持った尚哉さんをずっと見ていたいなって思ったんです」

「まったく冷やかすなよ。ほら」

　グッとショッパーバッグを突き出されて、笑いながら受け取った。

　うん。私、笑えてる。

「尚哉さんが食事をしている間、紅茶でいただこうかな」

「夜中に食べたら太るぞ」

「太ってもいいんです。あ、でも太ったら嫌いになりますか？」

　寝室へ歩を進めて、ショッパーバッグをベッドの隅に置き、ウォークインクローゼットのハンガーにコートをかける。

「どんな真佳奈でも大好きだ」

　不意打ちのキスに、私はふふっと笑った。

「お風呂に入ってきてください。その間に温めておきます」

　私は尚哉さんから離れて、クッキーのショッパーバッグを手にキッチンへ向かった。

　準備していたパンをホットサンドメーカーに置いて、ハム、トマト、ピーマン、チーズをのせて、もう一枚のパンをかぶせる。蓋をして、あとはスイッチを押すばかりにした。

　尚哉さんを待つ間に、アールグレイティーを紅茶ポットに入れてお湯を注ぐ。茶葉を抽出して、クッキーの包装紙を取り去った。

　箱もかわいいが、蓋を開けて花をかたどったピンクや黄色、薄い緑などのクッキーに笑顔になる。

「食べるのがもったいないな」

　箱をダイニングテーブルの上に置いて、彼の前には空のカップを置いた。アールグレイティーが抽出できたら注ぐつもりだ。

　時間を見計らって、ホットサンドメーカーのスイッチを押した。

　そこへ濃紺のパジャマ姿の尚哉さんが現れた。

「尚哉さん、ホットサンドを作ったんですが、飲み物は紅茶でいい？」

「ああ。それでいいよ」

「もうすぐ焼けるから座っててね」

　私はキッチンの中へ入り、ちょうどできあがったホットサンドをトングで取り出し、押さえながら包丁で斜めにカットした。

　サーモンのサラダをのせたお皿にホットサンドを置いて運んだ。

「ありがとう。ウマそうだ。いただきます」

　尚哉さんは熱々のホットサンドを口に入れる。

　彼の対面の席に腰を下ろし、ピンクの花の形のクッキーをつまんだ。

「日本のお菓子はかわいいのがたくさんありますね」

「気に入ったのなら、今度買ってくるよ」

　今度……。

「食べなくてもおいしいってわかります。今度たくさん買ってきてください」

　ひと口かじるが、喉がギュッと締めつけられてクッキーが飲み込めない。

　アールグレイティーを飲んで、なんとか流した。

「明日はいつも通りに出る」

「はい。気をつけて行ってきてくださいね」

　引きつりそうな顔に必死に笑みを張りつかせる。

「以前は出張もなにも思わずにこなしていたが、今は真佳奈と離れたくないというのが本音だ」

「尚哉さん……」

「在外国大使館へ駐在になれば、一週間も離れないで済むのにな」

　彼の気持ちに、グッと胸が苦しくなる。

「尚哉さんが駐在になったら、なにがなんでもついていきますからね」

　声が震えて聞こえませんように。




　尚哉さんと過ごす最後の夜。

　暗がりの中で目を開けて、目の前の彼の眠っている顔を見つめる。仕事で疲れているのだろう。

　しばらく微動だにしない尚哉さんの唇に触れたくなるのをこらえ、彼の胸に顔が来るように身じろぐ。

　すると彼はもっと体を密着させるように引き寄せてくれる。

　ぴったりと体を寄せ合い、その行為が無意識であることに幸せを感じた。




　朝食を食べ終えた尚哉さんは玄関へ向かう。玄関には黒のキャリーケースが置いてある。スーツを何着か入れるが、いつもと同じキャリーケースだ。

「尚哉さん、行ってらっしゃいませ」

「行ってくるよ。風邪をひかないよう温かくしていろよ。正月には温泉にでも行きたいな」

「はい。温泉行きたいです」

「何軒か親父が温泉付きの別荘を持っているから、戻ったら一緒に選ぼうな」

　尚哉さんはキャリーケースを大理石の土間に下ろし、「行ってきます」ともう一度言った。

　本当はエントランスまで見送りたい。けれど、もう泣かないでいるのが精いっぱいだった。

「行ってらっしゃいませ」

　玄関を開けようとする尚哉さんの背中に向かって頭を下げた。顔を上げてみると、彼はまだ出ていかずにこちらを見ていた。

　泣きそうだった目が驚いて大きくなる。

　尚哉さんは数歩で目の前に立ち、私を抱きしめた。

「愛している」

　耳もとでささやき、ぼうぜんとなっているうちに玄関を出ていった。

　私も愛してる……。




　区役所で離婚届をもらい、自宅に戻って自分のところを記入して、彼の書斎へ入る。

　本棚には各外国語の書籍が並んでいる。シンプルで尚哉さんらしい部屋だ。

　大きなマホガニーのデスクに近づき、離婚届を置いた。その横に先ほど書いた手紙も並べる。

　手紙には、ハーキム氏がまだ私をあきらめておらず、父の命と引き換えに一週間クルージングに付き合うことになったと書いた。

　あの男にけがされた私はあなたにふさわしくなくなる。二度と会えないから、ここにある私の物は捨ててもらうように手紙をしたためた。

　途中、涙が止まらなくなって何度も中断し、濡れて文字が滲んで何度も書き直した。




「当機は仁川国際空港に向けて定刻通り離陸いたしました」

　ぼんやりしていた私の耳に機内アナウンスが聞こえてきた。

　もう引き返せない。父の命がかかっている。

　大事な父のためなら……。

　尚哉さんがアメリカに発った二日後の、木曜日の今日。私は成田国際空港からドバイ国際空港に向けて、韓国までのエアラインに搭乗した。

　ビジネスクラスの窓側に座った私は、反対側の座席にあの男がいるのに気づいた。

　仁川国際空港でエアラインを乗り換え、ドバイ国際空港へ向かう。到着は朝早くだ。

　到着するまで、あの男は目と目を合わせても話しかけてきたりはしなかった。

　頭がおかしくなりそう……。感情がなくなれば、こんなにつらい思いをしなくて済むのに……。

　ドバイ国際空港へ着陸する前、窓のシェードを開けた私の目に、白い雲にオレンジ色の太陽の光が重なり、神々しさを覚えた。

　その美しい光景を瞳に映しながら、私はきっぱり覚悟した。

　飛行機は無事に滑走路に着陸し、入国手続きの列に並ぶ。

　荷物はショルダーバッグだけだ。

　入国手続きを終えてコートをゴミ箱に捨てたところへ、あの男がやって来た。

「この暑い国では必要のないものですからね」

　男の言葉にも返事をせずに、空港の外へ出る。長袖のカットソーとジーンズはまだ朝早いドバイの気候にちょうどいい。

「迎えの車が来ています」

　韓国で飛行機の出発が少し遅れたため、ドバイの時刻は朝六時を回ったところだ。

　男は私の隣に並び、黒塗りの高級車へと案内する。

　車の外に黒いスーツの男が立っており、スマホを耳にあて話をしている。

　私たちが近づくと、運転手の男が車から降りて後部座席をうやうやしく開けた。

「真ん中に座ってください」

　男に促され車内へ体を入れたところで、反対側から先ほどの電話の男が乗り込む。そして反対側には監視役の男が座った。

「直接マリーナへ向かいます。クルーザーでハーキム様が待っています」

　道路を走る車のフロントガラスからはドバイの街並が見えてきた。

　車が走り出した途端に胃がムカムカしてきて吐き気を覚える。機内食をほとんど口にしなかったせいもあるが、これから起こることに打ちのめされているからだろう。

「従順でいいですね。最初からハーキム様のものになればよかったんですよ」

　私は男の言葉を無視し、無表情のまま前を見ていた。

　あと二十分ほどでマリーナに着いてしまう。

　あの道を左に曲がれば自宅が……。

　父に思いを馳せるが、車はそちらの方向へ行くわけもなくマリーナへ向かっている。

　そして数分後、停泊している多数の豪華なクルーザーが見えてきた。

　それらよりもひと際大きくて王族が所有するようなクルーザーの横に停車した。

「降りてください」

　ドバイで合流した男は先に車から降り、監視役の男が促す。

「父の無事を確かめたいんですが」

「日本から電話をかけたでしょう？　あなたが従順な態度を取れば、父親の安全は保障しますよ」

　やはり盗聴は事実だった。

「マカナ！」

　嫌々車から地面に足をつけたとき、白のカンドゥーラを着たハーキム氏がゆったりとした足取りで手を広げながら近づいてきた。

　その姿にぞわっと背筋に寒気が走り、顔がゆがむ。

「マカナ。会いたかった」

　突っ立っている私にハーキム氏は腕を回し抱きしめる。彼の顔が私の髪に近づき、唇をあてられた。体の横に下げていた手のひらを、弱い自分を奮い立たせるようにギュッと握る。

「最低なことをしますね」

　ハーキム氏が体を離して、ホッと体を弛し緩かんさせる。

「こうでもしない限り、マカナは手に入らない。今まで手に入らなかった女などいなかったのにな。マカナが私の支配欲に火をつけたのだ」

「私は人妻です。こんな計画をして後でどうなると思っているの？」

「どうにもならない。君は私のおもちゃとして遊ばれ、抱きつくしたら捨てられる。これを誰かに話したら、父親は生きていられない」

　私の顔が引きつった。

　こんな最低な男に制裁を受けさせられないなんて。

「そんな顔をしないでくれ。かわいいマカナ。さあ、中へ入ろう」

　浅黒い手に肩を抱かれて、クルーザーに続くタラップを進ませられる。

　クルーザーの後部にあるリビングは屋根がなく開放感があるが、そこのソファに座らされて、早くも身の危険を感じた。

　ハーキム氏は私の肩に回した手を少しも離さない。しかも顔がすぐ近くにあるのだ。

　体をずらして彼から離れたいのに、強い力で押さえられていてびくともしない。

「出航は三十分ほど待たないといけないんだよ。エンジン点検をしていてね」

　クルーザーのスタッフがシャンパングラスとシャンパンを運んできた。

　金色をした液体が注がれたグラスを持たされる。

「愛しいマカナ、これから一週間楽しく過ごそうじゃないか」

「本当に一週間過ごしたら、もうかまわないでくれるんですか？」

「それはマカナの奉仕によるな。私が満足しなければ一カ月かもしれない」

「約束が違うわ！」

　シャンパングラスを持った手に力が入り、パキンと折れ、握った手から血が滴り落ちる。シャンパングラスの上の部分が床に落ちて、ガラスの破片が散らかった。

　急いで部下たちが散らばったガラスを拾い集める。

「けがをしたじゃないか。まあこれくらいたいしたことはない。私は血を見るのが好きなんだ」

　ハーキム氏は私の強く握った手を開かせて、残りのグラスをトレイの上にのせる。それから傷口をゆっくり見せつけるようになめられた。

「やめて！　なめないで！」

「ガラスの破片が入っていないか、私の舌で確かめているんだよ。おとなしくしたまえ」

　じゅくっと吸ったハーキム氏は笑みを浮かべながら、私の手を離した。

「そんなに拒むのなら、みんながいるここで奪うぞ」

「嫌よ！」

　ここには男たちが数人いる。そんな男たちの目にさらされるなんて。なんとかして阻止しなければ。

　ハーキム氏はニヤニヤ笑って、私をソファに押し倒した。唇が塞がれる寸前で顔を背けると、うなじを生暖かい舌でなめられる。

「きゃあっ！」

　気持ちが悪くて思わず悲鳴が漏れる。

　身をすくめる私にのしかかる大柄な体。

　絶体絶命だ。

　ギュッと目を閉じたとき、カチャッと金属音が聞こえ、続いて「そこまでだ。彼女から離れろ」と男の声がした。

　その声に驚いて瞼を開けると、私を組み敷くハーキム氏の頭にピストルがあてられていた。それを持つのはシャンパンをサーブしていた男だ。

「早く離れろ！」

　ピストルを持った男は声を荒らげる。

　ハーキム氏を助けようと私を監視していた男が詰め寄る。

「お前は誰なんだ!?」

　私を組み敷いていたハーキム氏が体を起こしたため脚に体重がかかり、痛みに顔がゆがんだ。

　そこへ男たち数人の声が聞こえてきた。ハーキム氏の部下たちが立ち向かう寸前、白いカンドゥーラに白と赤のイガールをのせた、四十代後半くらいに見えるアラブ人男性が姿を見せた。

　エキゾチックな面立ちでかなりの威厳を放つその人物の登場に、一同が金縛りにあったかのように動きを止めた。

　その男性の横に立った日本人に気づき、私は目を疑った。ワシントンへ出張に行ったはずの尚哉さんだったのだ。

　どうして……。

　彼がこの場にいるのが信じられなかった。幻だと思って私は目を凝らした。

　尚哉さんは今まで見たことがないくらい怖い顔でこちらにやって来ると、ハーキム氏の胸倉を掴み、私から乱暴に引き離すと拳で頬を殴った。

　ハーキム氏は呻き声をあげてデッキに転がる。

「尚哉さん……」

　重みから自由になった私はあぜんとなりながらふらふらと立ち上がった。

　ハーキム氏を睨みつけていた彼は、私に向き直る。

「真佳奈、怖かっただろう。よくがんばったな」

　尚哉さんの腕が私に回り抱きしめられた。そして彼がポケットから出したハンカチで、まだ血が止まらない私の手のひらをきつく縛る。

　その間に、威厳を持ったアラブ人の男性が一歩進み出た。

「アフマド、所業がすぎたな」

　きつい眼差しを向けるその男性を見て、尚哉さんに殴られうずくまっていたハーキム氏はビクッと肩を跳ねさせ、膝をついた。

　あんなに威勢のよかったハーキム氏が小さく見える。

　この人は誰……？

「お前には温情をかけていたが、今回の行きすぎた恥ずべき行為に、私は見限った。ストーカー行為、脅し、人妻を奪おうとするお前にはあきれるばかりだ」

「も、申し訳ありません。ですが、この女が被害妄想で、私に連絡をしてきたのです。ドバイへ来たいと」

　嘘をつくハーキム氏にがくぜんとなって口も開けない。

「お前がしたのだとわかっている。領事館や領事の家に盗聴器を仕掛けるなど、国際問題にもなりかねん！　まだ自宅謹慎が解けていないうちに最悪な計画を立てたお前の罪は重いぞ」

　これだけハーキム氏に強く言える男性に思いあたる。

　王族の親戚だとハーキム氏がいきがっていたのは、姉が第八王子の奥様だからだ。

　もしかしてこの方は第八王子なの？

「ナオヤ、心から私は謝罪し約束する。もう二度とこの男が君たちを困らせることはないと。私に任せて彼女を病院へ。後で領事宅へ伺う」

　尚哉さんが〝ナオヤ〟と呼び捨てにされていて、驚きを隠せない。

「わかりました。妻が心配なので、これで。後をよろしくお願いします」

「任せてくれ」

「真佳奈、行こう」

　尚哉さんは私を抱きかかえるようにしてクルーザーから下船し、すぐ下に待っていた白い高級車に乗り込むと、運転手に病院へ向かうよう告げた。

「真佳奈、疑問については後で話す。今はその傷を治療するのが優先だ」

　手のひらを見ると血はまだ止まっておらず、尚哉さんのハンカチが染まっている。

「どうして傷を負ったんだ？」

「ひどいことを言われてシャンパングラスを折っちゃって」

　傷口をなめられたのを思い出し、ゾクッと身震いする。

「無事にお前を取り戻すまで、生きた心地がしなかった」

　尚哉さんの唇が髪にそっと触れた。




　大きな病院へ到着し、すぐに治療がなされた。かなり深く切っていた手のひらは三針縫うけがで、化膿しないようにと抗生物質が処方された。

　尚哉さんがどうして第八王子と一緒に現れたのか知りたかったが、今は口も開けないほど疲れきっていた。

　病院から実家へ移動する最中に、睡眠不足と疲弊で尚哉さんの肩に寄りかかり意識を手放した。




「尚哉くん、真佳奈は大丈夫なのかね。かれこれ十五時間以上眠っている」

　父の心配そうな声が聞こえているのに気づいたが、重い瞼がなかなか開かない。手を瞼の上に置いてやっと目を開けた。

「お父さん、尚哉さん……」

　ふたりはベッドと椅子に座り、気遣わしげな瞳を私に向けていた。

「あ！」

　倒れるまで自分がなにをしていたのかを思い出し、落ち着きなく上体を起こした。父のいつもと変わらない姿を見て、涙があふれてきた。

「真佳奈、つらい思いをさせてすまなかった。怖かっただろう」

　父が泣きじゃくる私を抱きしめる。

　この数日間、ずっと気負っていたせいで箍たががはずれたように涙が止まらない。

　しばらくしたのち、ようやく泣きやんだ私は、事の真相を知りたいとベッドの端に座る尚哉さんへ視線を向けた。

「私が脅されていたのを知っていたんですか？」

「ああ。真佳奈に計画を悟られないようにするのは大変だったよ。大丈夫だ、心配はいらないと言いたくて仕方がなかった。事の真相を話そう」

　尚哉さんは静かに話しだした。










八、外交官が語る事件の真相




　俺は真佳奈を連れて帰国した直後、今まで彼女がハーキムにストーカーをされていた盗聴器などの証拠を集めた。アラブ首長国連邦の第八王子、ハッサン・ビン・アミードに、彼の義理の弟であるアフマド・ワキール・ハーキムの所業を書き連ねたメッセージとともに送るためだ。

　砂漠ツアーへ行った際に、俺たちの乗る車が故障したのもハーキムの部下の仕業だろう。

　第八王子とは先だってドバイ出張でのレセプションで初めて会い、日本人でアラビア語を話せる俺が珍しいと興味を持たれ、三十分ほど話をしていた。

　そのときに義弟ハーキムのストーカー行為を話したい衝動に駆られたが、周りに大勢の人がいるレセプションの場では喉まで出かかった言葉をのみ込むしかなかった。

　帰国してからその件をメッセージで送ってすぐに、第八王子から連絡があった。

　実のところ、第八王子の妻とハーキムに血のつながりはなかった。連れ子同士の結婚で継姉弟だと。姉である妻も継弟ハーキムの普段からの行いは目にあまるものがあったようだ。

　俺が送った証拠では、三カ月の自宅謹慎と謝罪文と軽いものにしかならなかった。義父と俺に送られた謝罪文を読み、腑に落ちないものがあった。謝ってはいるが、なにかが引っかかる。

　俺は第八王子に相談をし、彼が提案したのは安全だとわかるまでハーキムをひそかに監視する者を側近に送ることだった。

　その後何事もなく二カ月が過ぎ、ハーキムは安穏と自宅で過ごしているようだった。

　だが十二月に入ると、やつは領事館と領事宅へ盗聴器を仕掛けた。

　なにか行動を起こすかもしれないと、第八王子はハーキムの側近として送った男に注意を怠らないよう指示を出したのだが。

　まさかハーキムが義父の命と引き換えに、自分と過ごすように命令するとは。性根の腐った男だ。

　ハーキムは一番信用している側近の男を日本に送り、真佳奈に接触させた。

　そのシーンを偶然目にしたのは和泉で、真佳奈に口止めをされたが、彼女の様子がおかしくて心配だからと俺に連絡してきた。

　その前日の夜の真佳奈はあきらかに動揺し、顔色も悪く、塩と砂糖を間違えるほど心ここにあらずといった状態だった。

　第八王子から、側近の男が日本へ行ったと連絡が入っていたと知らせを受け、すでに真佳奈にコンタクトを取ったのだろうと推測できた。

　彼女の様子には俺の胸も痛んだ。

『大丈夫だ。お父さんの命は守る』と告げたかったが、決定的な悪事を暴かなければ、また同じことが繰り返されるだろう。

　現場を押さえ、やつに刑罰を与えるのが目的だ。

　真佳奈をおとりに使う話は第八王子の案だが、彼女の傷心しきった姿を見るとつらかった。

　この計画を彼女に話すことはできなかった。万が一ボロが出たとき、計画は失敗に終わるからだ。

　一度は別の作戦を考えようと第八王子に提案した。しかし、今回は無事に事が済むかもしれないが、今後もドバイに住む義父の命の安全は不確かなもので、不安は拭えない。

　さらに真佳奈に異常なまでに執着心を持ったハーキムならあきらめないだろう。

　苦肉の策で、作戦はこのまま遂行する手はずになった。

　土曜は真佳奈に出社だと偽ってホテルにこもり、第八王子と綿密な計画を立てシミュレーションを何度も繰り返し確認した。

　翌日、ひび割れを理由に真佳奈のスマホを新調し、混んでいるからとさらに理由づけて俺がデータを移行した。

　そこで最新の追跡アプリを入れた。

　ＧＰＳはもとより、彼女が閲覧したインターネットサイトを知ることができるもので、彼女が韓国を経由してドバイまでのチケットを予約したのもわかった。

　どんな気持ちで予約をしたのかと思うと、しばらく息ができないほどつらかった。

　職場には有給休暇を申請し、のっぴきならない理由なので戻ってきたら話しますと、上司に許可を取った。

　俺もドバイへ飛ぶが、表向きはワシントンへ出張。俺が気づいているとハーキムや真佳奈にコンタクトを取った男に知られるわけにはいかない。

　念には念を入れ実際にワシントンまで飛び、そこからアラブ首長国連邦の首都アブダビへ向かい入国、車でドバイへ向かったのだ。

　真佳奈のけがは予想外だったが、無事にハーキムを取り押さえ、刑を科せられた。

　病院からの帰宅途中、真佳奈は心労で寝不足だったのだろう。気を失うようにして眠りに落ち、それから十五時間以上も寝続けた。

　その間にハーキムの件で第八王子が訪れ、義父と俺に謝罪を繰り返し、ハーキムの刑罰を知らせた。

　五年間服役し出国禁止命令、理事も解任され、ふたりの妻と数人の子どもの生活のために私財は底をつくだろうと。

　真佳奈への異常な執着心が発展した結果、彼にとって最悪な結末になったのだ。

　極秘で進行していた計画は、義父にも知らせなかった。

　真佳奈が診察を受けている間、病院から領事館にいる義父に連絡をすると彼は慌てた様子ですぐに帰宅した。俺は今までの経緯を説明した。

　ハーキムに盗聴されていたとはまったく知らず、自分の命と引き換えに娘に突きつけた卑劣な行為に義父は憤り、血圧が上がらないか心配になるほどだった。

　ふと思った。真佳奈は俺と別れる覚悟でハーキムと会ったのだろうか。

　どうであれ、万が一のことが起こったとしても、俺は必死に父親を守ろうとした真佳奈を生涯愛し続ける。










九、策略家な外交官と永遠に




　尚哉さんの話を聞いて、言葉を失うばかりだった。すべてを知り、私を助けるために一いっ本ぽん気ぎに動いてくれていたのだ。

　どれだけ私に計画を話したかったか。胸が詰まる思いだっただろう。

　その場で一緒に尚哉さんの話を聞いていた父は涙を流していた。

「私のために……真佳奈、すまなかった」

　父は私を抱きしめて涙を手の甲で拭うと立ち上がった。

「あとはふたりで話しなさい。真佳奈、おなかが空いただろう。カマラとサナーがお前の好物を作ったから食べなさい。尚哉くん、言葉で言い表せないほど君に感謝している。ありがとう」

「愛する妻を守るのは夫の役目ですから」

　ふたりは固く握手を交わし、父が部屋を出ていった。

「尚哉さん……大好きです」

　ベッドから下りた私は彼の首に抱きついた。

「黙っていたことは許してくれるか？」

　気遣わしげな表情になった尚哉さんに満面の笑みを浮かべてみせる。

「あたり前です！　ぜんぜん怒っていません。それどころか話されたら、安心感から嘘くさい演技になったと思います。それを懸念したんでしょう？　無事にもうなにも思い悩まずに済んで、晴れ晴れとした気分なんです。もうなんだってできるような強い感覚です」

「真佳奈、もうこれ限りだ。なんだってできる強い感覚は俺だけに向けてくれ」

「え？」

　尚哉さんはキョトンとなる私の唇を甘く塞いだ。

「ホテルを取ればよかった。言葉通りなんでもできると実践してほしかったな」

「もうっ！」

　彼から離れてプイッとそっぽを向く私の頬に唇が触れた。

「明日はお前が働いていたホテルへ理由をつけて泊まるぞ」

「お父さんに悪いわ」

「真佳奈、俺とお義父さんのどちらが大切なんだ？　俺の命が狙われていたら、助けてくれるのか？」

　真剣な眼差しを向けられて言葉に詰まる。

「……尚哉さんは、自分でなんとかする人だから」

「だから？」

「助けません」

　にっこり笑みを浮かべて言いきると、尚哉さんはショックを受けたようにいつもは涼しげな目を見開いた。

「真佳奈……」

「万が一のそのときは一緒に死にます」

　次の瞬間、尚哉さんの逞しい腕に強く抱きしめられていた。

「その言葉は二度と使うなよ。これから俺たちは百歳まで長生きするんだからな」

「百歳……はい、ずっとずっとよろしくお願いします。尚哉さん、おなかが空きました。下へ行きませんか？」

「そうしよう」

　私たちは手をつなぎながら階下へ下りていった。

　カマラとサナーは私が好きなスパイスで炊き込んだ〝チキンビリヤニ〟や海老のガーリック炒め、パセリやトマトのサラダを作っておいてくれた。

　尚哉さんはビールを飲みながら、私が食べるのを見ている。

「よく食べるな」

　クッと、尚哉さんは笑う。

「機内食、全然食べられなくて」

「そうだったな。モリモリ食べられるほど真佳奈の神経は太くないからな」

「尚哉さんの神経はものすごく太そうですね」

　そう言ってからかうと、彼はうれしそうに笑ってビールをひと口飲む。

　その姿になんて幸せなんだろうと実感して、顔がほころぶのを止められなかった。




　翌日、朝食の席で父が思い出したように口を開いた。

「真佳奈、今日は勤めていたホテルに泊まるんだろう。働くばかりであそこのアミューズメントを楽しんでいなかったな。尚哉くんがイルカに触ってみたいと」

　尚哉さんがイルカと戯れる？

　想像ができなくて、笑いそうになって急いでパンをかじる。

　彼は私に話す前に、あらかじめ父に話を通していたのだ。

　策士な彼はポーカーフェイスでアイスコーヒーを飲んでいる。

　父は領事館へ出かけ、私たちはのんびりと午前中を過ごしてからタクシーでホテルへ向かった。

　ショルダーバッグひとつでやって来たが、私の部屋に残してあったワンピースを着た。下着や水着なども以前使っていたバッグに入れた。

　ミランダはフロントにいて、近づく私たちにいち早く気づいて手を振る。

「マカナ！」

「ミランダ！」

　私はカウンターから出てきた彼女の前へ駆け寄り抱き合った。

「こんなに早くに会えるなんてうれしいわ。予約にマカナの名前があったから、驚いていたところなのよ」

「用事があって来たところなの。がんばってる？」

「ええ。実は妊娠したの。三カ月よ」

「ミランダ、おめでとう！」

　もう一度彼女とハグをして、にっこり笑って祝福する。

「マカナもすぐよね。相変わらず旦那様が素敵だわね」

　ミランダは私のうしろへ視線を送り笑顔になる。

「今すぐチェックインするからね」

　彼女はカウンターの中へ入っていき、私がほかの元同僚たちと話をしている間に尚哉さんが手続きをする。

　ほかのお客様が来て話をしていた元同僚たちが持ち場へ戻っていき、私は尚哉さんに近づく。ちょうどチェックインを終えたところだ。

「素敵な時間をお過ごしください」

　ミランダは英語で言って尚哉さんにカードキーを渡し、私にはニヤニヤした顔を向けてウインクを送る。

　なんでウインクをするの……？

　首をかしげたところで、尚哉さんに腕を取られた。

「行こう」

「う、うん」

　エレベーターホールへ歩を進め、エレベーターに乗り込むと、最上階が押される。

「え？　最上階って。スイートルームしかないわ」

「スイートルームに泊まるんだ。勤めていたホテルのスイートに泊まってみたくないか？」

「それはそうだけど……」

　ここのホテルのスイートルームはドバイの中でも宿泊料が高いのだ。

「そんなに散財していいんですか？」

　エレベーターは最上階に到着し、部屋へ向かう。

「クックッ、なかなかの金銭感覚だな。俺は公務員だが、大学生のときに祖父が亡くなり相続したものがあってね。銀行に置いておけば知らない間に増えている」

「今の金利ではたいして増えないかと……私が想像できないくらいってことなんですね？」

「まあな」

　尚哉さんは麗しく微笑み、ドアを開けて私を室内へ促した。

「だからあんなにすごいマンションも所有できたんですね」

　フロント係では滅多にスイートルームへ入室する機会はなく、過去に入ったのは一度きり。

　私は窓に近づき、ターコイズブルーの海を眺める。

「うわぁ～素敵」

　高い場所から見る、この人工で作られた美しい景色は圧巻だ。

　テラスに出ようとしたところで腕が背後から回る。

「尚哉さん、テラスに出ましょう。すごく綺麗なんですよ」

　吐息が耳たぶにかかり、その唇でキスをしてほしくなったが、せっかくのホテル滞在だ。従業員のときは遊べなかったのでしっかり楽しみたい。

　くるっと彼の腕の中で向き直る。

「尚哉さん、イルカと遊びたいんですよね？」

「この俺が？　そんなわけないだろ。誰にも気兼ねせずにお前を愛するのが目的だ」

「ええっ？」

　驚いているうちにお姫様抱っこをされ、広々としたベッドに運ばれる。

「俺が最大限に奉仕するからな」

「ほ、奉仕って――んっ」

　唇が合わさり、これ以上ないほど甘く食まれる。

　この瞬間、私はこうして尚哉さんに愛されるのが幸せなのだと痛感した。

　肌に触れてほしい。抱きしめて翻弄してほしい。

　熱をはらんだ瞳で見つめる彼に、そっと微笑む。

「愛してます」

「俺もだ」

　もう一度彼は唇を塞ぎ、うなじに舌を這わせ、私のワンピースを脱がしていった。




　結局は翌日のチェックアウトまで一歩も部屋から出ないホテル滞在だったが、愛を確かめ合う幸せな時間だった。

　実家へ戻り一泊したのち、私たちは日本へ帰国した。

　マンションの部屋に入ると、感慨深いものが込み上げてくる。覚悟を決めてここを出て、そして無事に戻ってこられた。

　すべては尚哉さんのおかげ。私の運命は彼に出会って変わったのだ。

　尚哉さんは仕事のメールチェックをするために書斎へ入った。そしてすぐに手になにかを持って出てきて、私の前に立つ。

「あ……」

　彼のデスクの上に離婚届と手紙を置いていたのを思い出した。

　彼が開いたままの便箋を持っているのを見て、手紙が読まれたことを悟った。

「真佳奈……」

　抱きしめられ、クシャッと紙がつぶれる音がした。

「もう二度とこんな思いをさせないからな」

「……はい。尚哉さん」

　目頭が熱くなって涙が込み上げ、尚哉さんの胸に頬を寄せた。

「……今日の、夕食はなににしましょう？」

　鼻をグズグズさせながら尋ねる私に、彼はおでこにキスを落とした。

「やっぱり日本は寒いな。すき焼きが食べたい。ただし塩と砂糖を間違えないでくれよな」

　からかう尚哉さんに、私は泣きながら微笑みを浮かべた。
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あとがき




　このたびは『エリート外交官と至極の契約結婚【極上悪魔なスパダリシリーズ】』をお手に取ってくださりありがとうございました。

　シリーズの企画趣旨が〝ドＳなスパダリヒーロー〟だとお話をいただいたとき、久しぶりのドＳなヒーローにわくわくしました。

　私の作品にはあまりドＳなヒーローは出てこないのですが、今回尚哉をとても楽しく書けたので、また近いうちにドＳな男を執筆できたらと思いました。

　舞台はドバイ。ストーカーに困るヒロイン真佳奈を守り通した尚哉、よくやった！と、褒めました。

　真佳奈の決心を思うと、かわいそうだったのですが……。

　このお話を楽しんでいただければ幸いです。




　さて今回のシリーズには、巻頭漫画がついています！　えまる・じょん先生のめちゃくちゃかっこいい作画、楽しんでいただけましたでしょうか。

　これからの〝ドＳなスパダリヒーロー〟シリーズにも期待です。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版の皆様、担当の内田様、編集をご協力いただきました八角様、ありがとうございました。

　えまる・じょん先生、色気たっぷりの素敵なふたりを描いてくださりありがとうございました。

　デザインを担当してくださいました川内様、そして、この本に携わってくださいましたすべての皆様にお礼申し上げます。




　これからも小説サイト『Berry's Cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈りつつ、応援してくださる皆様に感謝を込めて。







二〇二一年九月吉日

若わか菜なモモ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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